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東京帝園大接新|持jの新年批IC載 する 、市1ilH也氏の 「生活に即して」之いふ建築批評論文

は、砂 なから 守、 わたくしのj主意を悲いた。論旨は 、表題に示す如く 、建 築は生活K 即 す

べきものでるって 、既成建築が多く J レヰ、サ ンス以後の文化として、整術至上主義に堕 した

ととは 、明 日の華芸術を生れ しむる所以 でな い主 説き 、而 して氏 I t i 夏らに 「吾 々はすべての

造形盛 化の設達は 、生活の容器である建築を 中心 として、現代生活に立脚した ものでな け

ればならぬ と確信するのでるる」とい ふてゐる。

氏がとの論文を書いた上i的は 、氏2fFが主接し賀行jlli 勤にまで乗り 削した 「日本土作文化

精神 」 の主義を宣協せんとするが｢Ｎｾめであるととは 、 いふを侠たぬが 、 その宣言する と と

ろのものは 、要するに「日本建築」への批判 ととれIC到する針策主である。 氏 は先づ 「現

代の日本I ' L [" 日本建築』と云へるものを持って居ただらうか」と疑問をなげつけて居る。勿

論氏はとれを否定 して「殻遣してるかの 如 く見らるる日本の建築壊といふものの買は 、 そ

の内の建築工事だけしか向上して居らないのである」 と指摘 し、 且つ建築 と不可離の文化

的附係にある目的工醤についても 、それは有閑工装に過ぎないものでるるが、 日本を龍ふ

るI続出工婆が代表とされてるのでは 、大 衆2えびその生活とは離れた 、抗成義術 といはざる

を得えにい と いふ。すなはち、氏は 、建築の規範として 、建築が生活の容器 としてあるに

は、それが衛生的 l乙工業的にある以上に工謹的であり夏らに剥:合的にまた都市計霊的でも

あり且つ主主演的でもあるととを要する といふ見解にあるものの如 くである。とのととは 、

本誌上l亡、とれまで載せられた諸論文を通じても 、いはれたととであるが、今日わが岡の

住築及び建築家主して 、j支忠再考をさせられるものが無いとはいはれぬ と思ふ。建築を依

似するものが建築に附して無智文古であ り、 建築次の iri i置を似つけるやろな1=1: 文をした

り、とれに臆ぜなければ、辿築家は生活を脅かさるるととがないとは 、 いへぬ賀情 も4うる

のであるが、建築家の例として 、斯る永1:舎の啓蒙問題の外に 、建築家とは工襲、i I u: 合、経

情、玖 i台の外にあるものでないといふ反省が、所謂非常時日本の今日 l亡於て 、必要・ではな

いと断言出来ぬ。市" i ll i氏が 「常に現代の日本の文化の一部として 、最も健全なそ して最も

美 しい工作文化 を生み 出す事IZ: 努力しゃうと して居る」 と結論する所以であるであらう。

0  

建築がその時代主別 IC干fず る ものでないととは、今日わたくしどもが、日本の過去の建築

を通 じて その時代と 文化 を9: 11 る如 くに 、) ( 建築の如何なるものも判! 長は時代的所産でb る
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に過ぎぬ。 との事は 、調り建築ばかりでない。一つ一つが創作で・あって笹製品之原版とを

前格lζ |高別する知l乙於て、建築とJ . ! j ( ; f _重?) 共通 を持 つ作 IIt ;治の ( 他) 11時代lζ 護遣して、 l最柿

にいへば、その時代 IC於てのみ終った〉 短い愛述及び占ミ亡史に ついても 、 とれを認むる ζ

とを得る。下魁 l二の時代 l乙於て 、7おい文化はfvi hて新 らしい文化が未だ生まれさ* るとき 、

JiU:合は; 最 'r'-， ｬＧ Ｈ ｬｩ ［ｽ， 、強 Ｑ ｦｌ ｩ であるととろの美術を以て 、 そのｾＡＱｴの目的とはせない。現賓の祉

作 ｬ 亡 ｗ ｊ するも の 、 桃 Ｑ ＱＱ 聾術 を産むだ 古典的論説は、時代風俗を ｴ ，，ｾいた尻風 、 襖が代って封

控訴滞η 室を装飾したにとどまらすヘ元和flR武の山民の生活安定は、資本階級の興! 墜をう!t

7こして 、童文寄屋建築がその内本 lと於ては 、反 って上} 訓告誠に優るととろの美術工婆を内包

して 、浮I I ! - 治前期。護遣を遂げた。而して、大衆の向上は木版作| 片緒を費生せしめ、異同

}_，pt物7コ要求は、丸111腹患 を長崎 lζ J安ばしめ、銅板l乙は司馬江拠出菩のIH現 を見、大御所時

代 の ｊ ｉ ｜ｪ美と白 ＩＱ Ｑ 梨翁公や水 ｾＡｦ 越前守 の 粛正主義とは 、 ｪ 長 重 、 北姉、歌麿 当 事の浮 ｼ 片品合末期を

焼以Ｚせしめた 。 とれに代って、錦織が ｊ 出未明治初期 Ｗ コ盟 ｾｾｉζ ｬ 時代的要求在して起に給入

車 ｉｲ 羽から現代 の 新 ｩ 片Ａ雑誌に宅 るまで 、 いづｾ L  ?b、とh 等製術、7) 一つ一つがその 時代の玖

治、経 崎、ji u:合の反映で・ない ものは ない。i兄んや、建築がよ り以上l亡、人間の生活il<:WJす

るものでるるとすれば、とれ lζ 文配されぬととはない詩である 。

よって 、時代は英雄 を作るの準法からずィリ工、1nJ も今日 の建築次がヤ牛モ牛せ? とも、

乙の時代 lζ 出来る建築は自ら lこ、その時代 をあらはして 、主主築が自らに 色を作すともいひ

得るのである。 しか し、上述の伊 /IJ: 論に ついても知り得るやうに 、時代は* 維 をつくる と

同時に英雄が時代 を作るととも うかがはれ得る のである。 IpJ{，fから入 った好感)1約五の玖治

が浮I世論の第 1 期 l亡如何に器製1したか 、紀州から入った 民会予約半玖治と白川染翁公水野

越前守の玖治が如何な るi;診響をうk たしたか、{JS川幕府の 全時代を通じて 、わが凶の主!!築

l土、 it 験室芸術として日光の防l明門 を以て代長せらる、車III 部的伎袈に於てのみ人 U をH乏かす

封建的建築が/1¥現した - -);"、i11/:令交定の 1'" 1こ新興階放が、その賀 11を内部的l乙琵散するん

ｉＨＧｪ とし ての数 Ｇｓ 屋建築がＨ大 名 枕 本 が 武具 ，ｴＩ， ｾ 印 を 飾 って ｩ ［ｍＧｲ を市 ｩｊｴ へば、民衆は ｾｭ のぼ り を

以てとれに封抗す るといふ ! 瓜に、利休以来の御主主ー事 を根底と す る 校 式 が殻達した。それ

が、_I -- 漣の玖治と枇内情勢と によって 、1 は不! 沫公匂- - -辿の大名的主主辺が護達し 1 は! /三民

文壊としての俳句( 花 lζ うき /1["， +比i同1' 1 し食思し一一山総〉 と共l亡、域巴↑ it 京高を中心とす

る川l.:t l建築と櫛出辿約する家屋l亡*1'・l庇を似しみ徐肢を愛好する持/1合建築とが生れた。 しか

も、昔/1合建築I' I 、点凶の二大向/1たる玖治と経惜の長pi 中心を縫って 、キキノ奇異った生活ーと校i に

を生んだ。而して、その荷11合的生活は、1廿期末努!なl気の護i訟をつづけつつ、11!i ' I 王玖維新

の一大玖i台枇合愛草を来し、前時代の文 化1<: 代はる外以l文 化の 急進的'1喰入と模倣と を経

て、東京の大震災 を剖期として 、わが同の建築は日本人の手によって日本人の頭によ って

作 らるると ととな っ たのは 、人 の知るととるでるる。 時代 ｻ土 ＧｘＡ［ ｍｦｦ を作るが 、 Ｊ Ａｴｬｉｾ の時代を

作 ると とも、各時代に あらばれた 名IJ( 巨手の事蹟について与へれば本易 l亡解し得るととで
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ある 。しかも 、その英a;j g的なものの大きければ大きいほど 多い程その時代色 を明らかに

して 、 建築より工主主よりが ｴＺｩ 坊され 、 その 時代的 彩 色 を 記 ｾｗｉ 乙示して 府る 。 ｊＮＡＧＡＺ玖の 一新か

或は非常時を叫ばれる今日 の後にうk るものが何であるか、建築 l亡附する |日州 、矢張り建築

家が ζ れを負ふものであらねばえにらぬ。然かも 1人 や 2 人の硝 1) 的文化工作は問題たり得

ない。 協力的集岡的の 力によって 、大衆的にとれを作さなければならぬ。従って責任は 、

建築家全M1の ものとしてとれ をうけ とらねばならぬとととなる。 躍に家をえtてる丈なら

ば、断じてとれは大工の仕事であって 、建築家と大工とは異る。

0  

「日本の建築」といふ言集は、とれまでとても屡々繰り返されてゐる 、光市諸氏も本誌上

1(: : 治るととろもるり、わたくしも] 目11かそれについて漣べたとともある。今それを繰り返そ

うとするものでない。

大混災前から設計 ｬ 乙若手されて 、昨 年落成式を事げ 、 今［釦 ｾｲｦｏ が々しく ｃ＿Ｉ 、 二 ・ 二六

事件後の言品を復活した;晶子? として 、 日本の玖治が議せられた怜2凶議事堂l土、今日の日本

の建築の 雄偉な るものであるに相法ない。との時代の地ＮＮ，Ｚｴｾ築として ｩ ビ ｬ 亡後代 ｬ 亡誇るべき

ものでもあらう。とれ1(: 附9t ! した 、わが凶建築の椛J点者の如何l乙心血を: 絞られたかは 、 キ;

泌 1 月枕K 語られて 、読むものは感激ただ?'f. あるのみであったと信十るのであるが、 また

ｾ Ａボ騨頒 ＱＨＺ 控ゆるがラスと餓の ｬ 貯朗府、合 、 京 ［ ｊ ｾ 到［官ｬＡＺ ｽＢｊ の如きも、時代を代表する傑作でＭあ

るであらう 。その他本誌上l乙'1;):抗Jぬけ・られる新建築、とれまたぜ;代建築の枠と栴すべきで

あらう。が . ζ れ等が今日の民衆と民衆生活l乙ピツタリと 、一慨を矯して居るも のである

か否かは 、多くの人の疑とするととろであらうと Jι ふ。 明日 l乙約束される 「日本建築」は

他にあるのではないか。今日 の民衆はとれに到して遊離して居るのではないだらうか。楽

務の宏壮な建築は、治時の民家が仰ぎ見て讃糾したと史' 官民はいふが、231臣氏が亡んでも楽

務が裂はれでも 、民衆は別 l乙悲しみも惜しみもせなかったと忠はれる。何故なれば共l亡民

衆とは別11111の-({-イEであったからでるる。

'( C僚は、統制の名の下l亡、仕切りとそ の'I!; 僚玖治 をIJ 国化しつつあり とい ふ蕗が、わたくし

どもの耳に響く。 i前世1'1がわ が間々 |坊の第一線であり 、生命線でるるとして 、 日i制，，] 一色の

建築が高唱せられ 、 ポ ｨｾ 九段ドの Ｂｉｦ 人合 ｩｮｴ と Ｑ 雨前ｼの議 ｊｊ 似合とは 、 Ｓｭ 似［ｪＺ Ｑ ａＺにあるとともい

はれる。日本現代の建築技式とは、とれ IC包本せらるるととろ の ものであるであらうか。

わたくしどもの J社合生活のi l l ! WJとして 、物にイミi前を感じイミ!I-: のあ るとき 、そと IC新なる生

成と創造の生やる のが 常道ーである 。 大なる不満と不 Ｇｉｾ とは ｪｦ なる生成と創造のあるとと

も、略々 常JII Jである。 111J が今日の不満であり不 '1-: であるかを知るととを得れば、とれを充

足するも のも従; って9i l1 るとと をf与る。

今 日ＱｴＱ Ｍ界の問題在して 、 民政性とＡ￭民放 ｮ ｩｊ ｾｊｬｪｺ 散はる。 ｬ 但班牙 の ｬ 付 ￭ｾｌ を ｾｉ Ｚ ｬ 心 として跡前 ｼ の

ノく地 l乙雌 る陰雲の 、との ILl J If1i を中心とす るものであるととはやj人 も訟むるととろである 。
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わが図K 於て 、建築の問題として、寓国博覧舎の建築についても才リンピックの施設につ

いても論ぜられて居ると聴く 。図梓論者は現代建築の飴りにも国際的であるのに不平でる

るのであらうし、念進論者は飴りにも体統的で因襲的である在日 ｉｾ ｮ つであらう。とのこつの

思想、は 、犬きくいへば、いづれの時代にも相反目 して封立し、 との 2 重要占の 中心黙が相当遣

って一級を Ｑｾ すととろが枇合の進行する方向であるといへる。 し か し、 Ｒ 重結聞の 中心 黙

は必や しも常に相半ばするととろに位置するもので友いので、或1t J : 左に右 K 、時之 しては

li 己へ行ったり右 l乙傾いたり 、中心貼の相来る線は直線を嬬さえ記いで 、オカシナ曲線を描く

とととなる場合もあり得る。斯る昏迷はその枇舎の不安全を示すものである。今日の建築

が後り IC凶際的であるとの非難は可えにり i準高くとれを聴く。曾て東京K 博覧合の開かれた

折の如きは 、一代の文豪幸問露伴氏までがそれを強く主張 した。此一群の人々に は、徳川

氏時代 の 聾術が全く地 を 排 つ て Ｑｲｲｾ となる如くに感ぜられたでるらう。 し かし 、 わたくしを

していは しむれば、再考すぺきととである 主思ふ。前に浮世論の例を引いたので、ととに

浮 l片織に防lする評論家のー怖を引用するならば「江戸 J也1*がなければ浮世織の成立不能で

ある と考へるならば、Jt 当事の人々は大いに共縄畳をイ111ぱすが良いと思ふ。現ヂE も偽徳川時

代の浮 |仕緒師が見たの と相似た懇妓も居れば~芝居もあるばかり でなく 、あの時代 よりも

数倍乃至数十倍の内本 ある民衆生活の種々相が展開して居る」といふ代はり K 、建築もま

た今日とでも江戸趣味の停流は喪はi しゃにあるのである。ただに外貌lて於て千l三するばかり

でなく、民衆生活の内容に於てそ の種々相を認め得る のである。 r浮 i凶舎の精神:土今日 の

時代l乙も 倫存平E して 居るばかりでなく 、共精神1tJ: 永久に民衆主共に あるのであらう。従っ

て新しい時代には新らしい浮! 世論が作花 し得る。 末期の浮 i世論が最も雄知にそれを物語っ

てくれると思ふ。何故なら最も烈しい枇ひの経験を経たものは末期 の 浮ｼ佐治でるり、 ｊｾ 中

lこは 伊 IIt 治の持つあらゆる問題が含まれて居るからである 。現代の古家はも一度静l亡、i ' ?-

ｼ片論 の 生れた時代、 ｾ Ｑ Ｚￓかだった時代、奮 ｩ 胡 の時 代、苦戦 の 時代等々を願みて浮 ｬ 吐緒のヱツ

センスを過去のあの五15業の 中から絞り 出して、現代K それを生かせ盆々ユニー クなものを

作り kげてほしい。西洋では陶器と) 仮説の趣味が最も高尚なも の とされて居ると聞く が、

新浮 ｼ 片績は現代人 の高〈 優れた趣味 ｉ ｃ ｾ 合したも のであり度 い 」 ともいふてゐる。わ が岡

の侍統的建築精示1I は今日 の時代にも 向イ子治: して、 ik久 l亡民衆と共に あって 新しい時代の

新らしい建築が作在して差支ないi丘町である 。現代の建築が、わが園建築の時代と生き、

事やかに 、奮闘し、苦fi 成した過去の業秘から遊りいづる或者を新時代l亡生かすはOJ 論、西

洋とてもまた西洋人とても 、わが国建築の梓については 、 ζ れを栴讃 し研究しつつあるの

でるって h 新日本の建築の高く優れた趣味を創造すべきであると之は蛍然である。

日本精神が高錫せらるる時、必す= やとれ と、 とも左ふて市l可l上崇敬のと とが主張せらる

る。メ ート J レ法責施がわが岡梓に反するといふ運動にも 、成建築権威者は大神宮御遊管の

ととについて主張した。わたくしは 、近包L わたくしの郷土中11、香取示111宮の古文字::すなは



ち「香取文書J を閲みした折、はからやも、大宵司感房が鞭匝秀吉の家康に関東の地を僕

嘗せしむるによって、家康の家臣がその所領として示II 1宮領を浸牧したに劃 して、 J -. 言した

大宮司盛房言J-. 手: ーを讃むで、「日本は市II1岡山、日域無艶s ; 神、忽可有志、失者賊云々御寄託s

f長者、只偏天地長久可地御市:号外元他f段、撚手g 編御繁栄不可有御疑依」の付を見て 、最も烹

槻の訴訟である之思ったのであるが、同じ大7ぎ司清房が徳川光閣の同文書政文の「悦願長

尻仰法之息。一興宗源之遁。WJ神威日慨。品上礎年昌。」の文令l を且正直に解標して 、元総

11年の市I1宵改造に市I1域内の愛染堂儒蕗が接近 しと のを慨し. とれを道管伺所の製岡から省

いて差I- K したため 、別常 金剛E草寺から訴へられ、幕府肩上寺者匂子の車L間にあふて「御吟味の

|て好1111 之忙)j 不屈被思召候」 の判決の下に流浪 し、光固に身を容すると之とな った挿 JR

は、日本の建築を考ふるについても. 1床はふべき 、再吟味 と深省とを示唆する事責である

やうに思lまれる。

建築がさ基術であるか否かの論を超越して 、建築は生活lこJ!l Jすべきものであるとの主張か

ら、工島葬だけあって華芸術のない日本の建築は見直さなけdl ばならぬとい λ 、前J局l 有iili 氏の

主張並び、に運動は 、大都市主義から農村主義へ念特直下した近時日本の品tl: 合玖治的思想を

も見なければならぬといふ主張をもともなふ。農村主義の高唱される時代に於て 、農村建

築が高協さるべきととは蛍然である。 とれに ついて 、わたくしは 、本誌J てに曾て述べたと

とであり 、その後わたくしの11艮にふれた成建築家の丈献もある のであるが、との方 向への

建築家の開心 I' I 未だ以て充分であるとは 、わたく しには忠はれない。

わが聞の農村建築は 、徳 川時代の封建制下にあ って、寺院建築と代官屋敷をめぐって、

名主豪農笥のそれに模する建築の外に、 j好調夕顔棚の下に夕涼みを栴l民する一一自然美を

謂ふる以外に何物もない、 ＧＱ 六かもその憐むべき被歴ｾ￉Ａ者の姿をあらはすものの 如 き建築が

あった。それが明治以後に於て、代'(r 屋 l肱は例論とれ IC模した豪農等の家も次第に立たはれ

て、下} 膏農家のトタン葺の新家のみが自につく 、古つ(1" けた一色のただゴツ虫返した混雑

の農村が都市の華美に封 して存するとととな った。もう共施lζ は自然の風景も 簡易生活の

索引・さとても友い。都市に於ける小住宅が願みられ友かったと 同様に農村の住宅は建築の

閥心の外にあった。しかる K 、ととに電気の農村進入主いふととが、地方的工業分布の業Ir

らしい傾向となった。農村は明るい生活を電般と電力とに見んと した。最上舎問題玖治問題

ま? と経瞬間題として農村は流行児とたった。電力園管の有難さが遁相頼母木氏の著 「電 力

岡管の至急務」に説かるる。 氏は序設に 「現下我園 の嘗面してゐる内外の情勢は 、決して、

苓常一様左場合で友いと之は申すまでも主主い所で、現内閣が成立の嘗初聾明 した如 く『玖

府は徒らに 沓trtl 'C囚はるると主主主く、庚く内外の大勢を達観 して時1せに適切怠る改善を行

はんととを期すJ r共の是友り 左信守る所に向つては断乎として遁進し敢て 一時を糊塗し

て百年の大計を 宏、るるなからんととを期す』るのみである。私 としては何 よりも先づと の

電気の豊富低 廉なる提供を確保するた め根本たるべき方策を定むるといふとと は、我闘の

5
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同1'，! ; とし ても 、人知永遠・ の術品tI の_I- . からも 、絶針的の要求で、腕時も臨時を許 さ ね も の と

確信する」と その大抱 負大決心 を述べ 、三九' のネ rJ な玖一新と屯 1) 開策」の第 7 項「股キJI ' L

:r. tずる電気の11F及」に論じ て、rn昔き 川合 を明るくし 、 ラヂ 才も響かせ 、動 J ) の本 を授け

ると とは、岡家1't' ')1亡概めて必要な事で あって. . . . … ・兎I"C frJょいと 思ふ ζ とはどしど し試み

ると とで ある。丈 "' Jは後で|片j くべきである。 思いのは何も1 - 1 ' ，米もせぬ婦に H佐人 のする事に

［ｙｩｦ Ｈ Ｇｾ Ｚ Ｇ ｴＮ ばかり つけると と である 」 と絶叫してゐる 。電 力問 告が農 村 生活を改新し 農村生 ｩ ｲｩ の

攻芳は??;然にとれにともなふj走中l建築の以; 苦を来すととは }I頃序である 。が、た だ遊 iこ、皮

肉な槻ん- として建築家諸 ねか らた 11七り を蒙るかも知れねが、1"J 故 とれまで小十1:古と農村の

述築とが、 わが問建築家諸諦 ｦｾ れ ｬ Ｍ 古かミら願みられなかつた とい λふ 、 ｢版［誌 ｮ 休閃 ｫ刈 ｉｩ 民亡ついて尖 し く いへ ｬはばま工 ｩ 叙｟ｉ上 (-.  
1  

の枇千令¥1"1↑市IJ!5i

は、資本主義開市1] の下に生活するわが問建築家諸1 ' ，・は、所謂 T he i ron constraint of 'i ll -

requi ted toi l  for mor e  suboi stense の恵まれない生活を飴哉さ h るからであ ったと忠ふ。

大ピ J レヂ ンクーの建築を作す る建築家も 小1" 1: ' セと農村建築を作する建築家とが、報酬に於て

相等 し いものとなるのでなかったならば 、如 何 に 小 ｴ ｬＺ宅 の 必要性が 高 ｉｉ ｾ ｜ せられ農 村 建築の

必要がH呼ばれても、賞現は府，1邦iーであらう。留師な き村への皆療普及が品 1:合問題であり岡策

の大問題であると同じく考慮される問題である 、とj しについて 、 とれもまた東京子i' i 岡大勝

新 l品H'CA賞するととろの岡正雄氏の 「地 を離れる f4'穆J fL: いふ「 さて人間がiitl :合的人間で・あ

る限りその例人生活はiii 1:合的事情 l乞依械するとと 言を候たたい。枇ヂ' r 1l t C勢の大きな波は 、

たとへ科感者の静かな生活にもどよめいてうKる。 しかし就に述べ?とやうに 、利息朽の場

合にはその俳 ｬ 人 生活はそれをとりまく祉合が 如何な る事 情 にあらう とも物質的 ｋ も帝 ｉ ｾ ｾ ｉｉｉ 的

にもいささかの蛍 ￭ｾｌ をも許さない 。 失業者が苔に措れて居ゃうと 、 自分は 、 自分だけは失

業しではならない…・・・ ・ ｾ ｉ ザ ｉＭＡ ｊＡ 的念体統 ｋ 平 気で従って居る Ｐ ・Ｍ…… 今度は仕事が利厚 ｮ

を表欠する といふ気の毒な迎命に彼匂ーは逢着して ゐるのである 、勿論とれは彼等だけに郎

せしめ得る責任ではない。だが彼等 とて も自 分たちが何故かか る自ら完全注意味に於て の

責任をf ' l ひ得たいやうな事態の問に 、泣かれてゐるか伎の疑問は常然有たねばなら ねので

はないか」といふてゐると とは、建築家諸君への提言でもある といへ る。

I V  6  

要するにわが同の建築の概ふべき方向は、己に定って居るや うに 、わたくしに は思はれ

るのである 。 日本人の生活が 1!J ll 尚j 西人の生活をするのでない以J -.，ＱＱｾ 陥商の建築文化が

如何に優れて居るものであ って も、。Il 前回の建築がその まま日 4>: の建築たるべきでない。

ムツソ リニ氏やヒット ラ一氏 を要せ泣 い日本l亡、フ ァッシ ヨ建築そのまま受取らるる容が

友い、況んやソクヰ ート建築は倫更である。 己lて西洋人の建 つる 閤洋建築 も、またその椴

倣建築から も逸脱して、 日本人の手によ って 、 日本の材料 を以てす る日本建築は作られて

居る。 日本人 (ri 幸にも 、2000午前H' Cその歴史を喪ふた支淵l と腔史を作り つつあ るR日米利人

との問に位置して 、その停統 を今 日に も生活歴史として把握して居る。艇史なき剛氏の悲



衷 、 決意なき悶民の誕管は、わが同としては Ｑｮｾ いととろ である。 僻統と民主役 の 生前と の 合

流貼は 、その建築のーIてにあらはされる精神で ある と同時に形成である。すなはち決論とし

て、現代風俗需il ' L 開する或論者の いふととろの「現代の時 々刻々泣展して行く生活y状態、

それ と共 ｬ 亡逃展しある 現代的 気分とを絶えや 刊誌し つつ 、 その 現代人心 の ｦｾ｛ｬ￭ｄ と歩調 そ ﾭ

lとしてとそ現代の風修は意義二があるのである 。共施l亡は流行の一時的現象も見られやう 。

それらはまた後世l亡風俗のアtr lとな 勺て も残るものであらう 。 とl亡かく現代の現代風俗十1111

寓の風俗r ，1i i ! ' c : : は洋々 たる前途があるととはた しかである」といふ とと ろのものを 、風俗説

の代はりに建築ＮＡｊ誌は建築家といふｾ [: を以でしたならば、 ピツ虫リと常てはまると考へる。

耐或る人が東京の娘等を許して、 美人もなく不美人 もなく ドレと れ も相似た ものに 見へ

る 、 とれｾ［ｴ大量生売のしからしむるととろであらうといふたが、わが問の建築の二次にう ｫ る

べきものの特色もまた 、そうした矧似性が犠げられると忠ふ。

7  I V  
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Hopper  
窓

目 次

1  Hopper  lnl ct 

E  凶的 さ機能

I. Hopper  Inl et. 

の 機

伊 藤

E  貸際に就ての問題 三虚錐

lV 望者胞の効果

構

iE  文

Hopper  Inl et は直諾する と、i 1M百十型給気孔」といふ意味であるが、主として J込問に於

て Hopper 1  ｮｬ･ｴ と 云 はれるも のは 、 窓の障子の一部が 、上 ｬ￭Ｇｊ きの ｪｾＱ ｬｬ 型 ｬ ζ 内廻制 する弘之

置を云ふものである。

窓によって自然換気そ行ふ場合、冬季寒冷の目 、直接外界から給気すると 、和室者は忽

ち! 波風を浴びるとととなるのは? ; : ; 然である。窓の k部 lこ欄間を設けて之を聞くとしても、

温暖な空気が之から逸散し、宗の部分l亡よってはJ ! j腕U:: 生やる公・がある。 とうゅう不都合

を1nI とか して避け 、しかもiJ. ' &j r立の通気を行ふ1)・法として工夫されたものがJ l t Hopper Inl et 

である。

英同では Hopper Inl et と云ってゐるが Hopper ontl et の意味をももつも ので、給気排気

相封的防! 係に設備して初めて効県を奉げ得るものである。その意味か らHopper Wi ndow 

と云ふ言葉も 用ひ られてゐる。yi: 間以外の諸問では 、此障子を 、換気反射板、入気反射板、

特 ｲ￭Ｇｊ 板といふ意味で云ひ現してゐるが 、我 岡の建築著書 ー Ｑ Ｍ Ｎ 未だ然るべき名栴が Ｙｩｾ へられてゐ

ないので、;Jtf'Cは阿部によ って Hopper 窓として置く 。 けれども 、その目 的か ら昨ぶと す

れ ば、「自然換気 調節窓」主い ふ意味が表は されたいも のである。

Hopper  Inl et が考察され、又賓施されたのは 1907年K 、英問lの建築家 F . Hut chings氏

が、時家 Ri ed 氏と協力し て、stafford shi r e の Darl est on の小皐校に遡 fl J した のが始め

で、族企! 外の好結果を賞詮し作た昆から 、Wi ddow氏 K より D erby shi re の感 校K も保

用され、 Sout h- on-sea の感松ーでは 、教室の開 D部全般f ' C ｈｯｰｰ ･ ｲ を設け 、 ｾｉＧ ， 入 ｮ の扉 の

パオ、 J レまでも Hopper とし、教室配置 を片廊下式と し、 止回目下 を Ope n V erandah とし

て取倣ひ、充分な通気を計って成功した。以来、教室配置法が改主主せられ 、従来中廊下叉

は、中央ホー J レ式のプランであったもの( 感校管理法の建前から〉が、換気衛生の見地から、

財界諸都市小穆校の現行の形式に向って改良され るに )' IJ ったものである。放に、 Hopper

J nlet は、晴樹に 一つの窓構機としての施設 でたく 、過度の幅員を有す る索の相針す る照

l師に 一針として設けられ、しかも廊下 を Ver andah とする意味で、建築の半面の構成に迄



Ｚｊ ｪｾ 響を ｷ へたものである 。

共後、片郎下教室が探) ' ( ; _ ，lfd乙換

気 の上 か ら有利 であるとして各問

に普遍 される l亡作 って 、Hopp巴t

もj' 防次に掠rHされ て行ったらしく

思 はれる。

故近になって、 Hopper が Sash

のー形式として:告られ、m校 の 教

室以 外の建築l乞臨月] され、。伍ce

第 l 園 ・欧 米 に 於 げ ろ 資 仔IJ Bui l di ng の25; の 下 部 等 l乙多 く見

受けられるの けれども現イiーの事務宰ーの: 1f : f ' [ 設 け られてゐるものは 、遇策 l亡主要な門的があ

ろのでは なく、 多くは 、了illE過 の (-_!f ｦ げ窓 を開いた場合 にｴＺｦ ＧＭＭ ト‘ の ｾ ｉｩ 矧が ｪ 山 ζ 逸散 するとと

を) @け る意味で、耳目、風を通しながら7!?知の動揺に気を配る必要がな い械にと 云 ふ所 か

ら始 められたものである。

初 Il 命とうゅう意味合から設けられた Hopper も、或程度の効果 を通気 陀閥して期待H¥

る ｫ ぬも のではないが 、 前 ｦｌｾ べた様 主主花笠者 ｬ て劃して 可感的友 気 ｩ￯ ｴｩ が Ｇ 市 るか夜かの貼で

は、多くの興開占が ｲ ＺｬｴさｾＧＱるとと とな る 。

最近では 、臥・米 科医!谷 都市 の 務校 や? 寄稿合の向然換気法の施設として採用されてゐる例

が多くなった。概最近の2、3の質例を事げて見ると、

Al ger の Cher chell の幼稚間合

( M.  H.  Chi s tofle 氏設計〉

Zur i ch の 幼稚 間 合

( K.  E.  Hof mann 氏設計〉

Bri ghton 安R外 Preston Par k 

Whi t t i nghame Col l edge 校 合

等がある。孜問の例としては、大

|坂dJーの天王寺第二小謬校の昭和 5

イド2 )-L!竣工の教室を初めとして現

に十数十交に l えんでゐるもの 、その

他 O 侃ce Bui l di ng f L 設けられて

ゐるもの等であるが、 ζ れ等は 、

換気を七目的としたもの でなかっ

たとと前述の通である。従って宅

第 2 闘 ・欧 米 に 於 げ る 資 例
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内会ｩ｜ ￍｊｩｴ の調査書んが三として設けらｾＱＮＮＮＱ＼己ものはぷ

だ校同に於ては質例 か崎んとた かったのて・あ

るが、たまたま大|以 dJ 小早校々イqの J1o!いLh: 保

明! の大午: 設;¥1に叫し敬慌の自然換以ん策と

して Hopper j血気法を採I / Jするとととし、現

にその賓施中である。

II. 目 的 と 機 能

Hopper  志のI - - l 的は、: 会; ばかりの1 ' 1然換気

法で、冬季暖房時l乙於ても 、之を間以し、J l . j!(

風を感ぜや lこ、快適な賊態 l乙於て作業すると

とがrl¥来る様なi i I I 風を行ふととが第一、も う 第 3 悶 ・ 欧 米 に 於 げ る 資 伊j

一つは、室内の何尚も、なるべく半守= な通風見^ 態にある様にするととである。

先にも巾した校 κ 、 ｈｯｰｰ･ｲ 以外の従来の ＲＵ ［ 機構では殆んど開放 時 のｊＨ ｪ ｸｊｾ 孔を免れ得ない

が践に、高い欄間で・も冬季には殆んと聞かれると之が稀になり、小早校句ｾＩ［ て・も 、 依程 ｩｬＺ 意

深い汗［事者のある場合 ｋ のみ ＱＰ 分間 の 休憩時間 陀ＺｾＺを聞いて換気が訂はれてゐる 朕態であ

る。此場合、室温の損失は僅であるとは云へ 、l且UI :j の日 匂は、会く溶; を閉して置かねばな

らぬ場合も多く、泌度が上ると ol t. rc ｩｬｬＡ ｊｾ ＮｬがないＱＺ ｾＱ こ、 ｟ ＮｍＭ 不快感と臭気とに覆はれるとと

が常である。此掛から 岩手へる と現有の港; の機構としては、 Hopper が最も至常な) ] ・策であ

ると考へられるとともに 、そ の本来の問的を充分に i主成する桜に取付け操作するプr;"法は 、

土地のy状況と、告を際的問係 、) } T. i t C建物の月1途によって然るべく充分に考= 案されて然るべき

問題であらうと思ふ。

Hopper  窓の機能は 、定常なき外界の風が 、Hopper 附了・の而に滞って需内 l亡流入し 、

此冷い気流が宗の_ f - . 府部を流れて安J1WIf前の Hopper から流れ/ 1'， るととに重駄が置かれる。

第 4 自問 ・大 阪 の 貸 例

I V 1 0  

イ旦し、 第J 畏が外気概よりも高き場

合の気回j はIJIt.'+¥す る気流がJJiq大lであ

って 、流入す る気流が結:!Rであると

とは去ふ迄もない。

間してギE室者- によって、殻散さる

る温熱戎Ir . i 、暖房装置によって温め

られた上手J・する流が 、天井聞に近く

流れてゐる冷い気流と 、家の上局部

に於て混流し繍散するわけである。

上川fH¥を流れる +.:i 点は、索断聞の形

によって異るが大障に於てある焼み



を現しつ、引H! IJ ｈｯｰｰ･ｲ から流川する の ｾｴ 時汚染本気は流 川 する気流 ｬ 乙訴はれて幾分宛

川 て ｨ く 。 従ってイ ｉ ｾ 常者 ｦ｣Ｉ ｬ 如 氏をぷぜしめやに ｊ 臭気が ＱＭＱ｜ 来、 ｈｯｰｰ･ｲ の 配 置Ｉ Ｉ ・法主 、開 ｦｲｬ

l止とによっては 、主主内の須i片付王、平均した女子遁な保1'1: を作るととが川水る王¥Rである。

県以 Ｑ の椛験に よると 、 小原絞の教ＭＺｴｾ で 、 ｈｯｰｰ ･ｲ を設けて以来、生徒 の ＱＡｊ ｾｊ 求がよくな

り、感肉眼忠本がl'jl こ減少したと報 ;lt されてゐるが、此機構による効: ! . l ! : を窺ひ知るととが

11¥*ゃうと 忠 ふ。

Hopper  による烹内の気動以態につい て は、教ヰその型式について絞型質 ｅ 訟を ｾ ｉ 二った下ＱＧ￭ Ｇ

の報 ( i f を若手照されるならば幸である。‘

I I L 賓際に就ての問題と虚置

Ａｫｾ附の小早松て‘賞施した場合 ｬ こは、先づ ｈｯｰｰ･ｲ の ､向 Ｚ ｊ さを逗這 ｌ 要叫した ο Ｒ芯全主ＢトＭ部に ｈｯ 叩 ｰ ラ刊Ｉｰ 閃ヲ 泥 ･ｲ

Ｔそ巴 とｾ ｬｾ 没党けると 、 ｩ冷 令い ｩ討流オ点 ｴ 入三勾本Ｎ守￷気は ａ 大κ ，じ什 Ｚ ］ ｊ井 ｪ

ppヲe町r の t op を剖 ｪ川咋 Ｔぷ ｾ ｉ Ｍ，て Ｕ 帆“ ＱＱ仇川 Ｑ，吋，Ｉに ｊ押 ｬ叩ド へた σ 障寸-の己向'百Gさlはま少く と も u砂帆p沢《以，卜1-，ぺ、p問i日1f'戸角(11皮瓦-は 1口7度 /ルう

寺宅 ｾ ＲＳ 度科にし てゐる 。

従って ｈｯｰｲ ･ｲ の ｊ Ｍ ，下の 付Ｎ置は ｊｬ そＺ会［ の紋 低利 ｩ に ＧＮｾＺ［ｩ 1) 、公開しでも窓の' 院に附了・が納

る械に設けられた。

米|込11亡於 ても 、統育換気委日台、( N. Y. C. V. ) の研究によると 、I"j椛 の位置に Hopper

を設けるととを主張してゐる。伺し英附の) ) 法は 、慌の和子Iする長老而の浩; に設け相 ) J ・の外

部は直接外気K 接するととを原Hl J とす るが、組育の) ) 法としては 、Hor per を I nl et IC 川

ひ、排気は需のji.HHl JI 亡近く排気筒による方針である。

11[1 ち民間の h' 法はさ長内の気mE蓮 度 の 均'!f. 友る分布 を考へるとととな り、紐育の桁示によ

れば、流入気i片Lの JlJx1fo.l ＱＺＺ考慮したる ｉ Ｍ ， ｉ ｾ 士 、他 の照聞からタクトにより任意に 排 気するん法

であって英 問の如く相釘する研而と郎下 ｬ 亡迄 ヨ 引症を抄 ｉｾ ふ 必要を認めないとととなる 。 備 、

純 ｦｦ の ｾｮ 合の 桁 示による ｈｯｰｰ･ｲ としては， ＱＱＱ 而軸 ｬ￭Ｎｊ 板がある 。 従来 の ｈｯｰｰ･ｲ は、 ＱｦＧＺ

|前の 1i1l' 下降子であったが、とに，1111雨をj;ll1へた装置である。之 lとよれば、流入気 iJUは全く上

ri'l する ものであ 1) 、天 井 l灯lこ治って嫡 散 し て後の気到j 朕態は年ろ甚だ複雑で・4うる と思はれ

る。

ｊ￯ｉｩｩ者ｾｾ ， 窓ｾ下に暖房の放熱器を配世するものとしての考案であって 、 その場合、窓 ｩｬｬ

ＱＧ｜Ｑ Ｑ の ｈ つ ｰｲ ･ｲ カ‘ら流入する新鮮京気は 、 Ｚ令 Ｇ Ｚ Ｇｾ FI 'C. 於て唆められた沼気の封流 l亡よって上

向 を11)] け られ 、且つI繋め られ 、引をだ有利である。

しかしながら: J t fC問 題 と な る ζ とは、: 会. ;1底部 の Hopper は夏期l亡於て1必要なる関口 市

の世を 市'II IHするといふととである。之については英問に於ても云はれてゐる施であるが、

技闘の如 き、夏期i熟度高く 、他{ c 兆して高度の気流、連度を要求す る土地 にあっては、 全 く 不

各 伊藤j f . 文 「教室内』主流の模剤事E験」建築準令論文集 3. 昭昭 11. 10 
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都合な施設とイヒす るは明である。蒸暑きぷのi由主i を考 l症す る場合 lこは往; 低部に Hopper t.: 

説くるととは策 をq'} たるものではない。

又 、 Ｑ ＡＡｾ ffl 房時の換気施設として、Hopper を窓低古1lVC設くるな らば 、著者ーの宜騒によれ

ば、H opp巴r の top から生 t る入以の iN，1J ': 径が大とな り、j絵; 近いギ1:室者 I' C J域1武を i行びせる

公がないでもない 。 Ａ 日 ｪ 時 ｋ 上 ｽｴｲ 会 ｾ Ｑￆ Ｉｪ の 挑み寸、りが大きくな る 傾向 をＺ 持つとととえ ｅ る 。

互 ｾ ｴ 亡 。 叉 Ｒ｢［ 必下 の ｬ 投熱務 を設けない場合 ｬ こ 於ても 、 上［ￆ の 不 Ｑ ＱＱＩ 合を生やるととは考応され

ねばならぬ問題である。

ーか、気 ilrEldJ! 涯に附する著者の賀験の結果で I'I 、無暖房時の Hopper の位置としては

Ｍ ｊ､ｗ［Ｚ￵ｾ ［ ー過の室では口通りの高さより村上 Ｑ Ｍ Ｎ 部 ｬ 亡設け るととが 安市であると考へられ 、 暖房時

に於ても 、初論之によって不持1) 合を生やるが如きととのないととを知ったので、要結する

島 、天井而l亡依り接近せや 、治: 定者が起) 1 : して目通の高さより高い位置を標準として先支

ないと思ふ。

開角度lti 、最大30度を 口標として施設すれば良 いと忠はれ る。若し30度以上 l亡も 開 く場

合 l亡は 、流入気候は; 斬吠: 水平のJ f lf司lと近づき 、整流によってあるプ1・向 を輿へる機構のHJ を

11 &さぬとと と友 るからであり 、依りに小さい角度では、気動が充分でたいといふとと 、20

度前後ならば、斜に天井に向ひ、夏 l亡主i 側壁面へ流れる傾 lilJ ｾけ は もよくＺ｜Ｑｩ ｬ へるととが ｴｬｩ ゥ ｫ

るといふ埋‘ 由である。

構造法としては、 ｾｉ Ｇｃ ｊｲ ｊｴ立てて ｲｪｬ す べき要貼はない が、 ｆ 辛子の雨側のＱＫ板を喪するとと

タ ｉ ｊ ｾ 命であり 、之 によって ｈｯｰｰ･ｲ と しての型式を兵 備 する 。 若し之を取 付け ぬ場合は 、

雨側 の 間隙か ら賊風を生じ 、 去 ｰ って而 ＱＢ くない結 ｾＡＺ を ＱＱ 千ぶであらう 。 従来の賓伊 ｉｊ ｶ｣ 見て 、

ｬｪ 板のない ｈ ｯｰｰ･ｲ の型式は矢強り遇策の目 的 ｬ 亡は 即 せＭￎＢ｣［ Ｇ ｈｴ￮ の逸散を ｾｊｪ ぐ Ｑｾ の施設とし

て の も のであるに ｾぎた ｅ い とと とな る。

操作法としては可及的問叩を良しとするとと 、之も rpす迄もない。

I V . 費 施 の 効 果

上注の)' IP: III VC基いて考案した Hopper 完全; を、大阪i li の小原校教告に賀施する計設に 先吹

って 、11' - <教宅の二三 l亡之 を遁nJ して見たが、之VCsf，Jする取松' 市事者の数ク月 間K 於ける佼

ｊｬｌｉＭＮの椛験から持た Ｑ ｾ 槻 的報 Ｈｩｴ につ き 、 非常に興味をもっととが ｈ Ｇ ， ゥＡ＼Ｚる 。

昨秋 11月以来、 2B; を締切り、 Hopper のみは 30 度l亡全開し、寒冷の日も 之を聞 いたま』

であるが、先づ従来の敬ネ: 内の桜l亡、一種の臭気を会〈感じない。石炭九トーグを設けぬ

期na、丁度11月末から 12J 1初旬の比較的外気温の低い日でも、教室内に居て寒さ や}w止を感

じない。概括した晶、従来の教主よりも 非常に快適である といふと之であった。

叉之につき 、衛生取的な測定l吟l床を行った結果も、気ilrE分布の均等比較的可良であり、

外風建、外界混度の挫化l亡到して 、室内に於ける搬カタ冷却力は兆較的動化泣く 、快適状

態を保つととを認めるととが出来る。

之は一つの臆用賀例であるが、 Hopper の賀施によって、作業環境の改善を得られる棋

な建築は皐校の他に多々あると思ふ。

例 へば、工場、病院、宿泊所守: の場合の如 き、更に有効えにる自然換気の方策として役立

つものではなからうか。 ( 12年 2 月12日〉

I V 1 2  



熔 接 手接 の 強 度 計 算

ミ〉及:

t文 新野

雑誌の性質上本文の般に講義めいたものを母山載せて頂くのは博られますので極く掻い

つまんで従って分1i i も充分識す事なく熔接接手の宜用4温度計算の原理だけを 、初心の) ; " 々

をIJ 岱てlて御制介 Fll し上げます。

[I J 橡 備 知 識

(1 ) 喉 厚 の 採 り 方

11佼んどと云ふのは釘 11;: .¥] ( L 示す如く熔接音11断面K 於て、! 容を通f る直線K 沿って il !l J られた

fdi' J民感厚を含ま主主い熔接部の主主小厚てあって、種々の; 牌接接手lて針するその兵臨的危採り

)J ・はみi O固に示すjffi りである 。( 1 ) 乃至( 13) は街合熔接を月1ひて構成下せる種々の接手を示

す。その 中( 7) 乃至( 13) はその形y状により T 接手と "f ばれる事もある。叉( 14) 乃至( 29) 1tJ:

同町内;桝接を月j ひて構成せる種々の接手を示す。その 中( 14) 及 ( 16)乃至( 18)はその形状 lとよ

り ｔ 接手と昨は Ｇ ｾ i . ，る事もあり、叉( 15) ' &( 24)乃至( 25)は牌接部が母材によって造られる角

形の i (JI とtit るのでi( J接手と呼ばれる事もある 。向( 28)は消の内側の隅frJ を熔接しであるの

でγ ，Y i : 熔接とも呼ばれ、( 29)は( 28) 1'[ 於ける地の部分をほ材と同一面之なる迄金属でlj}1充し

34 打 円 円

"1 - r - - ーゲL t '仁 二 玄三 コ ｾＱ＠ ｾム 」よ

巾「一析f ，州仁二区土コ ヂ b一寸宅竺さ口寸ふl

;: [ E JJ足以

選 ヨ 印

刷 F453

第

(1 6) ( 1 1 )  

0・J

掴

1 3
1 V  



1' 2ち}

第 l 闘 の 2

と友るし急冷による位版組織( 破くて脆い )1と

も盟むから此の部分は接手の強度計算に於て

I' I . 有効で・ないと 看倣す。又熔接の終りの鈷即

ち終端には所謂壷 と糾す る凹所が，'111うk 、此の

部分は断面寸法が著しく小となるので之亦強

度上有効ではないと宥倣す。従って'}民度計算:

上有効と看倣す熔接部の長さ 即 ち有効長さは

賓際の長さ から始端及輩の部分を控除 した残

りの長さである。而して始端及室の長さ在 し

ては:時過イil Jれも首該熔 接部の有効部分の喉厚

K 等しいと恨定する 。それ故之を式で表せば、

I= L - 2a 

悲I ' e /: 有効長

L: 貴際長

a: 喉 防 :

とたる。( 第 21品|参照〕イR し始端&. 終端 をtt: 1-. 

によって質| 祭K 除いた場合は 、M論仕 1-.後妓

る賞際の熔接長を 、又第 3 岡の如く熔接に際

してl喉厚以上の幅の別 の材片 を添置し 、此の

材片か ら熔 接を開始しでもう 一つの同様の材

j 十l亡烹って 11・ーめ 、情接終了後此笥ーのi飛世せる

ｦ ，ＮＮｊＩ ｜ Ｍを取り除いて了ふＺｬｾ合 、 又 Ｑ ， ［ｊＺ ｴ Ｑ 似 ｉｊ I ' e充分

l V 1 4  

? と場合を示す。最 後lと( 30) はほ

材の- ) J l C孔を tr I Di させ、之を

他の母材に 重ね 、孔に 金属を 、

下の母材に熔け込む 如 く熔融lj)'j:

充せるもので、恰も拾を挿した

如 きものであるから栓熔接と H乎

ばれる 。

( 2)  長さの繰り方

隅肉熔接ILhきても街合熔接l乙

於て も、熔接の始りの貼. NPち始

端 I'e 於ては; 熔け込みが不十分と

なり勝であるし叉断面寸法も小

t b)  

ｾｴ＠ 2  
悶

ｕｾ＠ 国
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附 11 - 1 怜併科H判 HHi 十H榊 併 桁 ゆ 宇一 一 「

t 日 咽 仁 科 向 、s

協刊十} 十十+ト十+十II ト十I' Il -削+)i 刊附腎そL _kー

ト- c - J
((1. )  

食み向す棋に 熔接し 、始端」え終kfM

が材側に生じ る棋にした場合は材

幅の全開を有効長さとする。尚 治

れて L

メ0:i十lイ仔千lイ同 十f+ t t 針附判可Ht ( ftl; ぐ一丁一 '  

「、ゴ 4  ヤ匂 t 仏 J

トてう J::叶 ' 也 、

ＱＧ＼ＺＺ�ｩｬ 州洲ト ｭｴｈ 州ｽトチナト ｾｌｬ ｟

J  I  I  J  1  

寸言「一一一一 c 一一一一「苦「

蝉接に 於て、ll Wの17M主を連続熔接

にて熔接が完全に閉鎖する 如 く接

』

止 「

枠合l ! J ド 11:.11¥主

ｾｕ＠

合する時は 、有効長さとして第 4

園4  第

|品11亡示す如 く幅喉}! f: 1乙等し と11NJ t

せる有効接合而の中心線の長さを

採 る。従って同闘の

( a)  1亡於ては、

1= 2( c+ d- 2a)  

( b) に於ては、

1=2c + ( d- a)π  

( c)  1と於ては、

l =( d- a) π  

と友る 。

設計用感カの採り方( 3)  

一般に構造物の設計Kmふる臨 j ) としては、安打荘荷重 l亡凶る! 匹力と、地震 !民共の他の! ぶ

I! Hr. 1五l る水平力 ILJ .t;づく 1，1![{j ) の中故大なるものとの和の中 、正&j : { の絶主主Hi直壮大なるもの

そ搾 る。即ちメト特定の接手の向手: 1乙1).; 1る肱 j ) を Sd 1こて 、助手!f 重の極々なる配置IC' [ . J する

ｬ 監 ｪ Ｉ のｴＺｪｬ ｬ ｾ ｬ 毛に｛ＢＱる肱 ＱＩ と川符枕とな るべきものを ｓ ｴｉこて 、 異符Ａ枕となるべきものを ｓ ｴＧ

l亡て、水平力 Ir.仏l る肱力 を S，ι l 乙て去し、此' カーは線、て絶釘怖を表す とすれば 、1. 1・枕 をも考

へた設計ｊｬ ｊ 癒力 ｓ は次の様になる 。く ｓｬＱ 勿論モーメゾト 、 紬方向熔カ叉 ＱＱｾ Ｚ｡ 析。 階、カｦ｡ＮＮ表す〉

( a) 自重K 因る悠力が正の場合

( i )  Sdミmax S〆+ maxS" の場合

S=  Sd  +  max S， +  max S"  

( ii ) ん< max S〆+ max S，ι の場合

S，= S d+  max S' + max S"  

1え

ｓ ｾ＠ =  S，， - maxSt '  - max S"  

( b) 自重に因る ! 経力が負の場合

( i )  Sd二ミmaxSt ' +  maxS" の場合

S = - SdーmaxSt- max S"， 

1  5  I V 

( ii )  Sd <maxSt ' +maxS" の場合

S，= - Stl ー maxSt - max S，ι  

&  



8 2 =  - Sd +  ma x S〆+ maxS"

唯常時著しく振動 を受ける如き特殊の建築物や、橋梁、ク ν ーン 、ク ν ー ンヵー一夕、 一等の

如 く動力感的危荷重を受けるものでは接手の疲れ を考l長しさ久' の如きものを採る。但し移動

柑重又は衝撃荷重に因る肱力の 中自重に 悶る臆力と同tf 蹴となるべき も の を ふ に て 、異

泊:競 とな るべ きも のを ふ，I亡て表す。

( a) 自重に因る膝力が正の場合

ma x S = 8rt +  ma x 81+ q; ma x St +  ma x S"  

mi n S =  8( 1- ma x  8t' - l { ' maxSt '  - ma x SI
1  

S = r ma x S  

( b) 自重K 因る日産力が負の場合

ma x S =  - Sct - ma x St - q; ma x St  - ma x S"  

mi n S =  - Srt+ ma xSt '  +  rpma x S〆+ ma x S "

S = r ma x S  

政lζ ψ は衝撃係数を、 T は疲れ係教を表す。其の値は橋梁K 於てはとえ' の如く採る。

衝 撃 係 数

遁路橋 ( DI N 1073)  

LC山} 迄 5  

中 1. 40 

LCm' 迄
40 

中 1. 34 

LC叫 迄 80 

中
1. 28  

L C7n' 迄
120 

3  1.22  

L( ' U) 迄 160 

干
1. 16  

L( 川 迄 200 

1.10  

10 2U J ( )  

1. 39 1. 37 1. ;;6 

担 60 70 

1. 33 1. J l  1. 30  

90 100 110 

1.27  1. 25 1. 24 

130 140 150 

1. 21 1.19  1.18  

170 180 19U 

l.l b  1. 13 1. 12 

純人道惜の主桁に到しては IT:.むのスパン l乙到して ψ = 1. 40 ｘｊｓ Ｇ 説 、 Ｉ，ｾ 館、ＦｊＭＡｫ ｩ ｯｈＩＩ Ｇｾ ￮ ［ Ｑζ＠

主J しては q; = 0

滋 l ζ L はスパ ンを表す。以 ト之101主マ九

道路橋 ( F. Bl ei ch)  

L ( r.，) 迄 2  4  6  10 

ｾ＠ 1. 50 1.-37 1. 31 1. 24 

L( "。 迄 15 20 25 50 

守 1. 22 1. 71 1.19  1.16  

L( 叶 迄 100 日当D

コ 1.13  1.10  

I V 1 6  



鍛造橋 ( B. E )  

ス. : : / …透 |  俸 制 構 造
22 1. 45 

L  I  5 6 .  ｾｾ＠ 60 
24 1. 44 

( m)  1;;デ = 1. 11 + 一t一+一14一"4 I  :  =  1. 0 0 +  l  +  150 

26 1. 44 

1. 50  1. 40 
28  1. 44 

1. 50  1. 40 
30 1. 43 

2  1. 49 1. 39 35 1. 42 

3  
1. 4。 1. 39 40 1. 41 

A  1. 49  1. ;] 9  
45 1. 4 1  

5  1. 49  1. 39 50 1. 40 

6  1. 48 1. 38 60 1. 39 

7  1. 48 1. 3日 70 1. 37 

8  1. 48 1. 38 80 1. 36 

。
1. 48 1. 38 90 1. 35  

10 1. 47 1. 38 1Cl<コ 1. 34 

12 1. 47 1. 37 110  1. 33 

14  1. 46  1. 37  120 1. 32 

16 1. 46 1. 36  130 1. 31 

18 1. 46 1. 36 140  1. 30 

20  1. 45 1. 35 150以上 1. 30 

本表 l主総自ら熔接ぜる叉 (1綴目無し の、 ν ーかた供用ぜる餓道にのみ適用する o

t の中間値に重きして (1 中 (1大なろ方 のa: ら さる。

疲 れ 係 敷

1. 35 

1. 34 

1. 44 

1. 44 

1. 43 

1. 42 

1. 41 

1. 41 

1. 30 

1. 29  

1. 27 

1. 26 

1. 25 

1. 24 

1. 23 

1. 22 

1. 21 

1. 21 

1. 20 

鋪道橋 ( Vorl aufi ge Vorschri f ten fur geschwei sst e， vol l wandi ge Ei senbahnbrucken 

der Deut schen Rei chsbahn-Gesel l schaf t )  

St 37 
St 52 

交通頻繁な る場合 交遁叙繁ならさ・ろ場合

( 毎日 25列車た超ゆる場合〉 ( 毎日 25列車迄の場合〉

交 番 域 交 番 域

mi n S  
y =  1. 0- 0. 31111nδ  U  

y =  1. 235ー0.709ーn円でI、a.1x4、。、子一 y =  1.105ー0. 645mi nS

ma x S  

ma xS  max S  
非交番域 非交番域

y  =  1. 235 - ＱＮ ＲＳＷ 右 ｮ 手 Ｑ 吉ｾ 一
y =  1.105ー1. 102 ロ110Cv3  

max S  

ＨＺお ｾ Ｐ ＮＱ Ｙ 迄有 効 〉 (  mJ I1 

ma x S 三五0.095迄有効〉

( 場主務合官躍の許可械1: ろ)

のみ使用する事た得

ー1. 0 1. 30 1. 944 1. 7印

ー0. 9 1. 27 1. 873 1. 686 

ー0.8 1. 24 1. 802 1. 621  

ー0.7 1. 21 1. 731 1. 557 

ー0.6 1.18  1. 660 1. 492 

ー0. 5 1. 15  1. 590  1.428 

1 7
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ー0.4

- 0. 3 

- 0 .2 

- 0. 1  

0  

+0. 095 

+0. 10 

+0. 19 

+0 .2 

+0. 3 

+0. 4  

+0. 5 

+0. 6 

+0. 7 

+0. 8 

+0.9  

+  1. 0  

1. 12 

1. 09 

1. 06 

1. 03 

1. ()(コ

1α コ

1. 519  1. 363 

1. 448  1. 299 

1. 377 1. 234 

1. 306 1.170  

1. 235 1. 105 

1. α)() 

1.1 11 

1. 0∞ 

1. α)() 

l αコ

道路傍 ( Vor l 品ufi g e V o r schr i f t en f ur  v oll wandi g e  g eschwei sst e Str assenbr ucken der  

Deut s c hen R ei chsbahn u n d  der  Rei c hsaut obahnen)  

主桁に劃する疲れ係数

。
1.(氾 1. 040  

nl i nS  

一一一 minS  I  mi nS  

ma xS  1 1' = 1. 0 ー 0. 2ー す 11' = ω ー O 仏

+0.0871  Inax'::' l '  nl aX 1. α )() 

1. 20 1. 5∞ 
+0. 1  

1.18  1. 454 

+0.2 

ー0.8 1. 16 1. 408 +の3

- 0. 7 1.14  1. 362 +0.4 

ー0. 6 1.12  1. 316 +0.5 

1. 01コ

l αコo

ー0.5 1.10  1. 270 +0.6 

ー0.4 1. 08 1. 224 +0. 7 

ー0. 3 1. 06 1.1 78 +0.8 

ー0 2 1. 04 1.132 +0.9 

ー0. 1 1. 02 1. 086 +1. 0  

但 し St 37 及 St 52 I! 夫 々次の虫日告規怖に従ふ構造用鋼材である。

St 37 

C  Mn  P  

組 成 %

「くO出
Ｐ Ｎ Ｑｏ ｾ ＰＮ ＱＶ＠ 0.50  < 0.05 

降伏星占 kg/c m
2

引張強度 k日/ cmヨ イ中 率 %

カ 準 的 性 質

24α コ- 28α 】 ＳＷ ∞ ｾ ＴＲ ∞＠ Ｒｏ ｾ ＳＰ＠

St 52 

I V 1 8  



品且 r&. C  S  P  S + P  Cu 

JI1- 18m01 迄 主主 0. 18

厚 18111m 同 ゆ る も の |

三五 0. 06 三二 0. 06 亘 0.1 ミ 0 2 5

三五 0.25

カ率的性質 |  降 伏 給 k g/ l11 m
2

| 引制 度 I<g/ m m空 | イ中 率 %

丸鋼及ノト形鋼 三三 50 

主 36 主20( 大型試験片〉 き24 ( 小型試験片〉

座 延 鋼 材 52- v62 

棒 主主 35 52........64 
| 辺 O( 大 型 試 験 的 以 岨 試 験 的

ト Pレト鋼 | 52........ 62 I  ｾＲＰ Ｈ 大型織的当《小型試験的

但 し 大型試験片のゲーヂレ〉ノゲス 11 2∞m m  

小型試験片のゲーヂレ ゾグス11 1∞111111 

お悶の隣走用鋼材( J E S 20) は St37 と酷似してゐるから建築に 於ては疲れ係散として

は ｓ ｴＳＷ のものを月 ｪ ひれば世いであらう 。 但し建築 ｋ 於て 二 ｉ ｾ として問題になるのはクレ ー

ンガーダ一位のも のである。

(4) 許 容 l ¥ ! カ 度

牌 接部の許容Ａ悠 力 度はＺぷ全率を 一 広 範ｼ主 ｉｾ ｌ 採るも 、 工事Ａと従事せ し むべき熔接手の技 ｻ刷、

従って熔接手技桶検定試験規定の内俗 、'I t}:，f l境作」え ほ材の品質、接手の種1J i並K 1Ii底力度>>. 戦

柑の、種切をも併せ考へ友ければ与と らない。調逸 l亡於ては構造係並立 ( Konst rukt i onszi f f er )

主稿する一種の接手の効率 を表す係数を定めて鋼材の種類 、接手の種組、癒力度及載荷の

種簡に l臨じ母材の許容'J民度に此の係散を乗す、る事に よ り許容強度を見出す方式を採ってゐ

る。之は最も合理的主主方法ではるるが調逸の桜に使用鋼材の品質や強度計算の方法K@¥じ

て異る許容強度を採り得る様た E lastic 完工法規の過月j を受ける所K 於て特に 共の特長を護

揮するものでるって我閣の様に如何に優秀な鋼材を使用しでも一定の低い許容強度に従は

ｴｾ ければならない様完工法規の過 ｦ ｬｊを受ける似 ｉｋ イ ＱＺ っては徒らに煩雑を来すのみであるから

ｾ嘗な方法とは云へたい 。 それ ｬ 故大阪府の建築課 ｬ 亡於ては同課施行の建築熔接手技桶検定

試駒の規定 之熔接の特性 とを併せ考慮 し現イE K於て最も遁蛍 友りと 考へられる許察膝力度

主して次表の如 く熔接形式 、l復力度種別、 > > . 工場熔接なるか現場熔接友るかに臨 じて一定

値を定めてゐる。之は偶然にも東京に於ける熔接研究舎に於て護表せるものと質質に於て

殆ど鎚つてゐ友い。

熔 接 形 式 際 カ 皮 穏 . ! J 1J 工 場 熔 接 現 場 熔 接

各種癒力皮 Pl¥l! ow 7∞k g/ cm
2  Ｖ ∞ ｉ ＼ｧ Ｏ ｣ｭ ｾ＠

引張感カ皮 ｴｐ ｾ､ｬｯｷ 8α 〕
I! 

7∞ 
I! 

衝 合 熔 接 盤 縮m. カ 皮 cP，1I 1o、、 9α 〕
11 

8α 】
11 

1>>断周握力 皮 sPa.lI ow 7∞ 
11 

6α コ
11 

1 9
1V 



但 し隅内熔 陵に於ては 、隅肉断雨の腐す三角形の鋼板に沿ふ二濯により成る頂黙の内f ()

は 70
0

以上主主る事を要する。

叉同一接 手K 街合; 熔接 と間内;熔接とを併 fI-Jす る場合は街合熔接部の許浴膝カ度も 隅肉熔

接の許容悠力度.! l [ とし t;;_ ければ危らない事は けl す迄もな い。

[ UJ  接手の彊度計算原理

( 1 )  静カ撃的載荷を受ける材の接手

( i) 柏 ぷ li'l 力を受ける材の接手

;熔接部K 生やる l感ブJ をρ で表せば

ρ =一 庄 一三仇l I o w 又は l Pal l u w 又は P all ow

1: ( a・l )

とな る様設計する。遊K

ｎＺ 熔接 接予を通 じ て僻達される 材 の設計月 ｪｾｱ ｬｬ JJ i i D力

a: 熔接部の喉以

等脚j鴇肉の場合は脚長を b とすれば

｡］ ー し • .0.7b  

V 2  

I: 問題の接手の熔接部全閣に宣って summatl On を施す事を意味するo

f ρal1o w: 衝 合熔接部の許容引張感カ度

c，oallow : 衛 合熔接部の許容歴縮癒力度

ρ all ow: 隅 肉熔接部の許察熔力度

但 し 座 縮力 を受ける材の 縫手をｾす街合熔接接手に於ては、

ρ N  ｹ 、 ｾ｣ ρ｡ ｬＱ Ｐｷ
{ .E( a・l ) }( 1- c子三)

と危る様設計する。互互に

c: 挫屈係数

/ ，，: 挫周長

ｲｭｩ ｮ Ｚ 断閣 の最 小 廻斡 ｾ ｉ 三俺

( i i ) 野断力を受ける材の接手

p =工とl ア 品川 又 は P" l' o w

と主主る様設計する。 悲K

Q: : 熔接部を通 じて体遣される材の設計則男断力

l: s・断面の中主として勇断力を負揺する部分の熔接部のみに宣って summa t l On を施す事

を意味する。従って1 . [ の如き形の 断而に 於ては web I ' L位する熔接部のみに E り

summat i on を施す事を意味する。

但し矩形断面の材の街合接手及図形、環形等の断面 を嬬す材の接手に 於ては

I V  2 0  



戸 α・誌が ' Pallo¥¥" 3(.1' I ρalto、

となる様設計する。互互に

α: 断而の形K よる係数で

相形の場合は 3/2

固形の場合は 4/3

寝形の場合は 2

を探る。

I:: 熔接部の全断聞に亘り summat i on を施す事を意味する。

( iii )  Flft け・モーメ ン ト主要断力と軸λ1 向力とを受ける材の接手

( a) 隅肉蝉接の場合

λ 1  

ρ '=--w-

P2=三品7

N  

ρ3= τ ( a・l )

ρ = V ( p百五7宝石 P z玉九日

となる様設計する。互互に

W: 幅 α 長 l なる牌接部の有効断間群の 中軸の周 りの断面係 数

( b) 衝合熔接の場合

ρ 2 =誌が. ，p" Uo

す

一玖

確

」

一

+
乞

A

門

事るな

M 

ρ ，=寸 グ-

N  

ρS = - Y( a.Z了

一 ρ，' +ρ 3 ， 1  

ρ 一 一 Ｒ 一一 ＫｹｖＨ ρ ，Ｇ Ｋｐ ｳＩＲＫ Ｔ ρ λ 三五 ｴｐ｡ ｬｬ ｯｷ 又は ｣ｐ ＴＺＮ ｾ ｬｬｯｷ

及ρ' =ρ，+ρ 3三玉CPal l ow

となる様設計する。互互に

防ミ: 主在して勇断力 を負婚する断間部分の 全断而の 中村II ' C 聞する断[ 訂係数、従って I 型

又は E 型等の断而に於ては夫々の全断而の中軸の問りの断而二次モーメ ン トJ を該

中軸より web の端に 至る距 離の 中大 なるものにて除したもの

特ｉＧｃＮ ｾ市 街力を受ける材の糟手に於ては

ρ2=誌 が ぬIl o w

2 1  I V  



怒る事を確め? とる J : .

M  M 

ρ 1 ' =-W: ; - ρ】=---w---

N  

P 3=  ｲｾ ，＠ _  ， Ｂ｜ ｾ＠ {  1  h  i  

ｻ Ｎｅ Ｈ ｡ ・ ｬＩ ｽ ｜ ｬ Ｍ ｣ ｾ ｊ
、 ' 11、，n ， 

ρ  =  ρ川/ +ρ向3 +  1  ν ( ωρ  1JF沖+ 万石ｾ Ｉ 宮 Ｒ Ｋ Ｔ 戸五ｾ 三孟玉公じ叩ρ仇九a川叫" 日山1<‘O川3刊川、u、

2  ' 2  

及 ρ ， ］ ρ ＱＫρ Ｓ 豆 町 ｐ ｾ ､ ｬ ｯ ｜｜Ｇ

と なる ｦｾｾ 支計ーする 。

( iv) 振 りモーメン トと 斑断力と を受ける 村の接手

ρ 1 " =争 見 出110、v 又は P3110 ¥.

•• j ら

なる事を確 めたる上

.. .  M d. 

ρ 11" " =  一千一一・l h

d 企

パ a λダd

Pl hf' f = づ 7 均

ρ2= 議方

ρ = も/てZ戸7干 ρ2)2+ ρ11ι
川

2 <三山 l10w 又は ρall ow

とた る様設計・する。至互に

M d. : 熔接部を通じて体達さ れる材 の振 りモー メン ト

W
t

:  :熔接部全断面の重心の周り のi同断面係数

J
t

: 熔接部の全断面の重心、の周り の槻断市二次モ 一 トン ト

eh: 主 として欝断力を負婚する断雨部分の 向上械より 11立遠隔の拙迄の距離の水平 J:: 軸の

方向の成分

以 向 上 鉛 直主祁lの方向の成分

特に矩.形断面の材の街合接手及闘形、環形等の断聞を鵡す材の接手i乞於ては

ρ円 安 27ア

ρ" ' = f . Md  

ρ = ρ 2+ρ ' " 孟..Pall ow 又は ん¥¥0¥"

主たる様設計する。悲に

s : 断面の形による係数

悼.形の場合はヲ 今

2.6  

ψ= 3+ 一一一一τ 一

0.45+ す
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但 し b &. h は夫々節.形の幌及高さを表す。

16 

固形の場合は πd3

イ旦し d は凶 の碇何を表す。

16d 

環〕杉の場合は

π( ♂ - d
0

4

)  

伺し ､ ｏ は ｦ 去の内法 ｪ 在符 ｾｾ表す 。

( 2) 繰り遅し税引tを受ける材の接手

此の場合は唯設計川熔力を ( 0 (3) に記述せる如く採る以外は静力真実的般利を受ける材

の接手に於けると同様に計 Ｇ ｾＱＺすれば宜ぃ 。

註

1)  DI N 41∞及米園熔接協令官Ij}'包 Code f o，' Fusi on  Wel di ng and Ga s  Cut t i ng ) n  B ui l di ng 

Const ruct i on の規定に依る。

2)  DI N 4 1∞に依る。

3)  DI N 4100 及 Vor laufi ge Vorschri f t en f，i，' gesch weisste，vol l wandige Ei senbahnbr Ucken der  

Deut schen Rei chsbahn- Gesel1schaf t 及 V orl auf i ge Vor sch，' i ften f ur v ol1wandi ge geschwei sst e 

st rassenbrUcken der  Deut schen Rei chsbahn und der  Rei chsaut obahnen I二lJXろ。

繰り返し載荷た受げ る接手の設計用J ! I ! カに ついて 11 DI N 41∞ 第 2 版迄あつれ橋梁に闘する規定た

11採 らない事にしれ。

4)  主 さして の にま話げ1:文献に依つ1: 他 O . Komme r el 1著 Er l 誼ut e，' ungen z u den V orschri f t en 

f ur  gesc h wei sste stahl banten  1  Tei l 及1 I Tei l 及 Al f ，' ed Gr egor 若 Der P rakt i sche st a-

hlhochbau 第 4 谷 Ges chweisst e st ahl baut en 及 St ahl bau司 Kal ender ，1937 年版及 C. Bac h， 

R .  B aull1ann 共著 E last i z it 証t und F esti gkei t た参考にしれ。

軸方向力、ｾ箇 ｩ カ及幽げモー メ ゾト ｬ 主総 て同 一 面 内 ｬ 二 准 り且断面の 主 軸た含む面内に在る場合のみ

について述べる事さし1:。
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茶 室
( 1)  

心 寺 の 茶 室 一 一 一

津 島 英 太 郎

序

我岡民の気質が僻統的に寓股・濃厚・服飾・誇張を好まないで、簡潔・淡泊・明朗・1先錬・純

其・平静之いった言葉で表はされる様なものを愛する事には古くも今も盛 りはな いであら

う。 か L る停統的完工気質K : U ; ; づき、高度の洗錬を経て 、高い 文化的危水準に達したもの

を、建築の領域に於ては 、例 へば傑出せーる茶室建築等に端的に認める事が出来ゃ う。

然し乍ら、現代に於て古典的な 「茶室」そのものを建てるとと共れ自陣は、極めて限ら

れた一部の人士の「遁誕の範1羽」に過ぎぬかも知れぬ。また数寄屋 風た意匠細部の現代建

築への轄用ゃ、 「古来継承の例有臼本的友るもの L 盲目的排他的傘重J I' I 本誌、新年披l亡大倉

三郎氏も心配さ れた様に 「結局純日 本的なるものの沈滞、タビ減 を来すに等しいもの」であ

るかも知れぬのである。

然し我々が茶室lモ求めるのは表面の形の問題 て、な い。その背去をなす思想である。共施

か ら不何の哲理を欄むととにある。我々の尉!量lゃ、手近にある過去のか L る作品に封し、

正しい翻賞と冷利な批判の障をj主いで、さうした簡素・疏柑 ・幽主主主るものの中から美を抽

象し、J I t K 傑れた 「日:本的なるもの」への感得を平め、新しい時代の了‘ 作文化の根底とな

る思湖をより高める事に役立てたい事に趣意が存する。

か L る感得 b 基調 としてとそ、「外閥的なるも の」の自 rll 描取 を原動として 、鼻の新らし

い「日本的友るも の」への蘇生を候つ事が問来、生気ある肢聞を橡想しする事ができる之思

ふのである。東京朝日に載せられたファンク博 1: の手記「日本の綜合的印象JI亡 「西洋の文

化財吸牧はすくなくとも技術と科撃に閲する限りでたければいけない。具に文化的なるも

の、す 友はち聾術、倫理の領域に閲しては自分の考へでは 、あらゆる西洋的な影響から離

れて岡有の立汲友文化の淵源を堀らねば危らない。とれによって日本の近代的な文化は更

に殻展する」と結んで、簡認と簡素 (Schl i cht und Ei nfach) の法則は日本文化、日 本妻芸術、

日本工婆にとって の最高の美 的法 ｗｊ てるると信 Ｍ� る 旨を強調してゐる。その 言は ｾ適切で

ある主思ふ。

じよ めん

昨年の新春、東京麻布の三井児用邸にある如庵( 織問有楽好の茶室) へ 、調査の要務で

I V 2 4  



痢 口徐己氏 主共に行った時、静かに茶室の踊B'L聞いて、室内を眺めた時言葉や文 字で表

現し難い燦然とーした端正さと 、階玄友席内の雰1;司気l乙ijffi < 心打たれた事があった。そ して

共時期日さんから「自分が茶室に呉の傑れたる建築の美を感得し、それを桶め様主し必ふ も

の動機は 、 との如庵の席を見て心芯かれて以来だ。」と伺って 、成程と感心 した事があっ

た。さうして何よりもやはり本格的危傑れたものを見る事が大切だといふ事をつくづく感

じたのである。

拐て岡資保存法なる法律 を以て行はれてゐる古建築の保有ーが、共物のPFたる維持修理の

みを目的とせるやl亡誤解されて ゐるのは遺憾である。勿論維持修理K 依る永久保有は重要

であるが、文化財としての呉の償値を頴彩、高鵠せんとする事にも多大の意同がイfーする事

を知らねばならぬ。共事に従ふ同の一員としての立場から、また上ｾした様た意味に於

て、大|坂 rl i &ぴ共近郊の茶室生可ーに就て 、本誌上を折々 同来れば; l : o 借りして 、 日限祭日等を

利し、見壊されるノケの御参考ともいまたか L る建築の史的f賃値やその特徴を述べる事も

徒爾では無からうと思って箪を取った。

主ｾｉＧｌた ｦｦｩ べゃうとする 一 心 寺の茶宅は問 穫で・も何でもないが、相官名は知られてゐる。し

かし傑れたものとはいへ危いので、最初にか L げるのにはふさはしからぬかも知れぬ。然

し研究すべき 11¥1題を含んでゐるの在 、手許 lとノートがあるので、とれに就て先づ; Z s べる事

としたい。

1  - 心寺の茶室と寺侮其他

大阪市の天王寺阪逢坂上ノ rn丁、四天王寺の西門から西へ三町詐りの所に 、一心寺主いふ

• • • • • 
搾土宗の寺院があって 、此晶f U] 、堀達')' 1、l好と停ふる 「八25; の茶室」が 、境内庫裡の商元f奥

まった所、八段二間続きの簡素た書院の主室の雨i!¥IJ I ' L 接して南面して建ってゐる。

遠州の作品で大阪市内I ' L ffi る茶室といふので注目をよEf き、大分前からた茶人遣の問では

評判ものであったらしい。例 へば名古屋の著名 な 「猿商の茶室J I'L 帰げられてゐる小間切

溝江氏識の同額 ｬ 亡 ｉ Ｇￌ、ｾｾ間 ｆ 茶室の巾来をｾべた毛穴に、

日本三茶 席 ( ーハ大和問奈良春日六? t f : 庵茶席今東京博物館ニ移サ J レ、ーハ揖津岡大阪府

• • • • • • 
下一心寺ナ J レ八ツ; 会; ノ茶席、 ーハ4表面茶室ナリ〉… H ・H ・". 云々

と あ れ 明 治 初 年l亡は数本者の聞に相訴の名席と者倣されてゐた事が此晶から窺はれるの

である。

然し乍ら自分としてはとの一心寺の茶室のできた年代や、遠州女子 といふ停承や、建築D

時代に不妥を持ってゐるので、以下忌仰 なく所見を述べて見たい と思ふ。

-・・・・ .  .  .  .  .  
名前は八完全: の茶室で・あるが25; の数は八つはない。八自主の茶室 と呼ばれる ものは随分他 に

も例がある。 また八つ窓がなくてさう呼ばれて ゐるものに 、京都南師寺塔頭令地院に閣安

2 5
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-・・. .  
の遠州好の八窓の茶室がある ので、との 名はさう今は問題 主ならね。

此;茶察の 111走者沿革に就ては 、寺停を調べるのに 、明治 j t! - 六年三月版の同寺茶寮掛の識せ

る「八つ慾; 茶室の記」に依 ると 、

「 八主主茶室は梨 Ｑ ＱＱ 澗と栴 へ 三 Ｉ ＯＱ り ｪ りのｾ致 。 本屋 ｋ て ｉｬｴ Ｍ ｦ ｴＺ夜［ 百の席 、 勝利 の 席之もい ふ。と

れは東照公の台命により茶イ11小郷遠江守玖ーの好まれたるも のにで前 IIJ の直- 木をきりて

二1:: 材とし、しかも風流を一家にあつめられたり 。その楽Ill ili i J の額l訂は遠ナ1'1の自 主1¥=1乞て 、

裏 ｋ 攻一 三 十四 依合命造之 ｐ ｩ Ｉｾ さめのみつの床なりと云々としるせり。さて茶室は祥院

の傍にありて地位もm，最も高ければ、大坂i li 街を双昨のもとにあっむコそのかみ公 ζ L

にありて敵の動l持を敵墜し悠然茶i誌を弄びヨミへり在、買に英維の閑日月左いふべ し。此

庭も同じく遠州! の女子まれたるものにして 、庭上に大久保彦庁. 衛門のずが[ の格あれ IIt fL

大久保梼と稿す。 」

云々 主iiffi ぺ、一心寺の事に就て、

「抑も 一心寺は法然上人日本廿五湾跡のー・にして文治元年の零四天王寺の寺務慈鎖和向

上人を招請して草庵を此岡に結び Ｚ ｉ ｾ ふ・… ＮＮＮ・ ｈ ・Ｍ康長の初イ ｴ 介Ｈぞんむ Ｉ J"_人 三ナ!' Iより うk り

錫をと Y めて中興をはかり 王ふ。 されば公と同じ 三州の因縁あるを以て 、公屡此草庵lモ

入御 し… .... .・H ・-…・」

とｾ べて、大阪冬去の柄役共本陣を茶 ｦ !lll f L 置くに 及んで、徳川氏主 一心寺の開係が- J骨

!手くなった事を記し、最後に

「東照公の莞去以降殆んど 3001.j 三の l Us を経たれども 、字に丙 f の災を売れて 、J 七占芸家

誉院等今向;存在せり。」

と記してゐる。

「費支寄屋建築史圃楽」ゃ、「林泉」昭和 10年 4 月盟主重森三玲民の比茶室に闘する説明に 11 これ在その

ま‘ 奮いてある嫌である。

" 弁 宮 ま @ さ ラ

寛玖10年刊 ( 139年前〉穐里純iS著の「播津名所間合」東生郁二の坂松山一心寺高岳院の

項には、

かた 11 ｾ＠ 1) ・可。

常寺苦Ｚ院の側＿遠ナ Ａ Ｇ ｉ の 三 ＩＯ明の数符屋 ｬ 金大阪城中よりとｾｦｌ移さる 。 数寄屋の襖はす Ｇ ＮＧ Ｑ Ｚ 聖子

常信の山水、八島市の野紙は ILJ 楽の筆.. ... ・H ・. . . 云々

主ある。

叉東京の小堀宗明氏蔵にか L るもので、表紙f L r大阪天王寺村一心寺、小堀達州公故対

屋之岡」 日ーいた註 し余白がある。同がいつ頃のものか判然せねが、江戸時代末期のもの

であ らう之推察される。( 第1，2同参照〉此岡は現布の建物 とよく柏:合 してゐる。

上掲の幾つかの資料からは、此茶室が遠州好み で、蛍寺K 建てられたか或は大阪城中に
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第 l 間四. ; 一心寺入悠茶室起し繍圃

建てられたものが常寺に移建 され

たかして 、現存に至った由緒ある

!市 と- F ! f J { 考へられる。倫寺蔵の

「楽111洞」の額のま: には 、

11ミ一三十四以内命活之

公H手先の御みつjぷ山

際長18年の初冬

遠江守宗 TI'i 花押

とあるので、どちにも民長 18年

に、東照会の命により; 割引の好み

でｾｐ，ぅ Ｑ ミた茶室の様 ｋ 考 へら れるのである。然しとれには後述の如き疑問が有する。

2  一心寺の八窓茶室の構造形成

掲載の平而岡に就いて 、 また内外の窯 ｾｾｖｃ 依って判断して載きたい。茶室の肢さは三畳
Pざいめ

大日で、席内の7 6 ¥I' I 六ツである。く第 1・3聞及第4 ・5闘参照〉

者ー院の切妻誼機J { 替の屋根の大棟に並行して 、茶室の入母屋造、杉皮葺の棟があ り、醐

口の外、踏石は'1[1'内に配してあって 、此の上の化粧隅7 ! てを曲りくねった控桂で承けてゐ

る。始めから 、 とうした芯慌で- あったかどうかははっき りしゑい。

1島、" こみ

茶案内の意匠には別段特種な月Ir とてない。 7とY 化粧屋根裏即 ち掛込天井の化粧楼が多 く

の茶室では 、竹腰か皮イサの丸太等を用ひるのに此島のは 、矧形の樟を用ひて ゐるのが特に

限を惹く 。

また盤ってゐるのは勝手の大目二円の地袋棚上の窓で、斜の側壁から採光し、行般の様

に明障子を淑めた誌がある所で、とれ I' I第 6 岡K 示した。

共他に聞しては特に取りたて L 特徴のある席ではなく 、三盛大関の茶室として、普通の

意匠からたってゐるに過ぎぬ。

3  嘗茶室に閲する疑問の鈷

数得者の問では日本三茶席の一

つに奉げらj した事も嘗てある此茶

室である。寺侍や、二三の; 況が何

の検討もされたいでゐるのはどろ

かと考へ、また来してしかく名席

であるかどうか、所見を; 主べ、弁

せて費問の賠を指摘してゐきたい

と思ふ。

此茶室を調べる と、 建築の構 第 2 園 ・一心寺入悠茶室起し給園子 ( 堀民議〉
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主主手法や用材の古さから之を桃111末叉 I' I 江戸

初期の遺構左見る事は 、大分無王1ft がある様K

ｊ 忠はれる 。 ＰＱ 論栄次の柿 ＱＱ 芝 ｋ 、 ｢ｒ 形や ｾ￯ 趣を

相してゐる貼がnRtc っき 、 また現イド手入が行ゐ

届いてゐるとはいひ粂る朕態で、内外共大分

荒れてゐる事も齢討にさうした感じを助 長さ

せるのであらうが、云ふ如 く年紺を重ねてゐ

るとは認め難い。

名だたる名 席 Ｍ…… Ｍ 大 ｦ｟ＧＡ［Ａｾ 守龍光院の茶室 、

. y t 珠庵の茶室、三井邸如庵 、I11由奇妙高庵の茶

室 、名古屋の猿間茶室qst ・...・ H ・- …の室内 l亡入る

JS， 

第 4 筒 ・一心寺入怒茶室南の外裏目

第 5 園 ・一心寺入怒茶室内く中柱・茶道口俗芸む〉

I V 2 8  
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第 3 悶 ・一心寺容院及茶室略卒面開

と、簡素と陶主の禄 K 、表現し難

い 心 に ｩｬｩ り る ｾる端正と凝然さ… ・ …

張りのある意匠の強さを感じるの

に、此喝の茶室l亡さう したも のは

感ぜ られぬ。一 凶ではどうかする

とまln解し粂る場合もあるので二三

度行つでもやはりさうであ る。

形式や子法K 就 ての考委長I r . 士、設

弄; が利11狩，: K 主主り 、且つ幾つも比較

的考 究 して説明しなくてはならぬ

ので是は他の機ヂ? に譲る事とす

る。 兎1 L 1(J 建物の年代に 一つの疑

貼がイLするのである。

次に作者之 什l縮 沿 革 の 黙 で あ

る。 上 掲の説を要約して万i示する

と下記の校 Ｑ ＧＱ こ友るから、ｾｻＺのれ ｉ 良

κ 就いて疑貼を指摘し、後攻を期

したいと思 ふ。 即 ち

一、 「梨11.1洞」の額 の裂の記紋に

よって 、民長18年遠州が家康の

命 K 依り作った と する説、くと

れは蛍 山の庭木 をきり主材とし



第 6 圃 ・一心寺入悠茶室 ( 茶道口及

たといふのであるから始めから此単に建て ら

れたと見てゐるのである。〕

二 、大阪城中1 ' 1 : ; 主州の好みで建てたものを首

めき

時へ ｲＺｾ 挫したといふ説， ( 穐! 旦佑 A伝説)

の二つである o 1lt 二つをつき混ぜた新況もあ

る。

採て問題はとの一、の北の限協 とな ってゐる

「額の必ヲuである。梨山洞の額が始めから此茶

宗 l乙品げ るぬの ものであったとすると 、院長 18

$1ミバ康の命 t亡依り j主ナ1'1が作った事になるが、 と

の 「必 Ｇ ［ ＭＧ ［Ｇ ｩ Ｚｊ に 一 二つの疑 問が ある。一つは Ｉｾ Ｂ ￭ ｜Ｚ 跡及

び { H，市に 、他の一つは J V I'-;割、1'1は35才であるの

l亡、「正一二三四」とある貼である。従って後 |附の

補予: でないかど考へられる。 c向"i¥跡 I' CJ i l kては

専門家の指示 l亡俊ちたいと 思 ふ。〕

さて小掘遠州は i記長 17年には 、名古屋城の作

勝手の問地袋た見る〉 事をつとめ 、同18年には禁中御位御作事一料子を

つとめてゐる。成長 19年には大阪冬の陣が始まり、彼は家康の下K 参戦してゐる。家康が

茶円 IJJ 1' 1: 陣したのは此時で、彼は肱本ーに倍されてゐた。 従って寺停の家康が遠ナ1'11' 1: 命じ

て、茶臼 山D 此晶一心寺に庭木をきらせ云々の説は 、19年在すれば考へられぬ事も左いの

であるが、共溢自分の記憶だけではない節がある。 兎に角額の裏手:ーに就ては 充分の検討を

要するもの と思ふっ史質に筆跡K 明るいノケの御教示を希ふ次第である。

次に二、の絡崩設である。此; 況をな りた L せる掃には、前記の額を全然無視してか L る

必要がるる。大阪城中に建てられたとすれ ば、城が徳川氏の手に蹄して、城を修した後の

事と考へられるから盟長18{手ではゐかしい。遠ナ1'1は、大阪城に開聯しては 、元和 6 年 7 月

から 7 年迄域の「御門惣廻り御矢倉」の作事有財子をし、元和 9 年には本丸のかりの御殿の作

事 fr.=. 行、寛永 3 年正月から 4 年 12月まで天守並本丸の幕府直轄貼j係工事の作事奉行をつ と

めてゐる。従って茶室等城内に 彼の好みて営・まれた事は推察 し得るが、何れも家康残後の

事であるから扇額や、上品の寺俸 と全然背馳する。

且つ元和 、 寛永年聞に江戸幕府の手 ｋ 依り 、 各大名 の 賦 ｉ ｾＦ 小沼遠 州 造営奉行の下にた

った修築の大阪城も 、J t:後30年足ら十の後に相次ぐ雷火の見舞ふ所とたって 、損壊甚だ

し し 此 聞 か L る茶室が、手IJ J . 邑此等の災を売れた とは認め得ぬから 、 能 漏 の 説 は 信 ぜ ら

れぬ。

筒烏の著作1 ' 1 : I'I !J!_ 1' 1: 蛍時の1せの停 承 を記絞したと認められる事が多く 、随分MK構の事が

記載されてゐるので、此は あまり 岱にならぬ。

「八つ窓茶室の記」には大阪城から移建した云々 の事は告ーいてない。

之を要するに 一心寺の八窓の茶室 l'1: I#J しては、文献J ーからも 、建築そのものから推定し

得る事からも今の所確たる事は判明しないのである。倫機を得てよく調査をす k めて明瞭

に した い。本稿は疑問の結を明かにし、後詮を候つ混にも書いた次第である。一心寺の茶

室に就てはー先づこ れで筆を捌 く。( 昭和 12年 1月稿〕
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都 市

、R
L  線 地 の 科 皐

横 山 四ヲた

都市機構のいづれの部分も品 1: 舎の生産財j係K 基かないで護展し或はそれが枇舎進化の! I A

態K 背馳して倫且つ存- f E1賃値を認め得るといふととは、今日の品士舎J I } C 勢の詐に於て信やる

ととの出来たい事賓とたってゐる。

都市構成要素の各分野に就いて とれを見る時、例 へば建築の場合に於ても吾 々は此の事

責に反駁し克服し得 る何等の科感fl'l J: lll lll をも事げ件ないのみたE ら守、とれと絶慌不可分的

存ギドであり更にその進展は相 ｉｾｍ 性を有って進むべき松地が繍り野放的打イ正であってよいと

いふ王IP:rJ:I を殻見するととが出来 ない。

有史以ぅMヰ時代の者Ililj 護展史ート夫々の l ( 政性とか、経揖生活とか、或は自然環境之いふ

ものが、そ の ｪ も てに反 ｩ ［ 乏してゐ るととは 、 ｊｙｾｦ￫ 建築の様式 ｋ 現はれてゐる細部の手法を検

討するととによっても、抗ちに首 i守し作る事賞であると、同時に近代都市計霊に於て縁地

問題が今日の祉合tl 守勢を脱した絞腕生活ー I' C 如何なる庇接的投影をなしつミあるかを税ふ時

吾人は者Ilili 総地の科率的 l写認識を要求されたのである。

我が図の者IIIIi 緑地は如何たる If L t 舎に費生してゐるか、とれを識るにはその費生の元素で

るる庭、苑を品土曾科接的にその護連史を一瞥する必要がある。

現存するその泣構の殆んどは各時代の支配階級の所有物である!il:1楽的庭問、或は治外法

樺的存在である神iIl北側閣の外苑の強制的保存にて、警へば王朝時代貴族によって占有され

てゐた寝殿造りの庭岡、武家時代にあっては多くは武士の努力を誇示するための攻策的F斤

産としての大規模た築山式林良等、倫叉共の聞に僧侶或は一部孟・裕友商人告書; の小庭| 剥が営・

まれ、更に傍系的に或時代の一流行として の茶庭が費生し 、宗教的、天才的た造庭形式を

創り出して、聾術的には殆んど達成の域に進展するに至ったのである。

共後時代の壁遜と外問文明の移入 K 仲ひ、その形式には多少の庶民的注意志表現が織り

込まれ、又或時代には文化的経i情生活の護展により品土舎機構の壁、11' i 1 ' L 直面して民衆的危遊

園手法の取り奉げられた時代もあったのではあるが、要するに支配者及支配階級を憧僚し

阿設する者の華芸術品である庭、苑を否定し得ないのであるとと を思ふに首り 、今日吾々が者11

絡市地の根幹的存在として指示されてゐるのは凡てとｾｉＧｌ伍胎してゐるが故 ｋ 、現今の走

岡技術は前時代の遺物を以て遣問技術の最高峯として讃美され、己に都市機構の存平日質値

に終末を fIすげた非科謬的たるものを以て緑地とたEし、今日向その内K 概念的な手法を採り

之が模倣踏舗を以て唯一の造凶技術として 、科接的生活を営みつ L 遣うる昔II'fj j 生活者に提H品
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すると之 の矛盾 も甚 しいととは、互互に駄鼎を要したいと主 L 信十るのである。

との現状にある遊間界K 於て提唱さる L 縁地の大勢は、 ifd : 含生活の現賞を無腕した進国

玉県1'1命を生みHi し、都市生活者ーには既に無盆であって有害之さへ思はれる非生産的遺物を提

供する肺結 を漬f らし、近代の芯闘技術が幾許の効 J lij 賃値を者fS"nr 生活者の生活!京般に直接的

j支i;与を奥へ得るかを疑はれ 、治相自句、遁 |せ的 友超現賞を以てその根本精神とする茶庭の開

放がI: i I li li 科謬の生産閥係とは寂し縁遠い存ヂ1: であらう 。庭苑が市上舎の特権階紐の玩弄 物

語見されてゐた時代に於ては 、純情界に於てもたピ古典的存夜であったに過ぎないので重う

る。

此の事はそのま λ 嘗ては建築K 於て言はれた事責であって、その後その一部はか L る過

去の概念的主体統から脱却し、清算と飛躍とが勇敢に断行されて今日の経漬建築的基礎を

創造したのである。即ち 経憤を無視した建築は呪はれ、効用 を忘れた美術建築は祉舎の

落伍符とされて' 市然であれあらゆる事物的再批判によって、所謂表面的美装の衣を剥奪

され崎) 修的たそ の骸 'ri' はIli上舎人に恐怖されたととの明白な現賀でるった如く、縁地に鑑賞

は二次的存イ1 : 1 賃値より 9i いられや、苔むした樹| 蔭を現代都市中 K 持ち来す時吾 々は先づ量

管を感じ 、i熱澗伝病源菌をf白倶する。 叉徒らに技巧的友石組、百金を投じた崎形的樹姿等

は、者!)'fli 構成の章一性の前には、質に不自然であって排斥さるべき非科率的たものとして

の償値より持たたいととを識り得る。

主互に於て者[1市縁地は如何友る性能を有し、幾許を必至急とするか、或は品土舎生活の生産開

係とは如何たる現状にあるかを識る必要を認むるのである。 とれに1討する皐術的友計壷論

は「造協l研究」第4，5輯に開口鋭太郎氏が、世界各国の謬説を引用された定見を謹べられてゐ

るが、更に現今の我固に於ける統計的危数字からの勝手収の計壷指敢に闘 しては、都市の地域

的と建築面積と空地、及び人口との比率、現存締地( 私国を含む〕の調査を候って、始めて

ま ｙｌ ＧＱＡ的ｐＮｉＺ ｾ 十重指数を得るものであるととを考察するのでるるが、今日その詳 細を提 示し得

る資料に乏しいのを遺憾とする 、然れども近き将来K 於てとれが護表も友 し得るととを確

言して 、今回は我園の哲[1市計蓋的枇舎攻策の費生 した 史責により 、縁地の祉舎的認識朕勢

を大略検討し 、暫く諸賢の御批判を希ふ ζ と L する。

掠て 都市緑地には道路繰地、公|語 、成場、及共他に大BIJ し得るととは既千主の諸説から し

て現質を見る時判然とした事貫であるが、その量に於て長も多く且つ縁地科書喜確立の先導

的使命を有する公闘に劃しての枇舎人の認識動向を歴史的に検討すると 之により、今日の

郁子11緯地再認識を 助成し得る資料ーとしたいのである。

公園の護達史上一大割 Iせ期でるる明治時代に於いてのそれは 、我園治国史上設も興味あ

る足跡、を印 し、倫且つ話時祉舎人の認識状態を以て今 日の枇舎人に ー聖子錨 主し得 る現象で

るり、而もとの明治時代に於いての公l剖護連史上吾々は明かに一線を劃j すべき で歴史的事

賞を認めざるを得ないのである。

3 1  I V  



即ち明治22年 5 月東京市匝改正設計の 告 示 とそは、我が昔日ili 計重史上全く剖1吐的危現象

であるもの主思ふ。 とれが会閥的概念を培養した一因子であると云ひ得るのである。

然し会| 穏に闘する法制的たものを更に古〈見る時は、既K 明治 6 年 1 月「枇寺: j { : 他ノ名|雇

勝跡テ公岡ト定ムＩ ｾ 件 ｊ ｦＧｌ就いて太玖官布作が琵せられて ゐる 、 とれが公民 ｬ ｦＧｌ閥する法規と

しては j誌も古いもので・ある、而も昭和16 年 4 月岡立公lふ! の制定を見るまでは、その間何等

とれに改訂を加へられや、公聞に闘する唯一の根城法規であったのである。

との布作たるや、鋳攻者が既に既伐に於て公閣の必要を認め居たる事質を j天台与したがら

も、只曜に吐 合生活の自然的現象により 、「群衆湛賢 の場所市上寺境内総地或は公有のｾ勝地

は民衆の休養娯楽のため、永久的K 開放すべく、とれが鴻には従前の ま L 放任するより、

之れが存夜を確保し叉或程度の施設を行ふが祉舎攻策的に適正である」と信じた結果によ

るのみであって、時代の iI i J : 合; 伏勢に JI頃臆して出来たものに過ぎないととは明かであると思

はれる。

であるから他而とれ等の場所は公l主l 之して昔II Hi I' L は絶釘的に必要であるとしての積樹攻

策は何等そとに見111 し得ないのである。即ち 群衆遊覧の場所で岡有地である場合、公l点l

的利用の目的を以て間有地無償使月j の認可を巾請する遁を聞いたといふ、全く泊倒的危概

念を有っととを表明されてゐる。

然るに iJi; 時としては幣くべき英断的た itJ : 舎玖策として、金問的危反響を得て、その賀

行性察易なととは、官時各地に公l利設定の華やかな砧舎現象を生じたのである。之れ即ち

名聞としての遺構が公| 刻化された以初のものであって、現存の芝、 k 野、浅草、深川、飛

鳥山、住吉、埼寺大阪府、般 j弘、高知、北林、粂六、等であったのである、而して全閥的

に各地の名勝醤跡のfJi f ' L 公| 利の- t ' . を冠し、俄かにその iI ¥上舎的存' 1E1' 賃値を騰貴せしめた様に

喧侍された‘ 情勢は、恐らく今日我が岡の大風景地が開立公開候補地の名を得て、再償値付

けられた幻影を抱いて地元の熱狂的歎呼を| 持! くと同様の柑想を想像し得るのである、倫夏

ｋ 昔時の公 ＱｾＱ f ' L闘する，'+¥1¥反物に現はれた情勢を見るに、古来の名勝が公協11' L 編入され風致

を増成した徽びを語り、公| 忠! とそは' 前代の日本に於て所謂文明開化的たおt新の産物硯され

たととを知り得るのである、その文中の一端を記せば

「夫レ会| 車l ハ人関健康ノ鴻メニ快クベカラザル遊歩治遁ノ地ニシテ兄ヨリ朝白優渥ノ :賓

ナ ν パ人ニ宜シク清鑑幽極テ旨トシ偲ニモ函芥不潔ノ奉動 アJ レ可ラサソレハ言テ候ハズト副長

ドモ或ハ殺風等ノ徒 モd J ' 無ニシモ非ス依テ leニ該同ノ禁良IJ !傑款テ示ス( 下略〕

. とれは蛍時大分版権参事へ提出した「公民i ] 反別並持維JT御m: u明治 9年の公l京l攻策の現は

れである。

更に叉「東京繁昌記」中に勘業博覧舎の開催された聞を締き公| 志H: 讃したと之を見ると、

公闘の名を附したが伎にがf繁昌地を醸成し一般庶民の「自由」と「開化」とを現賞K 潤した棋

に就いてゐるととがＮｭ Ｙｩｬｬ し得る ので ある、向「通俗緒入ｾミボ開化繁昌記」中には

I V  3 2  



「人共心身を害事せざれば'1;Jf くも生活すべから十既に共心身を持すれば之を慰めざるべか

らや。若し之を慰めざれば共の1 f vc
J
甚ゆる能はざる友り 、1伎に 造物t は山川花子供を諮りて

以て人の目を再ぱしめ 、人の心、を楽しましむ 、若し日夜間勉煩脳をき干して IL まざれば精神

涙ー徴して恐らくは病患を生ぜん 。 是務 ｬ 延の 、 制定 ｬ を都内各蕗に聞きて ｲＡＧＡｾ 上｜ＺＱＧ｛縦覧を許し 、

:J{:の事手 をlttt めらる、所以なり 、府下の公l点|は浅草、上野、芝、飛鳥 ILi、 深川 八幡境内の五

屈にして四時、雑台暫も遊人の跡を絶たヂ〈下略) J

とあるを見て吾人は常時i I i t合人が相常徹底的な公l主|認識，; 命を有って居たとと を識るので

ある。

然しとの祉舎的公同認識論がとの時代K 於て始 めて斯く迄の諜刻さを有って生れたかと

いふに 、とれは矢張り nu:合文化の殻展の結果であるととを立詮 し符る前時代のものを見 I-IJ.

し得るのである。

到来l的社舎施設の略矢として認め得べきものは 、既に江戸時代末期K 於てとれを. i I i上舎現

象 の 一つ在して特本し ｦ て るので あ る 。 ｴ［［［ 時松本主主信は ｲｾｍｾ 亡 ｉ ， ｾ ， ｪ ￬ ， ｾ ｬ を開馨し擢瓶を粂ねて風

致修飾を行ひ、以て庶民共梨の地とした事貫を挙げざるを得ないのである。蛍時の有様は

「臼iof 古事考」を参照するととによって今日も向よく 111 のJ状況を偲び得るのであ る。信1又天

保年間ＮｦＮｾ｜ 川 費昭が水戸に イ 皆梨 ｬ ぷ ｬ 創設の事あれその名の如く公開庭ｼ主 ｬ を庶民 ｋ 提 供したと

とI' I J剤知の事責である。 而して「併 楽|志|記」を結くととによって、公| 主l認識論的には明治初

代のものと大差なきを識るのである。

新く通観するに明治初代の祉舎に於ける公閣認識論は、潟玖者に於ては今日の不正l接的検

討下のものとその根本精神に於ては何等異友る賠主主きを肯定し得 るも 、市土舎人に於ける 、

即ち支配者と被支配者との開係に置かれた 永らくの停統と習慣を有つ民政性から脱却し得

たかった庶民と稿さる L 一般人に於ては、公園認識ではなく会同躍讃であって 、との輿論

は思想的には必十しもさまで大なる飛躍とは考へられや 、殊に公園に 釘する要求I' I 何等書[1

市計霊的根紙に基かす京、只翠に新時代の文化の表徴として、奥悪的所産として嘗時の経暁

生活とは直接的閥心を呼び起す程の ものではなかったのである。

然るに蛍時外国文明を親祭して 、彼の閣の風俗事怖を記した出版物中‘ 明治20年 5 月の

回帰生著「凶洋風俗記」には公国vc 1 M) する一項が牧められてゐるが、 c れによると「ロンド

ンJ VC 1 E つては 、公闘は市民の日常生活K 絶封的必要友枇合玖策的施設である所以 を強

調し更に彼れの公闘に於て受けた感覚在 、我れの首時のものとを上じ較するに、その. i I i上舎施

設的性能差甚だしきを蹴歎されてゐるととが明白なのである。

所で ｾ時全図的異数の 例 外と し て 、 明治文化 の 先脳的公ｼ主 ｬ 施設を現 ｉ Ｍ ｐＧした肢潟 、 札幌

N4哲[IJ/ J あると とを看過するとと I'I IJJ 米ないのである。此のlヰ41311 J/ J VC於ては都市計韮的喪系
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としての公閑登生が認められるのであるからである。

航慣に於いての公民l ¥は、 その者1511i 的殻展が比較的l l i : II!i ' L J&; さi した['Jj-Vc 、夙くから府 ff1外

同人 を居住せしめた ととの結巣、従米の天ドり的公闘の開設を待た十 、外岡人の日常生活

に針して必然的 主要 求とし て 成 総Ａ支ｾＡｾ ｜ｦｪｪｊ｝的に施設した事賀は，民熔 Ｒ 年の傑約者中 ｋ 現れ

た彼ｾｬＮＮの要求 から し て我 が玖府自 ら ｩ ｴｩ ｴＧ ｩｩ 官 彼我制定 ｕ を開設した史賞は 、 ｩｪ ， Ｇ｡ 室市史稿ｉＧｌ uJ jか

なととであり、その既設内容に於て も、常時の他都市の公同とは相異るものであったので

あるが 、然し昔時の6Jt 潰市民否そ の久しい後、即ち明治43年凶迄の我が図一郎t人 に主つて

は奇異たその施設が民政性に遁臨しないのと、人種的優越感 を抱いて傍若無人に澗歩する

紅毛斜眼人が、公聞を排他的に潤 r! : i 使用する有様は 、公閣を我等の日常生活に即したもの

をして認識するに反して、卑屈な感 I情を以てとれを珍奇た ものと しか思はれゑかった事附

を数多の文 l以に殻見するのは 、甚だ遺憾な ζ とである と忠ふが 、叉或意味に於て はか L る

能動的完工会|週間設の原動力 を興へられて公|忠l護達史上に特記し符たととを感謝すべきであ

るかとも考へられるのである。

み:I' L 札悦市を見る時、今日 その市|亙整然たる規模維大な 市街の構成 を感歎し友いもの

はtJ. からう 、との構成fR幹が既I ' L I明治初年に完成された事質の前には 、話時の開拓判官島義

男氏l亡霊Jするその超人的危努力主先見の明とを賞讃する ζ とを情み得友いのである。彼j し

が札幌市街η 基礎を築き上げたのは賞に明治 2 年から始められたのである。共後判官の交

迭あり、施玖機構の援展はあったにしても、首時 '，' -くも自由空地問題を考応し、防火線的

利用と相候って 、遣問的利用修怖を成され、空地保留を確定 し後の公閑素地 を遣し? とrli 街

計霊中の公開 青|霊的な準備は 、太玖官布 i13・の如き会闇観念 主Ir . t 根本的相異あり 、卓抜た先

見に由来する所の哲[1市計霊的史質である。省時の事情K 就いては明治44年「札幌匝史 J I'Lそ

の委細を識 ると 之が出来、尚更K 如上の明治時代公間愛達史に閥しては遁同研究第11輯の

小寺駿吉氏の研究論説を参照する ζ とによって得?と資料であると とを附言して置く 。

新くて我閤都市改良的輿論中に公閣を傘げられたのは、明治17年頃蛍時東京、大阪の如

き大都市に於ては、商工業の殻展に件ひ人口 集中の傾向著しい祉舎朕勢 を鑑みて、 西肱文明

の移入 K より彼の都市改良計葺の殻達し てゐるのを識り、漸くその計霊的改良の必要を認

識する ｋ 至つ ＿と 如〈 考へられる 。 とれは東京 、 大阪雨昔 ｼ叶 ｬ Ｍ ｉＧｌ於ての前ｾのお ｬ 期的 事賓とい

った、東京市匡改正保例の殻布 された 明治21年前後K 於ける公闘に封しての杜合的妖勢 を

考楽するとと K よって明かであると忠 ふ。叉同僚例が首時の市上合土佐イヒの結果都市 登展の念

進的友その獄態か らして必然的に要求せられたと とは、西敏文明の輪入泊、イヒK 件ふ経世生

活の形態盤革から生産閥係の昔Wfn機構の改革即ち者11市計霊的施設K よる都市構成を誘導す

ぺき機蓮を融成した ｩｦｴｴ 合情勢 を 者 ｪ ｾ 燥 するに難くは 主 主いのである 。

との情勢下K 於て嬬玖者ーは括Ilni;; -Iー輩的に公怯lの性能と その絶封的1必要償他 を認論 し、JIi l:
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合攻策の一つ之して枇舎人に提唱するととを留パ子し、更にその積極攻策的意志あるととは

第三僚「市区改正ノ費用ニ充ツ ｊ レｾメ東京市内ニ於ア左ノ特別税テ賦課ス」として事 業 費

の捻出は新税制 を設けたととによって明かに詮明し得るのである。 とれは太玖官布 flt の如

くi宵械的なものとは全然その認識意志の相異 を物語る ものであると とを表明するのである

とのｻ傑例費布によって話 Ｑ Ｑ 市構成 の組合的是正動 中に現 はれた公闘に糊する現象を 、東 ［ｪｾ 、

大|荻i材者11市に ζ れを見るに、

先づ東京市に於ては事前、即ち明治18年lモ市 l亘改正審査舎を特設 し、首時の下l町に重き

を置いた大小52タ所約115高齢坪の計霊を樹立されたが、その事業執行の機選向浅く、係例

の公布に伴ひ、市匝改正委員舎の成立を見て、 前案を改め大小49ナ月Ij 約 105 高徐 坪とたし

全rl i K亘り 普遍的友公|組計 査とされ 、その一部として日 広谷共他 4 公園の開設を見たので

ある が、蛍時の経憤欣態はその計董玉市tの遂行を許さなかったのである。

然るに明治36年との貰縦を徴し、道路、 1uf川等と共に制定陪十壷もI j j ; 縮少されて22 ナ所約

66高官余坪とたし、質現可能性あるもの込みを姥し、賓現の機運に向ったのであって 、と の

年に於て我閣の嘗時近代的公民¥1の程修たる日 比谷公協!の開設を見て 、始めて都市計葺的公

凶施設とは如何友るものたるかを iIi止舎人に認識せ。しむる一大教唆を典へたもの と言ひ得る

のである。その後明治40年代に 宅り念々人口捌符の度を加ふK 雷り公園の必要を痛切に認.

識され、更に 9 ク所の追加 を断行した事責を護見し得るのである。

大阪市に於ても明治 19年市匝改正建議案の提出を蛮輸に 、者1<市計重自ち市街構成の根幹を

樹立されたが、財源ｾ他の閥係は未だ祉合玖策的賀行性を登輝し得る ｋ 至らすヘ産業経債の

護展は昔[1市人口の飽和紙態を招致し、市域嬢張の必至きを生じ明治30年 4 月近接町村編入を

機として、者11市計壷的市医整理を護案し、街路、堀川、公園、等を含む相嘗大規模の市医

整理案の作成を見たのである。

との閉会固に開して未だ都市計霊的意志の許に開設 されたも のを暴げ得 友いが、とl . l ' L

特筆すべき大阪市の会固としてその涯鱒之も見るべき「中ノ島公園」が開設されてゐる。即

ち明治24年固有地放る河川敷を公園利用の目的を以て無償使用を許されたのである。 ζ の

費生事情は、前時代の太攻官布 i与によるものと断定さるを否定する何等他の枇舎的理由を

見出し得たいl伎に計霊的なるも の としての暗矢 とするととは出米ないのである。 といふ事

情はその後更に数次Kl i りて地域蹟張が園有地危るを以て比較的容易に遂4丁せられた事責

を見るも明かに判定し得ると主であるが、而し本邦最古にして屈指の水没公園として、水

書11大阪を美化するには全く適切友るもの主思はれる。

その後明治42年天王寺会|剥が第五囲内閣勘業博覧合場跡 を利用して築迭に着手されるま

では、帰んど公|輔の開設されたのを奉げ得ない版態に置かれた1 f t上舎情勢は、はたして何 を
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意生 味 するか 、 生産者 ｛ Ｑ 市 と しての 臨 ｾ的費展を以て自負する大阪 人 の経憤概念が甚しく れ ﾭ

j I 的であり 、HFj 工業に直接的生産| 伶l係を持たないと表而的な批判の許K 、公除lが認識不足

のま弘 、只管者Mにの み忠質であった 、偏見的祉合思 想を以て者11市構築に蛍って居?と様に

考へられるのである。

互主に於て吾人は l明治末期に至る迄も我が同一般市d:舎人1' I 公|志! K 針する認識が全くその自

然 設t兄IC のみ支配されてうkたととを確言 し得るのである。即 ち東京市に於ける と、 大阪i l1

K 於けるとのその伺異甚しきととを見ても 、如質にとれを物語ってゐるととである 、f告}更

にとの状 態は 、大正時代を通じても期箸な事賓として現はれてゐると とは耐昔Ilrbーの制定|殻

生の 由 来を見れば歴然と し た事質である放と ｌ にその詳ｾを省くとと与する 。

とれ 当 事の Ｑ ￏＱ上舎ｪｪＩￇ勢に於てその後の法 制 的改革を 如 イ ｵ ｉ と見て 、 我図哲 ｉｬ￯ｈ 張展 ， ｊｾ _1-. 組織的な

計主規範を奉げ得る事は 、話11市生活者に取って誠に感謝さる べ きとと L 思考するのは 、既I' L

1防人周知の昔Il ib"!H霊法の制定である。

大A 8 年 4 月同法の制定される迄、路地令般的附 i系法規としてさたのものを傘げ得るので

ある。

明治41年 3 月i ff，I!lj祉財産ニ閥ス ル件」中の第二傑「地)J 長官ノ許可テ受タズシテ詰IMu:n-l滞

テ櫓保 ニ供シ叉ハ蕗分シタ J レトキハ之 テ無効トス」とあり 。 その財産の一部なる境内地の

確保 が規定されてゐる。 とれは今日その境内地の一部が公|刻化 され、或はその隣接地を ft;

む公￞Ｚｴ Ａ 施設の現仔を誘致した月 Ｇ￮Ｇ 以であって 、 ｾＭｪＭｊｬｬＺ的所産ではたいが公 ｬ 京 Ｚ｝ｖ ｃ 弦 ｩ する松地 ｲＺ ｾ ｬ 題

に 闘して見逃すべからざる一事であるが。 とれも太玖官治i i Itの範を IHt' J .いがI柑的玖策であ

る。然しとれは他国我凶l ( 料品1I1・作活養上重大なる附心 を有つもの として、給地問題の精示1I1文

化的) J 面 lとは 、その反i;診する所k. なるととはと " K 拙論を越すると との長 いと とはいは f

もがなである。

そとで近代文明の所産であって 、ml 市此舎人の桁針ともなるべ き者Il diJ 十置法に現はれた

公園認識感は と見る時。先づ

第一傑 「本法ニ於 テ都市計輩 ト栴スノL ハ交通、衛生 、保火 、抗慣に閥シ永久ニ公J 与ノ交

寧テ維持シ叉ハ稿利テ増進 7、) L 筋( 以下略) J

とあるはその俳句の名文なるととに於て 、その抱合 fl( の宏大なるととに於て 、確賞K 公

閣の科撃的認識 を推察し得るも の と思はれるが、同法規中公T i l lに助lする保項を摘111す るに

第十六候「道路、出 場、1"f 川、 治的 、公T: l !J--l=ノ 他肋令テ以 テ桁定ス ) i 施設ニ防j ス)< ｉＺ￭ｉ ｉｈｩｾ Ｍ Ｑ＠

査事業ニシテ内閣 ノ認可テ受ク虫 J レモノニ必要ナヰ丸島ハ之テ牧月l又ハ使用ス) " コ トラ件」

とるるが公同は1 . 1ミしく者11市計基的1I U: 舎施設のー要素たるとを明言 してゐながら 、その後

に何 等の規 範 がないととは全く有名ｾＡ正賞の名文 ｋ 過ぎないものの様 ｬ 亡考へられる 、 とのと

とは現貫 に人:1坂一di の首II' di・計輩公凶がをの配世系統に於ても誌に於ても 、全然Jド;FI墜さ的JW産
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の京 ｩｊ ｻＪ ｾ そ の計Ｚｲ ｈＺ 決定後 ＱＰ 年 ｉ Ｍｃ ｬ 前た んとする 今日向賃現 不の 僅少な事責 を 以ても充分に説

明し得る j伏態である。

］ｪ に ｬζ 者 Ａｮ ｬｩ ｈ 認Ｚ法施行令第十 三 傑 ｬ ては ｊｾ 致維持 ｬ 亡闘する 制限令 を見得るのであるが 、 ζ れ

も引とその破壊的 J:作の制 11ーに過 ぎ十 、190 ' 交を助成しとれを答wm構成機聞とすべき何等の

積柑玖手伝とは受けら ;(Lないのである。

又りしき ｾ［施行 ｴ の ＪＱＱｾ 情 ｍｍ 係法規 ｾｉ Ｂ 大 止 ＱＳ 年 Ｓ Pl特別指IS"i 計霊法施行令の第一俊「行攻官

雌ノ執行スノL 特別持ISili 計2- 事業ニ イサ院長i係公共間際ニ負路セシムノレ費用 ハ1.[.ノ 如シ

一 、道 路 抗 二分ノー以内

一、蓮 1
u
f 費 四分ノー以内

一、 公 |京| 費 四分ノー以内

とある公民M3i は誠に澗梓な額て・ あって 、何勺異議ない品1 : 合施設費であるが、とれが捻出

の) i 法医院長! しては 、不徹底なものと してより現はれて ゐ友いのであ る、即ち都市計 聾事

業執行 l亡嘗つては特別賦課税及受盆負強制 を適用し得る規定を見るのみで 、会固に闘する

その) i 法論的な規定は何等; 事げられてゐ友い。然しその虫剤の軽減を計り得る一方法主 し

て、月j 地問題1'1: I制しては土地Jl xJ I ] 法の遁刑 を可能左らしめ 、尚更に土地区; ! i 1J整理K よる全

i市原の一定割合l亡相常する土地 を無 !iHc て牧月j するととを得る規定K 基き、内務1 i ' 替附j 内

規 l乞は提供土地の 3 μ を) eJ!l l として緑地とするととは 、多少の便法を奥へられた ものと言

ひ作るのであるが、とれもその 3 必の内容に |胡してはイ11)等規定されてゐ友い銭該事業常事

者の利点|認識不足から生れる雑然としたその配置等K 至つては 、全く者IS市踊1 : 舎人に取って

は不 Ｂｊ 解な所産としてか認得されてゐないととは既征の同事業々積を打診する時、甚だ ｾ ｉ Ｚ

; f : ! 取的な結巣を鷲らしてゐるととによっても判然と立読されるのであゐ。

と ［ＮＱ 亡於て芥人は会 Ａｾ ｬｬ ＧＱＺＩｬ ｊ する社合人として 、 者 ｛ｓ ， ｈ 生訴手 ｴ ｬＧｌ取ってはその機構のーっと

して快〈可らざるものであるととを強制的 lモ認識させられざるを件ない越勢にあるととを

誠るのであるが、その賀施的) ; 法論に 至つては利取的根械ある定設を問かや 、術文法規の

不備なるため 、その常事者は全く去就に苦しむの己むなき現状にあるのではないか と考採

するのである。故 ｴ 亡者 ｉｓ￯ｩￎ 公開を ＱＺＺＮ 鰐とした締地法案守ーのｾきも ｭ を侠って、者 ｛ｓ 市構成の他の諸

機闘の如く都市計書本来の使命を果すべく 、者IS市生産関係との直接的交響妖態を悶明し 、

都市持地科事の研究の許に法制的手はの確立を要望されるのである。

試みに都市計霊的者[S，11諸機構に開する法の制定年を皐げれば

明 治 2 3 年 上 、 下 水 道 法

明 治 4 4 年 肢 告 物 取 締 法

大 正 2 年 運 河 法

大 正 8 年 都 市 計 霊 法
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同 市 柄 地 建 築 物 法

l司 法: 蹟名勝天然記念物保イf 法

以上の如く i! . i きは明治23年既に都市機構の枇舎施設に釘する; f4串的検討による手段 h・法

的法制は確立され今日迄その結果を以て次に来るものに針する 、計費: 的祉舎施設を改革し

進化せしめ事った事賞からしても 、公開のみが調り放従性を有って 、都市生活者1' L f 1見え

て居るととの不合瑚完工事質は、質K 不可解なる市i : I : 合現象で・あると思はれる。

都市繰地の主韓? とるべき公開でさへ斯 くの如 き現朕から して 、縁地全般の祉舎的認識粍

度は推して識り得ると とであらろと信- t - る。

l起で事少しく徐談の如〈感じはするが、都市計書論l亡針する念進的保闘とも思 lまれる鴬

典的なも の 、 J レ、コJ レピジエ 氏の「巴唱のグオ アザン計霊」を聞くに

先以て土地 をっそ掃除 をすると と

「廊下街路」を打壊するとと

とl設初に提言 した後

「都市計輩に於て、薬治療法的解決法Ir.l: ｮｾｊ＠ I ' L 過ぎない。 それは誘惑だ。そして何の解

決も粛さない、高慣につくばかりだ。外科手術的解決法のみが解決し得るのだ。」

と積縄玖策の必要を説き

都市の青1-重は合を使 ふと とでは友い。

都市の計輩、それは合引請けるととだ。

それは金を鮮へるととだ。即 ち昔IS市の1一|苫: をするととは償格低下ではない、それは低

格引上げだく 中間各〕

会つまり A B C地偵の釣 k げによる牧入利盆は岡家の懐に 入って行く 。然し岡家は前

に約束した 、通行や排水、使等の利便を保読するとね。 といつが仲〆号令を食ふ仕事な

んだ口地下錦 、自動車道、車道、「高いJill 路、公除l、運-inf 、等々々 。で特許様者逮が

交通や公衆事業を経営する 。岡家は諸舎利ーに言ひ付 ける。

Ｑ ｾＢ ［ｦｉ ｩ は得臼此の場所へ Ｔｏ ｬｄ［ 人以上の人間を運んて・米る枚 ｬ 亡しなくてはい け ない。と

の経営によって生れる純益を m としよう 。此の純金のー脅11が諸，! J iの交通網建設載の一

部利子と償還令に充てられる 。 岡家は絶 ｦｩ 豊自 Ｑ ｦＮ｝ ＱＧｌ君主 ＱＱ 飴号令を支 ｴｾ ｴＮ はう。私 ｉ ｲＮｬＺ補 ｄ Ｉｊ イ＿を う どイ サ ー

する。私は土地償僚の騰i " r による落大友利盆を島理、するだけなんです。此の利盆の一

部分を更に技術的設備、衛生設備、娯楽機関K 充てる。

結局とんたととは岡家の仕事なんだから 。差引残高は事業街に入る聯絡交通の質況

に' fj tする」

といって都市機構の 凡てが生産開係の直接的存布であるととを雄需に物語ってゐるのを

興味深く感じるのである。如上により昔rs市公民1の効用的慣1r!i1'L就いては大略の第一次的認
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; 品を作られたととと 思ふが、引二，大的危認識 として者lI"il i ヲミイヒの} i 而l亡閥して都ili 紘'地は そ

の定 化 襲来としては士士命的 ｬ 亡快く可らざるものであるととの 拙論は 犬犬 阪 第 ＱＳ 巻 Ｒ 統 ｋｾ

i哀してゐるから 、とi . IL 詳論を省くが、との- ) J "的理論も者11市人の美的感情の生産関係への

ｊ Ｚｴ Ｗ ［ 与を顧みる ｬ 亡 、＿＿へば我が問 の紡械工場で 働 くぽっと ｬ Ｍｦｾ の町合の少女らの美 的感情 の稜

度では合 ilJ を織るのがI!;Mの111 で、7 ンチェスターのいはゆる少女た ち一勿論我が困よりも

年長者である ーはポ プ リンその他の高級木綿製品を織るのに過してゐる。生産工業用土舎で

も生産者の美的感情訓練機闘の設置が要望されてゐる。とれは調り生産工業祉舎のみの問

題では友く、番目市として、市民としての人絡に闘する一般文化上の大問題であると とは、

投近者IITli 問題を論やる識者聞にt是11品されうj <: つ? と今日、者11市美化上絶封存杭償値を有ち 、人

工材料ーにますする向然材料 を以て、その公開的素併 とする者11市構成要素の一つである繰地が

lii l:令絞掛生活と 如何TK直接的 、間接的機能を護揮し得るかは論を要し 友い事賓となって来

てゐるのである。

か L る者11市総地が今日その賀現々象の甚だ稀薄であって 然 も現イ干の ものが祉舎人に取

ってその生活源開に大たる反響を件てゐ友い事賞は 、枇舎人の認識不足と法制的不備によ

って氷った とのみは言ひ得ないのである。とれは又一方的! 原固として今日の這闘技術界の

大勢の然らしむる結県であると とは l予言的に説明した如くである故に、吾人は都市と締地

の;f' "時4としての紡論は 、今日否次にうk る緑地に到する活|立l技術の動向が現貴下K 於て最も

念迫せる覚醒問題であるととを識り得るのである。

社合駅勢の護展と共に者11市機構のj企化せる今日、生産経慣を生活の根本とする都市人の

要求によって凡ての機構が更改された今日 、持地に到する欲求の一大盤化が必然的の現 象

として浩附技術j 二K ;f': 1接的に飛躍と脱却をr . l f らさねばなら友い動向が 、者11市締地の施設の

現買に表はれなくて はならないのである。

締地中私 ｉｾ ｬ 的 なものは 、 ＱＱ 専う ｫ 恐らく前時代の如き大規模た邸闘は 、先 づ特異的危所産以

外 、之を期待し件ないととを 、加之今後の経憤情勢にあってはF l l 緒ある庭、苑も とれを破壊

して建築化さ る傾 向を艦みるに及んでは 、向夏に 11.6業地域に於ては営利的玖策を敢行する

に一昨の集地をもとれを管利化するであらう 、叉工業地域は生産能率の全面的活用化によ

る精進を計上住居地域に於てすら法定の四書1) を長小限とする空地も物置或は家庭工業の

作業場化 されつミある現駅K 於て 、生産的総地施設 としては 、或は屋上庭国、屋内庭園 、

特殊な工場造問的た自然制覇的人工を効用化されるであらう。叉公園と してはその機能的

種別の有機的交響的配置系統により、心身を慰安し 、休養せ しめ韓育向上の運動施設を利

用して 、明日の活動能率増進を計るであらう瓦1: 舎前一勢下K ある現存の遺構的公国が、「此の

内に入るべか らや」式の鑑賞的施設が、はたして幾許の {1.;:(E償値を論じ得るのであるか。

更に都市美化の見地からしては綜合美K 立脚するその本来の使命に劃して、民場の1/1，1別

的友樹姿の配色美が、統制美を損 しとそすれ 、者fS市全面的構成美の感情には返って煩維を
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がiふるのみであり 、桁路樹l亡宅つては" 1 : 岡美左防火的効用から生れる旋律的布t( 栽 とそ 、そ

のがイ ｴＱ 買値を輿へらる ｾｉ 唯一 の 重駄である 。

故に序言 を繰返へすtl であるが、前時代の遺構に脹胎する概念的自然模倣の先入的襲術

を脱却して 、柄物生王11¥の ! 当然利阜の! 鹿川によ り適者1I市純物の検出を研究 しとれが軍一的集

間夫を形成すべ くその効川的、配布町、1! [l ち屋外運動場の I，';J 伎としての構造美的手法を創成

すると と の研鎖には 、 従 う い の ｪ ｬ ｾ 間 的， ｉ ｴ ｬ 線美技巧より生れる立慌的煩雑感は絶生 ｉ 的 ｋ 排取さ

るべく 、統制的 YE一夫による効月1的全能率の琵柿を以て 、者1I市構成の科接的ー要素に イり戎

せしめるととが現賀に紘・地の品1: 合的存不「侭1i { j . を認識され得る技術的手法の動向であらねば

ならぬと信じて者Ili lイ之総' 地の利取に封する序論として駄掃をものした次第である。

く五十音順〉
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新 名 古 屋 騨 建 築 工 事 を 通 じ て 見 る

族 客 騨 建 築 の 使 命

増 回 誠

願れば、主主幾風霜 ' 数多の人々の管々として 、絶えざる努力之 、捜まざる精市1jJ 力とに よ

り糟f;l されて来た、さしもの- f i i'i 屋解改良了ー事の犬這管も 、 2 月 1 日の朝まだき、 2 千名

に近き動員に依り見事に成し遂げられた線路の切換を以て 、謹に目/ - 1 ¥度く大国国を とげる

に到り、新構内にじり込んだ第五.列 車よ り、新騨は華々しく開業され、屋上には竿頭高く

期酬とひるがへる、日の御旗が、朝日I ' L I決ゆるを見る。我々の胸中は 、肝銘更に新たなる

ものに准れ、日佐徒 らに熱涙の頗に偉はるを莞ゆ るのみである。

今此のた工事の来し方を回想して 、此の建築の生れたる意義に就いて、柳か思ふ所を遁

べ度ぃ。

先づ、旗各騨建築の持つ使命とは何であるかといふ事である。之は、見方に依り、多様

の内'与を持ってゐるも ので、此の建築が? 尚唱えE記念的建造物で友いのは勿論、第ーに稜雑

な瞬の機能を充分満足させるものでなければ友らな い事で るる。之 主同時に、厳客騨が都

di の構成。要素と して重六友役割 を持って居 り、都市が形成・される に先立 ち、先嗣的に建築

されなければな らない使命を負はされてゐるのである。従って、此の意味から、此の建築

が可 ｨ 持り え ｪＺ ん だ ｊｬｦ￭Ｎ ＾ｪＨの見通しを や ｬ けて ｾ Ｍ ｉ 聾されなければ怒らないのと 、 尚之には、都市の

構成されるに必要な、 A乙きな指導精示'1' がg! i! へられてゐなければえにら守 、叉その都市の文化

産業の護展 l乙到して、正しき勤 rii J を桁示するものでなくてはたら友 い。

現ノト 、我同イf餓近の本: *の行き) ，ーを考へて見るに 、之は或地j，・々 々の放客及貨物の蓮輪

世 l亡追従して 、餓活設備を充賞して行くといふので仕主主く 、むしろ、 共の地方K 一歩進ん

だ設備を9i!.へるととに依って、その i也) f の産業を 開張 し、文化を向上し、我問の隅々迄も

健全たる日本であ ら しめ度いといふ ｊｾｬ ｬＧｌ動いてゐる。間有鋭道の本来の使命から云へば 、

背; 然かくあらねばな らぬ。建設の行き様、改良の行き様、共K 此の精神には艶 りはない0

7昼前; 1 J . 山間に建てられた瞬舎を中心として、共の地ンケの産業I'I 起り、 部落は形成I され、更

に琵臆される。之と同様に、近代都市に於ても、藤容騨の建造物は、その持つ機能 と共に

務11市の振達に重要伝意義を賦輿されてゐるのである。

あの亦煉瓦の五躯を横へてゐる大東京騨は今日、既にその司王商計聾の快陥を露骨に表は

して 、放客運用 lオ子き詰り駅態を呈 し、種々の非難攻撃を受けてゐる。然し 、之が建築さ

れた a治時は 、全く三菱ク原のー偉翻を呈し 、何人も共の豆大友機構には鴬かされた もので
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ある の そ の後 、 念激な岡ｪＡの ｩＱｬ 展 Ａ とＱＧ Ｑ そって 、 え司 ｾｽｾｲ ｬｪ の費展は 、 綿て束｝ｪ ｜醇 を中 心、 として

起 り、 海 (-.ピ J レ、郵船ピノレ、丸ピ JL "!'r f1t 々左建設さる』に みえび 、今日の丸の内を形成した

即 ち 、都 市の護展 が 如何 に Ｏｩｩｾ 符牒 の建 築と 、 その機能と 、 その精神とに 刺 戟を受け 、 特愛

せ しめられるかと云ふととは 、近代建築の l洋中 l亡骨苛的存イ「に感じられる。あの老いたる

:es豊を見る度に つ考へられるととである。而も 、之が潜刺として 、活動の「ヱ 7 ナチ才ン」を

費散してゐた}H:年期乞思 び浮べ る時は 、既l乙』ミきな使命を果した功績 を栴へる べ きであっ

て、徒らな今日の非難 を差 し内へ度い気持さへ持つと とが問束、同時に第二失的大改築の

時機に到達したととを畳える次第である。

今 、新興荷阿J'-?i i f. i 尾市に誕生し?と新4177尾騨を見るに 、之は 、建築T 事として技岡町析

の友 工 事であ り、 ￭ｍＮｪ￭ｾ 耐 火餓骨餓筋混凝土構芯としては 、 ｊ 七ＱＺ長 ｬ 亡 於て 、 点洋 ーである 詐

りでなく 、J{: 規模も従来に見られたEい所でる り、而 も、鱗近川 j必合主合築されてゐるとと

に依って 、偉大な風設 を保って ゐる。此の建築の唆功と同時に 、者11市計聾の24間道路模( l 1T

線は新 しく完成を見るに到り 、引続き施工されつ 、ある醇前大股場を距て人名古屋けi は

互互に 大都市への第二期的建設建上f ' L H った視を民し 、勝ぅj <: 、放:各騨と相1. t，ll ，干して 、前j)首位

築が相楠上じして建築され 、伶視 を弔する時代の米るのも遠き絡ぅj < : ではあるまいと思ふ。

此の騨が 、その形態の友怒るに Il らや一見 、従来の騨とは、その機構の非常l乞異るのに

気付 くであらう 。之は 、 日と共に士件六する運輸数量に到して、充分の順感性を持たすべ く

計聾 されてあるが潟であって 、質に 、此の般客瞬の存命f ' L 1伶]する 問題に就いては 、計: ru: 立

案に際 し、充分各 JJ 面よ り検討されたものである。此の事に就て 、無暗に; 室き船来を考へ

ると とは 、資本の同定を来す許りでなく 、却ってその時期に到る迄は不使を忍ぶ ζ と λ な

り、 叉反封K 徐りに近きに過ぎる場合は 、刊民、行詰り y状態を う仮して更に英大なる改良費

を要す る結果となる。名古屋騨はk . 鴨、昭和初年前後の迩 t陥量が、同じ土F7加や: を以てして

昭和20年頃K 達する数量を想定し 、之を基準 として計ー聾されたものでるって 、昭和 3 年凶

の約傍量に相賞するのである。街 、此瞬 lri 我閣に於て従来研究 されて来た大蔵客酵の一つ

の「タイプ」を持って居るので 、いづれの悶K 於ても此の型の質例を見受けられたい所であ

る。 即 ち、騨の本屋といふ大建造物の外に 、高架線下を利) ' j i した 、一千三百昨を有する宏た

なる「コ ンコー ス」を持つてゐる。之は乗降客一日平均約 6 瓜といふ数' } : f ' L 依って計・聾され

た もので ，， ｾうって 、 片 側 ｋ 待合室を設け 、 各待合室と向 ひ合 った片ｻ測に改札口を持 ってゐ る

此の「コ ンコ ース」の利用は 、酵の勝来の護展K 封して 、非常K ってきな官余裕 を持たすとと が

出来、此の騨の将来性にか L る強みもーに此晶K 平Eるのである。

而も、此の「コ ンコ ース」は即 ちに西裏 口K 相通じであるが錦 、騨の内部は東西に歩行者

の交通は 自由であり 、之に依 って 、膨大友地積を有する高架線の布布の鵡K 生ヂ、る者Ilrl1'交

通の支障を緩和する詐りでたく 、西裏窮地方 を開費せしめる意義 を有して ゐるのである。
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向. 此の外、瞬本来の一設備は云ふvc & ば守、郭便局、 警察官祇fH所、移動特察、憲兵渡問

所、名古屋市親光案内所、ツーリストピユロ一般客った食堂等を屋内に集め、更に「コ ンコ

ース」の左右、乗車地 F道、| 海草地下遁の中二階の通路を利用して、設置せられた、食堂

向、設に商底街は肱省: 設備としては新機軸であり、王Itl 髪代 、浴場、等も整備されて ゐる。

此等の諸設備K 配せられる、電力 、通信、機械設備は、完全1 1 : ; 1 "4'¥嬰日本の誇を標傍し、

政存騨としては 、従I k 見られなかった機能を具開化し 、互互に一つの新 しき進み様を示して

ゐるのである。

而も、此の騨は その外部より見る形態は質K 簡明の二字に繋 るも ので、ある。正玄関 を中心

として 、将来増築される部分を除いて、正面は全くの「シムメトリ ー」 を友して、長大な建造

物の 中心 を強調し 、外観は曜調な「 タイノレ」を以て護れて建築の構造を如責に表現し、無用の

タビィ守電を軽減 し、探光商積を充分取るが矯には 、外慢の3分の l程 度の「ガラ ス」の面 をさえ持

ってゐる。 倫、 その内部に至つでも 、壁といび、天井といひ、而擢耐火建築の構造を共鐙現 し

て何等の服飾を持 って居ない。特 K 出札肢聞の如きは、従来工場建築にしか見なかった鎖骨

構造をさへ 、共伎の姿を以て、露出してゐる。辰 IJ'. 、我々は従来の建築に見られた様友装飾的

えに細部内、構造を詐る無意味友添加を施す事に封しては、我々の理性も感情も之を許容し得

られ友いものであって、之とそ 、我国民の本来の美意識K 順臆する所ではあるまいかと思ふ。

古〈 、明治 5年、 Z金壁式の洋風建築で・あった新橋瞬から 、初めて汽車の通った、論草紙

l亡見られる時代より、我閤有鍛造が出ー界に擢で、「日本の鍛遁」の現夜をあ らしめたのは、

之全く成く外園文化を嬬取し、消化し、よく世界的なもの L 理解によって粛らされた一つ

の創造で・あって 、決して、自宅的、排他的危狭量からではるり得主主 い。

我岡民性は常l1: i溢れる進取的な、剛健念、而も卒直左気質を以て 、古きを棄て - Jt- 進ん

で新 しきを揺り入れ、常に以前の態度を以て、之を日本的友ものを造り上げ、完成して行

く。今日の臼本は、既I'L外来模倣 (l三時代の殻を破って、 i長阜、過去に執着する時でなく、

IIt 界的文化に釘し充分J E しき認識を 以て 、批判出来る丈の護展をして居る。建築K 於ても

米だ新しき日本的なものには現有到達してゐるのを見得られないが、今日 、その遁程にあ

ることは 明言し 作 られると 忠 ふo 読し、我々 の美意識に訴へられるものは、伊勢市1I1宮の素

朴な (1木の烏居ゃ、i出二名森厳な示'11殿 l亡見 られ、科離符の蹄味ある構成に過ぎす. ' して 、現代

の 訣れる日本的と糾 せられる 、 ｍｲｾ ￘ｉￎ 的ＪＯｬ ｩ 部に満された建築物に於てピはない 。 自分は、此

の新名古屋酵の建築か、j析ういふ意味から今云ふ日本的友様式を完成してゐるものである

ととは、敢へて 、云ひ得ない。然し乍ら 、此建築物が、他から何の物拘束をも受けや、ノ

ピノピとした自由な気持で建設 され、而も、之K 従事せる我々が、此の日本精神に就て、

教育され、 自覚し、鞭縫傍附されて、此の工事に終始したといふ事丈は云へると思ふ。従

って 、 日本的主主る や否やは、結局は、後1 i t の歴史家の批判に佼たねば主主らないが、 此の建

築の犠式を聞はれた際、日本式だ と伸らすて: 答へてゐる のは、斯うした意味か らであるにす
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ぎない。然し、此の建築の持つ、唯一の桁導精神は此の日本式なる 言葉に諜きるのである。

凡 そ 、 此の名古屋際改良工事はその［｜ＭＱ主主立案より今日 Ｚ 迄に十九年の Ｑ Ｑｾ ，霜 を経てゐる 。 そ

の 問、 斯様な公共的大工事 ｬζｬ 士 、 結くべき多 ノ ケ｛市 ｋ 附 ｊｲｾ ｲＮを有 し て居るのであって 、 之が今

日正しく設定の進捗 を1$ し件たのは 、質i ' L1- : 司 、同僚の別なく 、|綱係附版、民間閥係者等

の終始謎らざる熱誠なる支持を{'J たM以であるととは云ふ迄もたEいととである。然し此工

事 ｕ 長食を供にし 、 身命を堵して、従事した我々技術干すの目から見ても 、 よく打続く銀［ｬＧｩｪｾ

を克服して 、今日をるらしめた l以内を追究すれば. 結川は Jlt の工事が件郷い幸運に惑れて

ゐるといふ言葉以外K 批明し難いものがある。

明l々、此の政良工事が本俗的になり始めたのは 、大正12年頃か らであって 、その前年は

ヰミ之して土工、 gEぴに貨物関係の大工事に終始したのであって 、盛ゴ: された際大な高架線

を77zt として、放各騨建築工事の初鍬を入れられたのは、昭和ゆ年の 8 1' 1であった。

此の建築工事が、それ以来 2 ク年 '1三にして、餓辺川出合 、jy._ぴ、首賓室関係の内部 r事

を除き 、互互に無事議定通り開業の運ひずに到達し得た。

今 、 との期間を顧るにつけ 、此の工事の背後に流れる 、力強き時の力と 、此の工事の准

搾上 、恵 まれた自然の力と、此の工事に蛍る係員の不断の努力と 、民開業者の不能の精力

が一穂と友った成果で あるととを考へるととが ｉ Ｋｾ 米る 。 いづれも直ちに人間の智能を以っ

てしては 、克服し得ざるものでるって、之をよく摘み件たる建築とそ、初めて内察外槻共

lとその充質せるものを見られるものと思ふ。

時は恰も 、我が岡餓が全問的i ' L iJIJ業以来始めての手作かな大建築時代を質現して居る現イ1:

である。各種各 ｾｬｬ￯ ｬｪ の改良工事の進展と共 ｴ 亡 、愈 々鋭辺の建築物が従Ｊの臨む粥縫的改良

設備では到底満足する所ーとならや、殆んど同時に大改築を必要とする時期lζi i I 過し 、岡家

的に高まりつ L ある文化産業の動向に相咋臨せんとして府るJ l k 態にある。本弘、の脱合、信

濃川護近所 、 新 λＺＱ 坂瞬新天王寺騨を始め、仙ｾ、合得、 Ｎ｜ＺｾｽｲＡｻ の各瞬 、 ｾｾ の 他新潟、 ｪ 民自の

鍛造防艇合等一斉に 工事は進められ、我閉鎖の一大建築時代を予ーしてゐるのでるる。

此の際 、名古屋瞬がその先駆を拐した諜であって、近うld希友岡餓の黒. (:a寺代と 、一般の

物償安、好景気との}I協調たる時代のi J l i . i ' L 旨〈乗り{ ' . } たのである。

d l ' 、此の建築工事は進搾 f二如何に、自然の恵みを受けて屑るであらうか。何といっても

工事は天然自然を克服して文化を建設せんとする職場であって、人と人との問の工作では

なく、封手は侮るべからざる自然そのもの友のである。阪i るTRーであるが、容易に人智 を

以って議知し得られぬ事態に泣過する。土を堀り 、「コ ンク リート」 を練り 、鍛再・を建て 、

壁を塗る 、締べでは原始的主主草純t . r . る人のカによらねばならぬ。我々に怖ろしきものは、

自然のカである。 ζ の開業以前の 2 ク月の聞に 、昨年の如き寒気l亡遭遇し、叉降雲があっ

たたらば、又、昨年の梅雨期が、あれ程に空梅雨で友かったならば、2 月 1 日の橡定の開

業は到底困難で・るったでb らう。かくの如 き単純ゑ天候と云ふものにも 、我々は段平拡抗
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し得 られ ない の で ある 。 工事と重Ｉ｜友天候 ｉ ｴｪＺ ｬ�ｴｦｾ の Ｑ ク年 を通じ て極めて好調で ・あっ て、

議期以上に逃持し得たのはむしろ天佑であらう。

向此の外t亡、ll-t のP : -} ( 友名古屋騨が柑めて良質危地盤の上に建てられてゐて 、潟に、基

i礎工事l乙一本の杭 もmひ友かったと云ふととを考へる K 至つては 、全〈 、地の利を得たと

言ひ行られるのであ って、之が工担の市約と同時V亡、 T J 明VL動きを生じなかった大たる原

1)( 1をな して府る。官r;-1i ｉ ｾＭ 尾 市 は全般に 洪績府 の 砂盤上に立 つ てゐて、東京、大阪の雨 ｲ ｢ ・ ｋ

於いて は足Ａ像も ＱＫ ｜ 司主主い地質的に良好な土地である 。 ［Ａ ， ｾ 礎に到する種々 の 埋設された工法

は 、今見 ると と は ｎ Ｇｊ ｾ ＼ｩないが 、 ｬｬｴ の騨が 一 本の抗も打つとと君主〈建っ て 居る。 と 云へ ばタ［

の如く驚 く人も あるであらう 。

次 l亡、新名古屋騨が建築工事として持つ一 つの大きな誇は 、之が如何に迅速に施工され

たかと云ふ事宜である 、 2 月 1 日の| 別業期日はとの大汝良工事の首初よ り約束されて居た

ものである。然し設計上の調査研究とか 、不FE: の災害企か 、工事従業員の不足とか、その

他 極々 の ＱｾＱ ［ＩｬＱｾな事 ＭＱＭ ， ｩ ￭ ｖｌ 煩 はされて長 期 ｬ 亡 捗る此 の出 汎な 工事は 、仲 々 、 議定通 り 並行する

も の で友く 、 結局 、 ｬｬ ｴ の工事の綿決 ｾｲ を館前する大建築工事も 、 充分友る工 期を輿へ られ

たくなるのは岱然の事である。然し之は此の工事に止ま らす 、公共建築中、厳客騨の持つ

特徴であ って、聞係筋の肢い此の払i維な組織の上VLIH来上って行く放客酵の工事が、知何

に煩lJi な上にも 、立n1'JJI 亡「ス ピー ディ」な施工号l- i!tIJ によって進められたかを考へ て欲しい。

特に肱' 各酵の建築は、単純な主主型でなく 、機椛でなく 、構造でも主主い . ークの複雑なE

大な有機韓を形成 して、之が盟かな感情 と強 い意志を持つは云ふ迄も たく、生物の知く呼

吸もすれば飯も食ふし 、排 i世もする 、全 身をめぐ る神経系統もある。 そして綿べての部分

に無駄を排 し、機能的で怠ければたらぬ。 而も、之が、餓と「コ ンク リート」と「ガラス」等

とによ って、形態付け られる。我々は之を jさ れ 育 て 、之に栄養を奥へ教育する責務を負

はされて居るのである。

今 、 1 ナ年以前の今日を振り返って見るに 、首時は未だ、基礎i昆援土の上に 10米位の鎖骨

が極めて、7 パラに建てられ寒風と吹零に曝されてゐ? とのである。全く 、何事もたにす所を

知らや、徒らな不安と焦燥の中にどうして此の開業を期待 し得たであらうか。錯骨工事も

純益5500順 を有 し、之が組立も 、議定より 1 ク月早〈竣工させなければ後の見通 しが着か

ない。昨年 3 月中旬、 愈々掘鱒「コンクリー ト」工事に取か L つ? と蛍時、此の4200 立坪を有

する 、大企「コンク ンクリート」 を遅くとも 、9 月迄約 5 ナ月 の聞に完了すべ〈決心 し?と吾

々の胸 中はむしろ悲J仕なものがあった。頭上では 、鎖骨をプンプンと持ち上げ組立て L ゐ

る、!it 亦な餓鋲は、思は主主いi五lJiJj-に 飛び散る。 その下で大工 、餓筋工、混凝土工当事 500名

近く の人夫が、決死の覚悟を 以て、上下入り筒Lれて作業する状態と放った。全〈危険樋る

のでるる。怪我人が次か ら次' からと 1-1日 。時に般投手f もI-I J る。訴時現場VL li¥ると 云ふ とと

は戦場に IUる気持でるって、我々川臼 の仕事は力闘 ( F I GHT) そのものであった。 し

4 5  



かも夜間作業し得るものは綿べて夜間を利用し、各種配管工事の如きす べて夜聞に賞施さ

れ、翌朝の「コンクリート」の作業開始迄に終らなければ友らたい有様で あった。雨のたい

空梅雨は、 春 より 互にかけて 、工事に十En事を加へ 、我々に休養の官余裕を奥へなかった。 身

鴨は疲れ、精神は池み、我々は、之によって起る、思 I' I ざる事故に如何に気を砕いたであ

らうか。 唯利時頁みするよ り他はな いといふ、あん た時期のあったととも、今は只、 3P- の様

である。然しその中、殊に記憶に新しく蘇るのは 、 8 月31 日午前 5 時より 9 月 1 日正午 3

分前迄の問、 査夜引続き行はれた段終「コ ンク リート」打上げである。約30時間で総量 115

立坪の大量「コンクリート」を 、百尺近い i ビrToの屋上K 於いて賞施され、全く前例の主主 い新

記錯を作った。半年の絶八ざる努力の酬いられた瞬間 、人夫共々互K 手を握り合って感激

に箆へたものであった。そして思は守荷 歳 七l昌へた あの時、と の調子友 らイI1J とか設定の開

業に聞に合ふぞとい ふ[ 人ーか友IIK光 を初め て見N¥した詩である。 その後。 5 ナ月躯槌j毘凝オ:

工事の終了と同時に 、一階の瞬| 樹係ギ雨積コヒで も7 千坪を有する内部K 一升K 各種の 1:事

は若手されるに 至 り、持日 Ｑ 千ＱＧＮを温かに起 へ る人 員が 、 五夜の 別なく、入れ ｩ 乱れて Ｏｩｾ ｊｳ［ ｴ

ｬ 吹きすさむ 屋 ｫ から、地下 ｾ ｱ 束る 土の底まで イ幾 多の件難き記 録 を持して 、 開業前日迄必

死の力闘により、避に i'! ¥f i く開業に到達 し待た。ヨドひキキ工事推前の業者がよく ーL事の電大性

を認識し 、互に聯繋協調ーメL と友って、よく工事の完成に努力された嬬であり 、夏vc I: nJ  

同僚 の 偽別放る 同情 と激 ［ ｬｪｾ ｬｊ ｶ｣ よりたる成巣で あっ て、肝銘更 ｋ 新友るも のがある次第であ

る。之全く 此の工事がよく 人の和を得た ものであると考へられる所である。

今日迄、此の建築工事の現場に働いたも のは4 u 高人の多 きに達す る。然し此の他、 合同

的に此の大造管の嬬に動員された人数は数百高に上るであらうととは想像出来 る。オ三を伐

るもの、土をねるもの、 石を宵IJ るもの、熔蹟舗に餓を造るもの 、繊維 を織るもの 、等々等 、

之が此の一つの工事11( 働か され、之が一つ一つ集積されて行く 。考へて見れば我々は j政治

友気に打たれ襟を正さ ねばならぬ。

かくて我園民の人格の表象であり 、科壊の護現であり 、且つ人生に即したークの大建築

が出来上ったのであ る。ーク の鍛鋲、ークの砂利、一枚の「タイ J レ」、一枚の「ガラ ス」、が夫

々箇々の意識を持ちピ チピチ 蹄動するのを感やる。

斯くの如くして、此の名古屋騨は、そ の計割に蛍り、設計ーに首り、且つ叉その施工に詰

って、 多年vc i ! る個人の積極的友意識と活動によ り、之が集積され形這られたものであっ

て、従来の無意識、無批判定工る踏襲で ない許りでなく 、今日の 日本を自覚せる技術者の悠

き精進の賜であって 、. : 1 { : 臓に日本精神を具現して居るものと云へると思ふ。之によって廷

に我園文化の護展性を明示する と共に 、我園本来の姿を表現するものであらう。大名古屋

市が此の新騨の誕生K より 、更に振達K 一段の拍車を加へ 、健全たる護展をなし、あらゆ

る文化産業のか而に 、進んで本来の認識を向上し、路進の第二期に遇i韮するな らば、此の

瞬の持つ指導精iiill ll乙WJるのみに J l らや 、幾百高の人々 のl献身的危ラ} ) J も報 いられるものと

云へる と忠、ふ。
昭和 12年 2 月中旬( 終〉
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祇園新地漏鎌倉舘

位 鐙 京 都市東 山!直祇園町南iWI570養地の2

工 程 起 工 昭 和 10年 10月4 日 竣 工 昭

和 11年 12月 初 日

敷 地 面 積 14209.09卒方米e. 190 2 5坪〉

建 築 面 積 建坪 1629. 110卒方米巳92.8 1坪〉

延坪 8268.21;) 卒方米(.2501. 03坪〉

車干高最高 24. 50米( 80.85尺〉

建 築 高 校 高 最 高 26. 60ぷ87月尺〉

主 惚 構 造 餓 骨 餓 筋 混 凝 土 透

設計 ・施工 株式令官士 大林組

“ 蒲 E長

外 観 全 景

曾 館 " 2宝 針 ・ 能 エ ・ 大 林 組 1  1 V  



軒 廻 見 上 園

軒 廻 見 上 回

最 上 唐 屋 根

l V 2 “ 蒲 接 曾 館 " 設 計 ・ 8復 工 ・ 大 林



正

1 階大ホー) 1 ，. .

地 階 平 面

“ 蒲 議 曾 館 " 設 計 ・施 工 ・大 林 組 3 I V  



玄 関 ホ ー ル

貴 質 室

曾 E義 室

I V  4 “ 禰 接 曾 館 " 設 計 ・ 絡 エ ・ 大 林 組



公 演 場

公 演 場

階 平 面 園

“ 蒲 接 曾 舘 " 設 計 ・ 飽 ヱ ・ 大 林 組 5 l V  



5 階 休 憩 室

2 階 平 面 目里

休 憩 室 電 燈 器 具

商 圏

4 陪 平 面 圃

I V 6 “ 爾 費毎 曾 舘 " 段 計 ・ 縫 エ ・ 大 林 組



地 下 室 食 堂

地 下 室 主 堂

5 階 卒 商 圏

“ 珊 策 曾 舘 " 設 計 ・ 鐙 Z ・ 大 林 組 7
1 V



地 階 ホ ー ) [ . .

大 F昔 段

I V 8 “ 痛
祭 曾 舘 " 設 計 ・ 纏 ヱ ・ 大 林 組



本 屋 正 面

構内より乗降湯上家及本家を望む

名 古 屋 旋 客 騨 9  I V  



集 ヰL 鹿 間

集 ヰL 康 問

降 草 地 下 遁

I V  1 0  名 古 屋 接 客 層



乗 降 場 階 段

東 海 道 線

5 等 待 合 室

妓 客 大 食 堂

昔、

名 古 屋 接 客 騨

¥、町J

1  1  I V  



位 量 園

l  新鰻並鷹舎

2 新 ホ ー ム

3 奮 腰

4 奮 薦 舎

酷

帥

組

幽

相

明

N  

〉



地 階 平 面 園

1 階 平 面 圃

名 古 屋 旗 客 窺 1 3
1 V  



"ヨー

単 ｊ て ｾ ｲｉｉＺ［ｾｾｆＮ

困
同 |

;;'lI CI同E Z主孟話宣

| 回， I  

同 ， ! n:

ＧｩＡ，ｵ Ｚ ｾ＠

亡三Z E - z

Ｍ Ｚ ｾ＠ ｾ＠

:1iIE!' 四四I: rτ -一' ー
高

ｾ主

同

ー 同 Eι J

. 回! . . - ・回 .

US:  

Ｚｾ・ ＿ ・尽1

ｾ＠

ミ瓦与1

，ーー
ｾＮ ［Ｂ＠ _.， .' 羽

自 :i N

立与i

ち

・
一

目 .盟ー 羽 ｾｾ Ｎ ｩ Ａ

園

I V 

長 さ

"......ーーーーー-' -ーーーーーーー~、

メー干 Jν 日本尺

85.α)() 280. 5 

88.α 氾 290.4

235. α) ( )  775.5  

80.449 265. 5 

99.5∞ 328. 5 

224.2∞ 740. 0 

334.540  1104.0 

2∞.910 663.0 

206. 360 681. 0  

186.730 616.3 

客

回

層

面手F苦4  

名 古 屋

名 古 屋

ド イ ク

来 京

紳 奈 川l

エ ' " プト

東 京

日 本

東 京

東 京

旋

所者正地

屋

者専

名 古 屋 市 混 合

変 知 j膝 混 合

Y ヱ! } ' A. . 1 J Y飛 行 船

上 野 属

機 演 腐

ピ ラ ミ 少 ト

東 京 E軍

軍 艦 陸 奥

園 舎 議 事 堂

清 洲 橋

名 古

4百No  

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

10 

264. 4 ∞米突

882.720尺

薗

金

卒

1 4  

ｾ ｾ＠3  

園
2  



首、

- .  ＮＮｊＭ ニヰ』生 ｅ 且芋ユ崎町出 ＴＱ Ｓμ ム 』 ＱＢＧｾｊ Ｎｊ ｌＮＮＮｌ『 Ｑ じ出 ｾｊ 且Ｑｍ担当出 ｬ 出掛同盟蝿 Ｔ ｈ 割出ｼ出且樹 ＡＡ怯刷版 Ｑ ・出 同副盟国 民ly ｾｊＡ 凶司 叫ｬｊｬｐＭｬ 中同制 ｕ 州以剖叫叫件 ｩｈ 凶品同＼Ｑ］回目出 ｉ ｉＡｊｊｬｌｬ ｟ｌ｟｟ｪｊ 1  

t t 函 立 面 園

叫

嗣

i 車事1i 比 四百|
l刷園 出 国 ト 断

詩
面 国

輔

調

-

U

-〈

背 函 国

ｈ トロｾ • .. _ ， L J  

|  

iL 彩 匂孟み| 可岡百圃; 園田園田 ι 斗圃直E 随一直一E リ 11 ' ! 裏 ロ 正 面 図

裏 口 正 面 図

10 5 ・。S 1 0  Ｇ Ｕ ＮＲ Ｚ Ｐ ，Ｒ Ｕ ・ ｾ ｍ



名古屋族客騨工事概 要

1. 名古屋寝改夏工事計f 1J要旨

名古屋緩 11明 治 19年 3 月 1 日替手起を開始し1: る

ものに して 、漸宅たその機構 11械張ぜ られたるも 、

中部 日本産業の中心地れる名古屋市の安展 11 、逐

年! 投凝ら極 め、 旅客の乗降及貨物の集散11年さ共

に激府し、苔来の設備に ては完全なる 使命ら果す

こさ不可能ぜなリ 1: るに至リ、大正 8 年 12月漸く 、

?2・攻支計割案の骨子が決定さるるに至る。

ｊｬ ｐ ち 、 運聡数量ｾ年 ｊ 宵 ｪ ｊｬｬ の将来に 備へ 、 昭和 ＲＰ

年の推定量の下に、従 来の形式を後更 して 、旅客

務 、客車操車場 、貨物線 、貨物操車場、さ夫々作

業状態による分離を行ふこ之さなり 、就中 、旅客

様 11 、 その 中心た珂北約 5 百米の地に霊登更し 、且

つ 乗降場を高架線上に程告 て 、 ｾｾ 1ご昔日た 『コ :/コ

ース』 、待合室さ充'品・ し、品種本屋 さ 鍛道局E盟会三

11合築して建築され 、騨' * - 屋両日 の新設内11に、馬車

部j に大E荷主品ーか設置する等の線本的大改』主計創を樹

立ぜられ7こり。

1. 稼客霧建築設備概要

( 1) 鹿本屋並鍛造局風会

1V 1 6  

(間口 〈全長;21支〉

建物の大き c奥行 52.5米

|高さ 池上 27.8米

l  J o]  C  ¥. 地 F ) ( 6. 4米〉

構 造 地階た含み 6 階述、一昔日 7 階建、銭骨

鍛筋コ: / lJ lJ ート造

外 装 大 部 分 11i 奇磁色た}J111. 氷ぜる溺I f l J リー

ム』色ｉｦｾイル 』 ｅ 長 、

一部琉球石孫、正面各女側腹壁11 黒イ主

崩張

殿内部仕上 床Ii' lJ lJ ，ノカータイ ル』 張 、 腰ｾ

琉球石5長

l 階 l主主ごして旋若年務に して 、地階及 2 階の

一 部1J?除吾 、f也11鍛造局E里会 、及び運輸、保

線商事務所 に充V; さる。

建 築面積

勝本屋 延面積 約

14，400卒米

( 4，32()j;苧〕

周E里会

畷附属建物

総 延 坪

建坪

( 2) 高架下

イ、『コ y コース』

fI 

11 

fI 

11 

25，5∞卒米

約

く7，65ω 平)

1，2∞卒米

約 ( ，36α 平〉

41，1∞卒米

約 ( 12，33岬 〉

約おおZT

巾お米、長 131米〈約 1，3α 岬 〉

床 『 ア ス Ｗ アルトアロ ｾ lJ dJ 数

柱及腹壁 琉球石張、

名

天井『テ少苧ス』張、

口、旅客待合室く合計22他 的

晩、一三等待合室 111i ' ベニヤ』張 、三等待合

室 11 ｉｦｾイル』張 、 床『伊リ ゾ力 ータイル 』

張 、 天井 『テ ｾｬｊ ス 』張

ρ 、各地 下道

乗車地下道 l甘7米 、延長約 100米

| 鋒草地ド進 巾7米及 10米 、延長約 124米

ｊｾ ｻ 也 ＱＲ 笈 ｬ 弱健地下道 、 手小荷物運搬地ド道 、

郵便地 F 道がある。

く3) 地ド商};5街

乗車及降草地下道のード昔日た利用す

( 4) 乗降場

京海道線上下二本 幅 員 11，め仕

延長30.0米

側[ i j 線及中央線各一本苑

幅員 9.8米

延長250米

般 ｩｔ 構造上家 、床 『アスフアル ｬ 、 Ｗ ・ ｉｊｾ ゲ』

!数、各乗降:場に 、待合室、助役i辰m詰所 、洗

面Ji !rた備ふ。

( 5) 椛内: 帯主J t 4勿

f吉披 扱Ji)j. 、構内従業員詰所等十棟。木造。合

計延面積約3∞坪。

( 6) 旅客層車内部設備

!  な主主ｾｊｱ ｬｬ 係及特別待合室附係

1. 掠客設備関係

JE面玄関康問 、HJ 札康問 、手長札足首問 、『コ Y

コー ス』、待合室構内郵便局 、 日本旅行協

令 、 結察官仮 出所 、 名古屋市現 ｾ 光案内所 、

旅客大食堂、公衆電話 室、資!苫等、

地 F商) ; 5街に 11各種飲食応、 E主席 、食 堂、理

髪席、浴場等た菌E置す。

1 . 業 務 段 備

高署長及 ｾ ｬ ｾ 務室 、 ｈｾ 札室 、 鍛造案内所 、 手荷物引

受}i! j- 、携帯品預所、小荷物引受所 、手荷物引渡

所等

1. 工事工程

大 j f 14年 用地質. ! &開始 、

Af.{利 4 1f. 旅客層軍一昔1¥工事 :;' 1三F

昭和9年8月 続本震工事若手

昭和 12年2月 馬車管業開始

1: 笈窓側係工事立五銭道局照合関係工事 11 昭

和 ロ年9月完成のT象定、U F総nl施工' 1

'

1. 総 工 費

25，∞つ，0∞ 刷( 談 合T象主主〉

内 局 用地質 7，200，∞0闘

古

貨物設備' f i . 3，∞コ，0∞聞

旅客設備投 5，6∞，α)() 間

務 本屋局ｾ舎建築工事 Ｖ ， ＲＰＰ ， α均 四

第二期工事1'( 1，700，0∞ 闘

屋 般 客 腸



外 観

ロゾド Y の女撃校rjJ 最古の ものである

本校の新校舎 11. 男女の幼年生を含み. l ¥主将

人 民 5∞人、講堂プ口 ::n; ; : : 食堂プロ: y

); 7'J?道路側IJ にさり 、三階建の1i ( 験室 プロ

ク。 z 四階建の教室プ口: y )J 11: 道路から

遠 ざけて騒音た防いで ある。

( A ，'chi t ectul 'al  Revi e w， J an ， 1937 より〉

( イギリス〉 バーリントン女事校

1 階 平 面 園

2. 3 階 平 面 園

-.?J 

4 階 平 面 園

教 室 内 部

建 築 家 S i n J o h n  Bur net ， Tai t 反 L o r ne 1  7  I V 



外 観

』投容人員 850人 、外 部11

淡紅灰色の煉主主さポー トラ

Y ド‘ 石。

くArchi t ect ural ' Revi ew， 

①

 

平 面 図J an. ， 1937よリ 〉
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外 観

地盤軟弱のt: め基礎に長さ 5 0尺の 16

IJ 寸角餓筋コ Y lJ リ一子杭( 耐カ70t ) 8∞ 

本た周ひ、建物 11柱梁餓筋コ y lJ リ -

F 造 、現 白壁11厚 11吋の中空煉瓦造、主主

具 11木造である。倫建物の大さ 11長 さ

9301. 幅 24m. 高塔上まで 3 0 m. 河11111

及道路側11に11約 3 m舗の庇を有し、内

部も貨物の漣搬1 J . o 機械的に行ふて入力

主，省する 7こめ 、エ レベータ一 、コ y ペイ

ヤ一、 lJ V - y、ス 月イラ / V ・ジュ ー

ト等の設備が設されてゐる。床 11一 、

二階た Grano1i t hi c仕上、 三 、五 、六階

か穀物貯蔵に遁する 4吋厚の松板張、 l

ｉｊｾ 厚の楓板仕上等さしてゐる。

( Archi t ect ural  R evi e w， J an ， 1937 

よリ〉
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大統領邸やベルサ イュ宮殿などに使ふ 、

室内装飾品在牧蔵してお く所。製作の'1: め

の7 ト リエ もある。幾分モニユメ Y l ' ー か

なデザ イY I1 7 ラ Y ス風な芳香を潔よ 11ぜ

てゐる。

司王箇闘に就て

I V  2 0  

l 居 室

2 ア ト り エ

3 倉 庫

玄 関

( 7 ラシス〉 圃立家具寮

中 庭

平 面 圃 @'  
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Whi pnade われりで多 くも

のしてゐる D，' ake &  T ecton  

の設計のもの でこれも Whi -

pnade 動 物園の近くにあるら

しい。 間仕切 さサーピス ・テ

ープルさの組合ぜ る入口のス

ゲ リ - y にす企用して ゐる 潟ift..

の 中央のハ ーフト - y の彪が

設 計 者 の 得 意 さ す る 虚 ら し

む、。

潟i f t . . の肉ふに見えて ゐる室か大岳〈 見

ぜる 鋳の壁鏡 芝、聴いス )J 1 ) _ y によっ

て、さりさめもないプラゾら救ってゐ る。

フラ y )) フJレト・アム ・マイ Y にあるさ

さやかな S lI n Pa.-J or 式の食堂。

( A，'c hit ec tLwal  Reco，'d， J an. ， 1937 より 〉

レストラン内部の種々相 2 1  1ν 



窮民で 11J; 見11れないが、黒色の墜さ線色

の天月二1.l?遣す比ぜしめて特色あらしめようさ

し すこ え ｢ ｴｾ Ｎ て。

( A ，'c hi tect l1' 百 1 ｒ ｾ｣ ｯ ， Ｇ､Ｎ＠ J al1 .  1937 よリ〉

l V 2 2  レストラン内部の種々相

各階の食堂た主主ねる蝶旋階段のある

ペ ，V リ ν の レ ス ト ラ Y 。

l &聞のある大中庭に面してゐる。

演奏用プラク干 7 j r ームの上部に奮

さってゐ る反響板に波意。



9ト

制

『

d

Z

凶

〉

〈

民

O

綱

儒

凶

認

-
E

U

Z

観会ト

貨物及事務用自動車の交遜頻繁

な 三叉道路の交射に建て られ 、サ

ー ピス・ステイジヨ Y さして 1"1絶

好の位置た占めてゐる。

法規にイたって煙突1"1隣接の建物

より 6 択高いこさが必要であるか

ら制合に高くなってゐるが、夜間

1" 1 それたフラ Y ドライ干して主主く

か ら 目 立 つ 様 に 設 計 ぜ ら れ て ゐ

る。

外部 1"1固いテラコクタ仕上 、サ

ーピス ・ ルームの ｾｉＡＮ 磁器タイル

貼 、府間床世に事務 室及 化 粧室床

11 テラY ' -、 法消室 ( q 差の電動

式リフ下 1.t 備ふ) 1"1墜 1"1聞い食E極

東『華経掛 9 イル 、床 1" 1 セメプトモ ，y

?< Iレ仕上。

事務室の悠 1"1大告〈閃かれ 、告を

殊 なアルミユウ ムのサ y γ ュが使

用さ れてゐる 。

( A r < hi t ect u.-a l  I"' onl  111 ， F eb ， 

1937 よリ〉

PII "'P!O 

豆亙豆主主

¥レ

し一一 l  
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待 合 室

外 観 夜 景

千エイ y スト ア設計の要量占

11 、何 んな場所に於 ても 容易

に見分げ ι れる 待 徴のある n

イプ1J ?f乍ろに ある。 ウエ スタ

- y . ユユすゾ電信合祉の各

事務所 11 この要求か満足 して

11 a; ; ろが、一般に外淑が不統

一て' 遜行人の法1また喚兵まする

1ごげの魅力各持7こないものが

多い。

そこで 、 これが全般的改反

の第一歩 ごして H en. .y D r<!y'  

f uss l1 、いろいろ聖量化た奥へ

る こさに依って 、 この舎枇の

米圏各地に於 げる 事務所さし

て遁笛すよ形さ すより 得 る様な l

つの焚例1，J?設計 し1:。持闘が

それで ある。

正面の外椴 言、背古賀 さの

内部の調子がこ の設計の基調

である。

待合室中央の悶阜 、天井の

間接照明 、それか らカ ウゲ旦

ーの上の受蓋 11回特式になっ

てゐて事務 員 11 それた回縛し

て遜信た読 む こさが出来 る械

になって居る。

壁 11 プヲス? < ーの上にベ Y

キ塗 . 巾木 11背い ゴム 、床 11

裕色のアスフ アJν トタイ ルの

聞に策色のゴ ム1，J?絞 め込 む。

( A rchitect ural  F OI"l ' Il l， F.  

eb ， 1937 よリ〉

卒 爾 圃
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ペ ル リプヰじ方東 プロ γ ヤのロミ Y テ

プ地方 11普から図の1守磁場ーさして代表

的のものである。こ 0 建 築 116 人の建

築 家の懸賞設計案によって 、 その卒匝百

が決定され、昨年 9 月竣功ぜ る L の、

森の小高い土地主Ti 窪んで建築 され 、そ

の卒面11 中庭式で 、自由な耳Bi:主にfたっ

て狩狐館らしむ、取扱いがみ られる 。

建築用材 11松た主さ しすべて この地

方産のものばかり。木造建築さして 、

その意匠並構造111最近のJ賢治の園民建

築の傾向に従って 、郷土 色のよ!Eかな も

ので ある。木材の持つ待有の主また 7 Y

!J. . Yにき かぜ 1: 室内の構造的すよ意匠 11

面 白い。

Ｈ ｚ ･ ｮｴｲ ｡ ｬ ｢ ｬ ｡ ｴｴｾ 山，Ｎ Ballven valt ung， 

J an. ， 1937 より〉

康問より食堂を見る
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l l /締罰申ー到何事か成ら ざらむ 。

の格言が彫まれてゐ る〉
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精子 の美術 的 用法 ｉｾ 、何 さ言ってもピザ ｙ 手 ｙ ・ モザイ ｾ ｴ［ が 最初

で 、而 も非常に優れれ境地 にまで主主してゐる。

事 え が コ ＺＮ ｹｾ ｴ［ の伽重 ｅ の窓 の ステイ ｙ ド ・ ゲ ラス。

だが 、 ステ イ ｙ ド ・ グラスの時代る過ぎてからは 、 補子 ｉｾ 窓に使は れ

るほか建築的に重要きた失ってしまつれ形で 、専ら工婆家の手に依って

工 婆 品 さしての境 地 ｾ開拓してゐるに過ぎなかっ ＱＺ 。以来 、 Ｑ Ｙ 世紀末ま

で、 ペニスた ｉｾ じめ箆雰 Ｗ よ硝子工惑の生産地 が 相 ｩ 滋いで出現しれ 。

併し、 今 日 の椅子工業の進 歩 ｉｾ そう し れ過去さ ｉ ｾ 問自の談では ない 。

品 質 に於 ても生産 量 に於て し及 ＨｪＺ［ ｦｪ 骨子使用 の経周に 於 ても驚ｾすべき

霊堂主主た見ぜてゐる。

ここに織ぐ る例 ｉｾ 建 築に於 げる 硝、子臆 用の 新し い可 能 性た示すもの

で、高官子に謝する過表の放念た全く放棄ぜ しむる に足 るものである。

くAr chi吋it匂ectlll ' a叫 1 F orl l m， F e b.， 1937 より 〉

2恵 圏

1 V  2 6  新しい硝子の用法

第 3 園

第 1 !罰 口 Y ドY の建築展覧舎に出

品ぜられれ床、 盤 、家具等

全て石肯子製の織入室

一 一建築衆 O! i ver Hi l l  

設計

第 2 園 金銀色の中に透明に彫刻ぜ

られれ硝子天井

第 3 園 彫 刻及修飾惣用 の石骨子の

扉 、第 2 園、第 3 悶共 7 ラ

Y スの Ingrand 夫 妻 の 作

'" u日

第 2 園



- 時 報 ・

、4・

ノレ 3 ノ グ 技ン

戦 黒占 よ り み る

術 並 都 市 計 董 の

大 べ /レ ン の 直 域

von ¥刀alt er Koeppen， Berl in， 1928.  

- L I '  

p 日

陸 二 課

fl i  i ieのノミ ベノレリン地Ji ，H- 事; 組合の|高域 ( 1911- 1920) は市停滞官 Berlin，Charl ot tenburg， 

ｓ ｣ ｨ ￶ ｮ ｾ ｢ ･ ｲ ｧ ，＠ Ri xdorf ， W i l mersdorf ， L icht enberg， Spandau，必 l亡郊外部 T el t ow，Ni eder-

barni mを包含 してゐた。 之常: の I前績は 351，200ha であ り、*[n長い南北K 延びた形を有し

:nの最大の長及似の距維は約 110km ) '; 宅 60k m あった。( 第 1 岡〉

大べ ｊ レ リ ン 地 βＭ ｾ Ｍ ｉ Ｍ 霊 組 合の 目的 は 次 の三つ で あ ったが ｊ ｾ の目的に封して之ＧＱ［［のｼ高域は Ａ長

jn生きる とと がf係った。

1. 凶餓 を除く交通附係の統治1J

2.  建築級制度及建築法規の故正

3. ｬｊｬＨぃｾ地の供給及管理

Li ebenwal d 及大 Schonebeck t L 近い北部地区 Ni ederbarni m，並びに Z ossen t L 近い

砕j部地匿 Tel t ow は鎖道及園道の連絡以外に大べ J レリンとは何等都市計ー輩技術的た闘係は

危い。

斯 る認識か ら新 ベ、 J レリン市域の境 界 を地

方計霊組合の面積に比して著しく縮小し、

今少しく固い形に匝切らうとするに至っ

た。 現在の市域は組合匝域の約 1/4 たる

87，835ha を有し、境界の端は都市の 中心

鈷か ら直線距離 で 17k m距つてゐる 。

然るに大べ J レリンの一般的構築計霊の更

改の結果今や1920i宇陀法定さ れた共の匝域

が ジード J レンク 技術上1ft. 都市計宜上の重要

問題に封して多くの快陥を示すやうになっ

た。之等の快! 唱を次に僚記しよう 。 ( 第 2

刷〉 第 闘

4 7
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第 2  図

1. 詑組合匝域であ る 北 べ J レ

リンの Frohna w は 哲11市境界線

の愉廊から遁かに突出 し、共の

つの長訟の1てに 於て Orani en-

bur g  rc 至 る 郊 外 錨 退 が 境界線

を Ｑｾ してゐる。此鴎で Ｑ ＱＺ Froh-

nauとHohen-Nauendorf の 中1m

のー停卓場を通じて交通J て及び

i.時事It- _I-，I1f!.;l，I!的に開拓 しf与る 一つ

のジ ー ドJ レンク技術J -，の 2151位を

郊外餓道の雨側 K 於て形成する

様にすべ きであった。 l比の基礎的保件 によって農耕・地必 St ol pe 村 をべ } L リンへ連絡す

るととが I'P，米 、同時に商ノケに接制した Stolpe の森林から自然的に境外 を形成してゐる

Havel  迄をも連絡するととが出似ただらう 。此の森林地は大昔Ilrll 人 口のl XK本地としてイl'

結せしむべきである。

2.  Frohnau を凶にして G ri eni cke 11ITがベノレリンに接続して居り 、その匝域は肢に jぷ

範Ａ 吋 にジ ー ド ｊ レンク ｡ が建てられてゐる 。 居住者は大部分ベルリン ｋｾｩｪ ｊ めてゐる 。 道路 、 運

輸 、交通& び空地に閲する G li enick巴の利害はべ・ノレリンのそれと符接に結び付 いてゐる。

放に べ J レリンの境界のー智入部を満た してゐる此の匝域も亦ベル リンK 編 入せらるべきで

まうった。

3.  a.  ペ ノレ リ ンの東方 ｆ ｲ ｩ･ ､ ｲ ｩ ｣ｨｳｨ｡ ｧ･ｮ 附 近に於 て ｄ ｡ ｨｬ ｷ ｩｴｺ の匝域の一部が模 ｊｾｖｃ

r . : : }レリンの境界 に削り込んでゐる。 此の模形地 は E rpe・Tal es の要塞を含 んで居 り、 それ

がべ ｊ レリンの 中 に断ってゐるｼ渡り既 ｖｃｾ 地 として保詮されてゐる。より成ぃ ｅｲ ｰ ･ ・ ｔ｡ｬ･ ｳ

や隣接の森林地の維持の閥係上此晶でベル リンの匝域境界を固くすると とは合目的である

だらう。

3. b.  G lieni cke と同じく束 ) i にある Fi cht 巴ngrund Ill Tは一つの楽落をな し、他と 完 全

に絶縁 してベルリン と指接た附係を持つ人 々が住んでゐる。全く交通開係の利害は 一致 し

てゐ る。 此 の ｬ 豆域も￰ｊＧ模形にベ ｊ レ リ ンの 市 域 ｉ ｾこ 侵入 し てゐるの で あるから市に編入するの

が合目的であらう。

4.  砕j ベノレ リンの Ei chwalde 村には之 と辿杭森林地 Gr unau- Schmockwitz- Forst  VC依

って遮断された住宅地がh � ， その土 地 はべ ｊ レリン 市 の所有である。 此 の 地 ｉ ｾ の居住者は

すべて峨業上 ベ J レリンと閥係がるる 、彼等の特別t J . 就 察) J ・法告書;I'C就して考 ).1与されねばなら

ぬ。それ故 vc E ichwal de 村が此の住宅地と ー閣に なるこ とが農業経営上合目的である。

此の ことは E ichwalde が けiVC編入す ることに依って設も哲11合 よ く遂行 される 、やj となれ

I V 4 8  



ばそれがベソレリ ンの匝域にうまく連絡するから。

s. 犬 Zi et hen 村はペ J レリンの境界線K 著しい官IJ 込み部を形造ってゐる。それは R udow，

Buc how， R ichtenrade K 於け るぺ J レリン市域の統ー した ジ一ド ルンク技術的な開護主合

目的危道路網の完成を邪魔してゐる 。航宅捜の研‘ 究機附の昂に計聾され るー飛行場は一部

はペ J レリン市域医 、一部は大 Zi et hen 匝域に跨るだらう 。既に大 Zi et hen の大部分 の土

地が ベソレリン市の所有になってゐるのであるから大 Zi et henのベルリンへの編入は械めて

容易であらう。

6，7，8. 境界線の補充の問題は更に南ノケの Osdor f・Hei nersdorf ，Tel t ow， K lei n- Mach-

now 及び Stahnsdorf f亡於て起る 。

ｏｳ､ｯｲｦ Ｍ ｈ･ ｩ ｮ･ｲｳ､ｯｲｦ の 而 積一一 ー 現ギドベ、ｽ ｾ リン市の ｒｩ･ｳ･ｬｧｵｴＭ ーはベ ・ ｊ レ リ ン 人口 ｬ 亡封す

る: 冬地の闘係 人 且又一部分はジ ード J レン ク建設の錦に 問題と主主る 。

T elt o w はうどillLI-.ベ ル リンと必接友附係がある。隣接ベルリン市域との統一的な産業及

ジー ドノレンク‘ の|泊殻が出切に要望される 。

K lei n-Machnow- St ahnsdorf には現花) 京大友市の地所 Duppel と有名古主大中ぷUE地公聞

がある。 うど 通 - & び ジ 一 ド ル ンク♂ 技術J ::J 比の凶域は Zehl endorf ，Schl acht ensee &.ぴ

Ni kol assee と街接な閥係がある 。

9. : 1没後に 、然 しWi K 附 け加へではないが Seebur g と云ふペノレリン市域境界の邸入部

がある 。H avel K 極めて近接せる此の替入部は Kl adow及び Gat owの匝域を他の Span-

dau の地み及びベルリンヘ完全に結び付け るの Seeburg の喫形部 lti 重要;t:J. 雄粒jfi 宇を含むか

らそれを Pi chel sdorf か ら Gat ow- Kl adowへ延長 さすベ・きである 。非常K 重要な交通路、

1111 ち Spandow か ら G at ow &..び K l adow I ' C至る凶i立政びに Spandow からGr oルGl i e-

ni cke- Krampi t z を越えて Pot z dam I ' C 至る閲道が此の棋] 診地を通じて町並する 、特に此

の最後のベルリン境界の時入部は馬鹿々々 しいものとして吾人のj主意を惹く 。

之等; の数へ上げた大ベ ル リンの境界の諸快戦が取除かれた主主らば、との手伝接な括Wdil 長城

IC到する者Ilrli 計主並びに ジー ドノレンクa 技術の視拙からの刻下の要求は満足 される 。

ｍ ｉ 乙之 ｾｌｍｍ 聯して 、向、大白 ＱＱ 市 の更に Ｉ ｊ ｉＱＮ い周間部 に封してイ ｦ する防Ａ係がＡ［ｩ毛布に品 川 討しね

ばならぬ。

即ち以下のとと がそれでるる 。

1. 近 隣の進足匝域の自然ヲミと森林の保護

2.  郊外道路及び自動車路の充分な増設、及び

3. 遁蛍左鍛道沿線の隣接哲1I 市 への工業の移殖と増殖の指導。

1. ベルリンは美しい郊外に高まれて居り 、べ、 } v リン;11民は高速度で };([11貨危郊外交通機

附の助けによって共晶へ同懸けるととが出来る。土IItd. 日や日 IItd. 日のより逗いハイキンクの

11 ¥愛鞘は郊外餓道の終結で ある 。

4 9
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今問題の周園部の概念を得る嬬に、主要地黙を西から北、 東を経て南へと数へ上げて見

ょう。

Pot zaam- W erden， Fr ench 及 Par 巴tz 迄湖沼と森林がある。

Spandau- Nauen， Bri esel ari g， Fi nkenkr ug 及び美しい Kr amer wal d を持つo

H巴nni gsdor ι Vel t en- Cr emmen，

Orani enburg， Orani enburg 山林を持ちそれは

Muhl enbeck- Wandl i t z を経て

Bernau- Bi esent hai まで続く 0

1Verneuchen， 

生旦虫恒旦，その中I mKRE麗友森 “ der Bl ument hal “ を持つ。

Erkner・Eangschl euse，Wol t ersdorf や Rudersdorf や湖水地方を持ち、それは

Sc hmockwi t z・K onigs wust巴I・hausen 迄続き 、最後に

Dahl wi t z- Rangsdorf  

都市計霊的意識の一般的覚醒に依って今や多くのペルリンの隣接町村がその匡域に封し

て大規模の構築計霊を立てるととに開: ! i i ! してゐる 。ペノレ リン市攻は行攻上軍に直接隣接 町

村の計霊に注目してゐる丈である。 而も此のととに依つては TEに希望がるる程度表示され

るだらうが要求は満足され友いだらう。

2. 空地や森林地と同様にベルリンから IH設する郊外道路や自動車道路に就ても同様な

事情がある。 何故ベルリンの匝域内丈及び高々 5 - 10kmの外迄丈について遁路K 完全友

姿 、舗装と維持が輿へられ 、狭い町村の放射線や境状線が着手され 、そ の上更に地方的危

考慮が捌iはれる必要があるだらう ?

自動車道路建設の認の墜術協合は恰も全ドイツの最も重喪主主交通道路の決定に従事し交

通街ペJ レリンに就て以下の遠距離道路を探搾 した.

1へ1i ttenberge- Hambur g/ Hannover - K 凸ln/M 証gdeburg- Kol n /  J  uterbur g- Lei pzi g /  Luc-

kau- Dresden/  F  rankf urt  a  O- Br es lau/  C ust ri n- Danzig/ Stettin /N  eustrel i tz- Ostsee. 

島県術協合の事業組| 長lは然し!京大であ り、 その!雀勢はあまりに微力である O ベソレリンはそ

れ放に少友〈主も自動車ドライグが計重され、そしてよじ較的盛ん友貨物i j ! 最重閥係を維持す

る隣接|亘域の道路行玖瞬、 と共同すべき であった。

3. 大都市に於ける工業の浸潤による快陥は著明である。それが より盛んに大きく友る

程より多くの人々が成い高償友通!liJ J遁踏を煩はし、より多くの人々がE 大な貸家の宿泊所

に入れられる。

工業の分散及ぴ

されてゐる 。最初 L e伐te配c hwo町rt出h 及ひび、 W el wyn の先例による純粋の田園都市は大都市の

衛星 主考へられた。之に は非常に大き た悶維が存花する。 即ち此の衛星都市に於ける充分

大きい労働バi 場の創造、謬校、養成所等の創設である。若し中心太陽たる大都市と遁富士E
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閥聯 を持つ現在の統一的なl町村

区域 内に移殖さるぺき工業 を持

って来るならば此の困難 I'I 極 め

て容易 K 克服すると とが出来

る。例 は H 巴nni gsdorf とVel t en

である。同様な殻肢が O rani en-

bur g  vc始ま ってゐる。

ヨ々に fni 幾分以下を考祭しょ

う。

T elto w， W ildau， F ursten-

walde， E bers walde， Branden・

burg. 

ベル リン市は との共同利益の

事柄K 就て闘係近接町村と共に

遠大な杜合的I' L考慮された ジー

ドノレン ク' 玖策を志 して ゐる。

第 3  園

第 Ｓ 固は考 祭 中 の匝 域 を表 はし、且 ＴＰｫ ｭ の Ｇ Ｑ ネ ｜ ｾ をもっ 内側 の 闘 で袋 地、森林及 び自

然美に闘して大ベソレリ ンと密接 な閥係 を持 つ匝域 を|到む。 100km 字経の外側の闘は ベソレ

リ ンから共 施 ま で が 交 通路 の計Ｍ藍 及び建設 、 ｬｬｾ び ｬ と ジード ノ レ ンクＧ 技術 上 映賠 の ない 工謀 議 主

管が撃備せら るべき限界 をぷす。

( 製士 、地_I -.構築委員 Wal t er Koeppen， Berli n: Stadte  bau;  1928， Helt .  4. より )
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肇 湾 都 市 計 董 令 施 行 規 則

⑨重E湾総督令第 1ω 貌

登輝都市計変令施行規則左ノ遜定ム

昭和 11年 12月 初 日

釜 湾 総 督 小 林 勝 主 貴

重聖栂都市計主主令施行規則j

第 1 主主総 則

第 21i t 地域及地l雇ノ設定此= 建築物等ノ制限

第 l 節 遜 則

第 2 館 地域及地区内 ニ於クル主主築物等ノ制

隈

第 3 節 ｾ築物ノ敷地、高サ及共ノ敷地内ノ

宅地

第 4 節 建 築 物 ノ 構 造 設 備

第 1 款 一 般 構 造 設 備

第 2 款 構 造 強 度

第 I 槻 J l IJ

第 2 木 構 造

第 3 石構造、煉来構造及コ Y クリート

構 造

第 4 餓構造及餓骨構造

第 5 餓筋コ Y ゲリー干構造ー

第:6量強度計算

第 5 節 工 事 執 行

第 6 節 損 害 補 償

第 7 節 雑 貝IJ

第 3 j ;t: 土地区劃笠f旦

第 1 節 一 人 施 行 及 共 同 施 行

第 2 節 行 政 顕 絡 行

1J.; 3 節整理施行地ノ: 地税

第 4 節 換地 底分

第 5 節 損 害 補 償

問t Jl. IJ 

第 一 ヰ 締 WJ  

第 1{燦 都 市 計 叢 事 業〈以下計量P! 玉栄子稿写ス〕ニジ

テ行政官爵ノ執行スルモノハ董湾総督之チ 指定

三、

蜜再号 線 督肩 ￭ｬｾ 頁ノ Ｚ 規定ニ ｦ ル レ 指 定チ錫ジタ ｰ レ ト 当

IV  5 2  

、
、

J

J・
-

a

r

f

‘
、

2、英ノ旨チ告示ス

第 2ft華 言十笠事業，、前燦ノ: 規定ニイた η 指定ス pν モ

ノチ除。ノ外都市計笠庖域市街庄ノ匿域ニ属ス

市場合= 在、J テρ 之チ統轄スル行政底、大 正9

年 勅 令 第 361 銭1. ! t 1 { 燦ノ[ 亘く以下極ト務ス 〉ノ区

域ニ属スル場合ニ在リテ ρ E草地方質管理者之チ

執行ス但ジ蜜湾総督官十室事業Y 二以上ノ市 、街

庄 叉 ρ 匿ノ l亙繊ニ移リ分割ジテ之チ執行ス yν ョ

ト困難又ρ 不利金ト認ムルト寺芙ノイ也待別ノ: 事

情アリト認ムル下寺川事業チ執スペ当行政邸チ

指 定スルコ干チ俳

変輝総督前ｾ但 ｴ ，ＡＮ ｴ ノＺ規定二依 ｊ レ 指定チ匁ジ タ ｊ レ

ト寺戸尖ノ旨チ告示ス

第 3ft華 行政S! : - : . 非サ， } レ者釜湾都市計輩令〈以ード

計輩令下手j 1 } ス〉第 4{! 条第 2 項ノ: 規定ニイ衣リ 言十笠

事業チ執行セゾ干ス ｰ レト寺戸申請書ニ左ニ Ｑｦｾ グ

ル事項チ ｾｅ 紋ジ塁王湾総 Ｇ ｛ｱＭノ特許チ受クペジ

l  事業ノ執行地

2  事 業 ノ 種 類

3  事業執行ノ年度制

官 ￎｉ 項ノ申 請書ニ ρ 友ニ鎚ゲル書類チ添 ｾｦｴ スベジ

l  事業計笠松

2  費用車象ＤｴＺ ｾ 号

3  財源調' i l l '

4  一般間及言十l l i : 卒商圏

第 411革 言十車令第 4 傑 第 3 項ノ規定ニイたか究施計

輩ノ認可ノ申請｜ｾｴＺユハ ｩｩＮ ユ掲グル事項チ記載ス

ペジ

1  !I il 線 第 1 ｾ民各披ニ偽グル事項

2  'J '十道事業ノ若手及稜功ノ改定年月日

ｾ ￭ｬ 項 ノ申請容エハ前線第 Ｒｾ 員各君主ニ掲グル古

紙 、工事ノ設計替及工事ノ施行方法チ託統ジ』

2レ璽F妓チ添附スベジ

第 5{! 華 左ノ各自主ノーニ該営スル者ニ艶ジテハ計

主主令第 1ft華第 2 項 ノ 規定ニ f kw費用ノ貨物 チ匁

サジムルコトチ ｱｾ 長

l  行政官服ノ執行スル言十重事業ニ図リ著 γ ク

利 盆 チ受 tJ w公共図骨量



2  事業地ノ公共図飽以外ノ公共闘健乎叉 ρ 上

級公共周惚チ統稼スル行政鹿= 於テ執行ス ル

計変事業ニ肉 、j 普 γ ク利主主チ受ヲル公共闘骨8

3  計設事業トジテ新設、披築叉内政支チ然 γ

タ Jレ情造物チ叉" )J /レ者又ノ、共ノ傍造物Y 他 ノ

工作物トジテ効用手合企ヌルニ問、，) ;著 γ ク利金

チ受ク Jν ;r;

4  I{'十笠事業干ジテ新設、主主築叉 ハIllc J 主チ銭ジ

タ pν 倍造物ノ附近ニ在 Jレ土地' : J . >、物件ニ付限

利子有スル者ニ γ テ尖ノ事業ニ閃 1) :普ジ クホj

盆 チ 受 )J /レ毛ノ

5  行政勝ノ施行スル土地l亙劃笠現ノ整理施行

地 底F付近ニ在 w土地叉ノ、物件ニイ、H政不1) チ宥ス

ルモノニジテ尖ノ土地 院宣関節車二肉リ符 γ ク

利金チ受 )J jレモノ

f本6 係 官有叉ノ、公共!姻惚所有ノ土地又，、 4:m1'j: ;--

イ寸テノ、前総ノ Ｚ 規定ニ拘ラスＧ計鼓令第 ＵＱ 傑第 Ｒｾ 民

ノ規定ニ依 Jレ1' i .用ノ :責措チ潟サジムル コ トチ銭

ズ但ジ公用又ρ 公共ノ用ニ供セ ヲレザルモノ ニ

γ テ地上1溝、71 < 小作I ' l J i 又ハ賃借械ノ目的担 Jレモ

ノニ付テ戸地上械者 、71 < 小作機者又ハ賃借十航者

三Ｚｬ ｈ ミＯ言十ＳｄＺ令第 Ｕￚ 革第 Ｒ ＺｲｹＨノ規定ュイ衣ル ｾ Ｍ ｖｬｬ ノ

主主投チ: 傍サジムルコトチ得

第 7 係 官十鼓令第 5 線 第 2 項ノ規定ニイ次ル 1'( 用ノ

気婚チｾサ γ ムル場合ノＺ頁櫓金額及主主惚方法 三

付テ ρ $ 1) ニ之チ定ム

第 8 U草 計量E令 第 6 係ノ :規定ニイ炎、J 賦 謀 γ 得べ寺

都市計笠続ノ i段目及税率左ノ如 γ

l  地 租 附 加 税 又 戸 地 組 制 地 租 100分ノ 10以内

2  管業主君叉ρ 修 業 税 制 強 業 務 l∞分ノ 8以内

3  雑極秘叉内総積税制( 待別所得= 封スルモ

ノチ除。) 1∞分ノ 5以内

第 9ft草 銭道、軌道 、運河 、飛行場 、水道、 ド水

道 、土地区劃監理、運動場、紳貢士、官公害、 準

校 、病 院 、一闘地ノ住宅経倍、市場、 居 場、装

地、火葬 場、塵芥及汚物慮理. 場、貯水池及! 坊風

防火 | 均水防砂防潮ニ鞠スル施設ハ計笠令第 9 傑

第 l 項及第 10僚第 1 ｾ京ノＺ規定ニ位 Ｑ Ｉ 之チ 指 定ス

第 ω傑 言 十重令第 Ｑ ＰＨ際第 Ｒｾ ノ Ｚ規定ユ依 ｐ レ牧用叉

円使用 ρ 土地区割整理チ施行スルノ必要アル揖

合 ニ 限 1) ;乙チ銭スコトチ得

第 11係 前係ノ; 規定= 依リ牧用 γ d' / レ土地内土地

区割笠王里ノ工事完了後 ニ非ザ ν バ之チ貿却叉ハ

貸付ス Jν コトチ得ズ

第 12(1傑 前{ 際ノ規定ニイ衣 Jレ士地 ノ: 貿却叉山貸付 ρ

1己;--1め) J "/レ者 ュ釣; ; / 毎筆競争入札ニ依 1) 乙チ 1J  

7  

1  ｽｾ ノ土地ノ附近地 ｙ 言十 証令第 Ｑ Ｐｻｾ臣官ｾ 1  ｾ頁ノ

規 定 ニ 依 1) J技用セヲ ν d' / レ場合ニ吹テ常設附

近地ノ全部又ノ、一部チ収用ノ際所有 γ タル者

又 ρ 英ノ ヰ目淑人

2  肩ij 盟主ノ附近地ノ上ニ存 ジJ;l. / レ家屋手 首 該 附

近地収用ノ際所有ジd ' / レ者又ノ、英ノヰ目績 人

J  ［Ａｾノ土 地ノ全 部叉ハ 一 部チ尖ノ土 地 』枚用ノ

際所有 γ タル者叉 J 、: J Cノ相淑人

4  ［ｬ毛ノ土 地ノ 上ユ ｦｲγ タル家屋チ ｊｾ ノ土 地 取

用ノ際所有 γ 掛か者又，、 Jt ノキ目績人

!I ij lo貢ニ偽ゲル者一 人ナ Pレ干キノ、共ノ者二t tγ随

意契約ニイ衣 1) 予定却又 J 、貸付スルコトチ件

第 13係 官ij(1傑ノ規定ニ依 リ賢却' : J . > 、貸付スルコ干

刊号ず Jレ土地 ノ究却又 J 、貸付ー=イ寸テノ、 一般 ノ 競

争入札ニ ｻｴｾ Iレ

第 14傑 第 l Oj!傑ノ :規定ユ依リ収用 γ タル土地ユジ

テ 前 Ｒ 係ノ ［ 規定ニ位リ ｪｾ 却若 ρ 貸付スルチ遁 Ｑ Ｚ Ｇ Ｎﾭ

ナヲズト認ムルモノ叉ハ史却若ハ貸付スルコト

能ハザルモノニイナテハ? 首該公共闘怪 ρ 選 湾 総 督

ノ認可チ受ク［ｬｾノ土地ノ慮分又ハ伊里方法ユイ、 ｲ

必要ナル規定チ定ムペ γ

第 151隊 計霊 ｅ 令第 ＱＴ 燦第 Ｑ ｾ 貢叉 ｊ 、第 Ｒ 項ノ Ｚ 規之ニイた

リ営該官史( 待遇官吏チ含ム以ド乙ニ同ジ〉吏員

叉 ρ 都 市 計ilE事業執行者〈以下事業執行者干稀

ス〉ニ於テ他人ノ土地ユ立入 1) テ測量叉ハ制査

チ;待サプ干スルト尋ハ土地ノ占有者三重幸 γ 後メ

Ｉｾノ立入 ｆ レ ベ寺場所及日時チ、障害物チ後夏又

ノ、除却セゾトスルト寺戸共ノ物件ノ所宥者及占

有者二ft ;;/少 。 干モ七日間前ニ聖書夏叉ノ、徐却セ

ゾトスル物件ノ種獄、場所及日時チ遜知スベ γ

第 16係 第 3 線 第 l 項 Y 規定ニイ衣リ待許チ受ク Y

干スル者計量 ｅ 令第 ＱＴｾ 軍第 Ｒｬ￳ 頁ノ行湾チ銭サ ｹ ト

スル下寺戸勝長 、郡守叉ノ、市予ニ許可チ申請ス

ペジ

前項ノ許可申請轡ニ ρ 立入ノ; 場合ニ在、} テ ρ 立

入 pν ペ寺場所、日時蚊ニ土地ノ占有者ノ民名及

住所チ、障害物ノ後夏叉 ρ 除却ノ : 場合 ニ在、J テ

ノ、費量夏叉ハ除却セ プ干スル物件ノ積類、日時此

ニ物件ノ所宥者及占有者 ノ氏 名及住所チ記載ス

5 3
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ペγ 新 ｉ 項ノ期 間内 ニ 意 見 杏チ提 Ｑｦｊ ｾザル Ｑ 、当 ρ 意見

限 馬、郡 守 又 丹 市 努 =於 テ第 1 ｾ頁ノ許可チ匁 γ 担 ナ寺モノ干見倣ス

Jレト寺 ρ 同時ニ土地ノ占有者叉ハ物件ノ所有者 第22傑 知事叉ハ腐長ハ前係第 3 項ノ期間締過後

及占有者三共ノ旨チ遜知スベ γ 迷ニ補償ノ決定チ銭スペ γ

;1i ＱＷ 線計笠令第 Ｑ Ｔ ｪ ，傑第 ＱＱ 長 又 ノ、第 Ｒ ｾ 頁ノＺ 規定 ニ がI項ノ決定ハ3 '_'l!.由 チ附ジ J ) Iレ文書チ以 テ之チ処

依 1) 他 人ノ邸内二立入ル場合ニ於テ日出書ir 又ハ スペジ

日浅後ノ、英 ノ占有者ノ承認チ受 クルコ 下手要ス 知 事 叉ρ 耳憲兵第 1項ノ規定ニイ友1] 決定ヲ然 γ タ

第 18係 営 該 官 吏 又 円 支 員 計 量E令 第 14線 第 1 ｾ頁ノ ル 干寺戸決定守ノ 騰水チ関係 人 ユ交付ス ペγ

行潟チ銭スト寺ノ、官該官吏叉戸支員 タル コ トチ 第 23j 際 左ノ各競ノ l ニ該嘗スル場合= 於テハ補

殺スル設主主チf鬼平静スペジ 償金戸之チ供託スペ γ 但 γ 第 3 君主ノ場合= 於 7

第 3 傑 第 1 ｾ頁ノ［規定ニイ友 Ｑ｝ 4寺許 チ受ク J ) Iレ者叉 登 記 γ 担 Ivfi f. 利者其ノ補償金 ノ梯波 ユ同意 γ 担

ハ第 16係 第 l 項ノ :規定ニ依リ許可チ受ケタル者 2ν 干寺内比ノ限ニ在ラズ

3十: m: 令第 14僚 第 2 項ノ行策チ銭ス ト寺戸其 ノ 待 l  補 fft: チ受ゲペキ者受領チ拒 ミ叉ハ忌遜 V お

許叉ハ許可チ受ケタル者ナルコ干チ謹スル設蒸 yν ト寺

ヲ携帯スベ γ 2  住所 叉 ρ 居所ノ不分明兵 ノ他 ノ事由ユ肉 1]

:ll} 19係 2十2E令 第 14ft革第 3 項ニ規定スル損害ノ :補 補 償金 ノ扮波 チ然 スコト能ノ、 ザルト当

flt )、損害 ノj京悶 J ) Iレ行鴛 ニ閃 1] 遜常生ズペ寺直 3  補 償ノ目 的 評 Jレ土地物件ユイ、I 毛主li E γ 担pレ1m

接ノ: 損害ュィ、J - 之チ銭スベ γ 利チ宥スル者ア Jν 干寺

第 20{際 関庫、事業執行者叉 ρ 第 3 線 第 1 ｾ頁ノ ［ 規 4  稀自主ノ目的罪 防土 地物件 Y 訴 訟ノ目 的 J ) iレ

iE. ニイた '14寺許チ受ク Y トスル者計2E令 第 14傑 場合ュ於 ヂ訴訟営事者ヨ リ誇求アリ タルト寺

第 3 項ノ :規定ニイた 1] 補償ノ必要アリト認ム ル ト 第 24ft革 知事又ハa霊長ハ補 償 ノ 決定チ然ス銭必 要

寺内同僚第 1 ｾ貢又 ｆ 第 Ｒｾ 頁ノ行然チ銭ジ ｊＩ Iレ日 アリ干認ムルト当 ρ 鑑 定 人、事資参考人若 ρ 闘

ノ翌日ヨリ起算 γ 6 0 日以内ニ損害チ受ク 担作者 係人ノ意見チ徴 γ 叉 ρ 此等ノ :者チ呼出ジテ共ノ

ユ針 γ 補償金額ニ付協議チ符スベジ 意見若 ρ 供述チ問。コトチ得

［Ｚｴ 説 令第 Ｑ Ｔ Ｑｬ 条第 ｉ 項叉 ρ 第 Ｒｾ 買ノ行錦ニイたリ ｴ￬ｬ 第25fl 革 新! 傑ノ鑑定人及事資参考人ユ ρ 女nm: 又 ハ

客チ受クタル者ハｾノ行銭アリ ｊＩ iレ日ノ翌日ヨ 廊長ノ定ムル所ニイ'te リ放資及手営 チ支給ス

リ起 ｾ γＹＰ 日以内 二国庫 、 事務執行者叉 ρｾＳ 訴 ｉ 篠ノ腕 ＱＱ 系人ニハ前項ノ Ｚ 規定ニ準ｾ放ｾｾ及 三 ｦＱＺＺ［

線 第 1 ｾ買ノ［規定ニイ夫、 ｱ 寺許チ受クゾトスル者ユ チ支給スルコ下手俳

封 γ 左ニ偽ゲル事項チ記載 γ J ) iレ香蘭チ提出ジ 前 Ｒｾ 頁ノ旅費及手営 ρ 薗庫ニ於テ支給スＱ｡Ｎ Ｇｬ ｾｲ＠

テ協議チ 発スコト チ得 21事 業 ニ 付費用チ責措スル者か公共闘 惚 ナルト

l 損 害 ノ:事 貸 戸当［ｬｾノ公共闘健ニ於テ之手支給スペジ

2  損 害 ノ 見 讃金額、内薄及算定方法前項ノ香 前項ノ規定ェ依リ園庫ず花人ニ於 テ執行スル ｾ Ｑ

.函 ニハ詮主義書類チ添 附スペジ 輩 事業ニ闘 ジ 族 Ｑｾ 又 ρ 手嘗チ支給 γ ｊＩ jレト寺川

第21篠 宮十輩令第 141l華第 4 項 ノ 決 定 チ求メ Y トス 園庫 ρ 之ユキ目蛍ス Jレ金額チ其ノ 忍人ヨリ 徴収ス

Jレ者ハ申請容ニ協議ノ顛末書叉ハ協議チ然スコ 第26係官十霊E令 第 14傑 第 5 項ノ規定= 依2ν 裁決ノ

下能戸ザル事白書 、主主ニ関係人ノ 1散ニヰ自営スル 申請ρ 補償ニ閥ス pν 決定書ノ騰本ノ到主主アリ タ

申誇普及関係舎類ノ3 ¥1)本チ添附ジ知事叉ハ廓長 所 日ノ翌日ヨリ起算 γ 3 0 日以内ニ理由チ具 γ 決

ニ提出スペジ i E チ鴛 γ J ) Iレ知事又ハE署長チ経由 γ テ之チ然ス

前 項ノ申請書チ受理 ' ; Id' Jレトサノ、知事叉，、s長 ベジ

ノ、 申3膏ニ翁スル意 見容チ提出スペ当旨ノ告知書 知 事又 J 、息長吉ir項ノ規定ニ依 pレ申請替チ受取リ

及 問項 ノiii リ本チ関係人 ニ主主付スペ γ J ) ' レト寺戸受取リ J ) iν 日ノ翌日ヨリ起算 ' ;120 日

前p買ノ意 見容 ρ 告知香ノ迭付アリ J ) Jレ日ノ翌円 以内ニ意見チ附 γ 蓋輝総督ニ之チ主主蓬ス ペジ

ヨ リ起 . ' ;130 日以 内 ニ之チ提出スベジ 第27線 第2 2傑第 2 項及第 3 項 ノ規定ハ計変令第

l V 5 4  



ＱＴ 燦第 Ｕｾ 頁ノ規定 ニ 依 ｰ レ裁決ニ之チ準用ス但 γ

知事叉山鹿長干ア pν ρ 草壁輝総督トス

第28傑 言十m: 令第 15傑第 l 項ノ規定ニfわ レ公告ノ、

送付チ然スコト能ハザル容類ノ: 要領チ記載 γ 少

ゲトモ 3 日| 潤之チ然スペ V

が ｉｾ 頁ノＺ規定ニ依 ｰν 公告第 Ｓ 日目チ以テ言十業令第

15線第 2 項ノ公告チ角 ;;.t!J. / V 日ト 見倣ス

第29傑 言十笈令又ρ*- 令 ニイ衣 リ棄湾総督ニ於 テ銭

ス告示 J 、府報チ以テ、英ノ他ノ行政鹿又ハ公共

鳳惚ニ於テ然ス告示叉 ρ 公告ノ、営該行政E軍叉ノ、

公共闘燈ノ公布式又ハ公告式ュイ衣リ 之チ空事スペ

γ  

計量f 令第 4 係 第 2 項ノ: 規定ニイたリ待許チ受& 担

2レ公共闘惚ニ非ザル事業執行者 Y 潟ス前線第 l

Z貢ノ公告内事業地ノ属ス pレ各市役所又ノ、m庄1M!

役場ノ掲示場ユ於テ之チ然スベジ

第 2 Ｍ ｾｾＺＮＺ＠ 地域 ｊ 立地匝ノ設定ｾￍｦＮ ニ佳

築物等ノ制限

第 - fin 通 I

 

l

 

l

 

l

J

 

1.fi ωi 傑 本主主ニ於クル周誇 J 、左ノ例ユイ'R_/レ

l  建築面積下戸建築物ノ* 卒断面ュ於クル外

壁 ノ又 ρ 之ニ 代 ペpν 寺柱ノ中心線内面積中最

大ナルモノチ ｾｲＱＷ 但 γ 地階ニ γ テ共ノ外懸ノ

氏; サ地盤面上 l メー トJν 以下ノモノノ部分ノ

面積丹之チ建築面積ト君子倣 サズ

軒 、庇 、精出総ノ j鮫f 諦! 項ノ中心線ョリ突出

スルコト 1 メートルラ超ユル場合= 於テノ、英

ノ外端ヨリ l メート / V チ後退スル線チ以テ諦I

項ノ中心線下着倣ス

2  建築物ノ敷地い、一構ノ建築物ユ嵐スルー

l羽ノ土地チ湖フ

3  建築物ノ敷地ノ面積干円建築物ノ敷地ノノk

2f' Wr 面ノ面積中最大ナ Pレモノチ謂 7

4  建築トノ、左ノ Ｚ 行鋳チｾＱＧｉ Ｗ

イ 新 築 新 ニ 建 築 物 チ 築 造 ス / V コ ト

口 増 築 既 成 ノ 建 築 物 ニ 夏 ニ 芙 ノ 面 積 、 容

積叉ハ延長チ増加ス / V 目的チ以テ加工スル

コト但ジ波廊下ノ類チ以テ接繍スルモノノ、

新築ト着倣ス

ノ、 改 築 建 築 物 ノ 一 部 叉 ρ 全部チ取毅千夏

ユ現在ノ敷地 ニ築造スルコト

ニ 再 築 災 害 ニ 依 リ I哀滅 γ タル建築物チ元

ノ! 敷地ニ築造スルコ干

5 桝事い、建築物手取数千異 1} 担ル敷地 ご二築

透ス pν コト手 jl1 フ

6  大修終ぃ、 p産惚 、柱 、小屋若ハ基礎ノ過半

ノ修終又p、之コ主幹ス' / レ精進上主要ナル部分ノ

修繕チ ｾｉｐ

7  大型軽夏下戸港煙、柱 、床 、小屋、基礎等構

造上主要ナル部分ノ愛夏チ鵡 7

8  建築物ノ高サ干ハ敷地ノ地盤面ヨリ建築物

ノ最高官E迄ノ高サチ謂フ

9  軒高い、敷地ノ: 地盤面ヨ l} 建築物ノ外殿上

端迄ノ高サ、外壁上端ニ扶欄扶姥又 ρ 軒蛇版

アルト者ノ、英ノ最高部迄ノ高サ、: l ¥軒ノ場合

ユ Ｂ ｝Ｑ 汗桁上端迄 ノ高サ チ ｾ ＱＱＷＱ 旦 ジ 切婆ノ 昔日分

円肝高ニ之チ主主入セス'

10 床 高トノ、 床面ヨ 1} [ 直下地面迄ノ距前提チ J!? フ

11 階おトノ、共ノ階ノ床面ヨリ其ノ南:_1-.階ノ 床

面迄ノ j奇サチ ;1117但 γ 最 上階 ュ在リテハ共ノ

天弁高チ m7

12 天井高干 ρ 室ノ床面ヨリ天井造ノ高サ手。1 I1

7  

一室ユジテ天井高異ナル部分アル下寺戸尖ノ

ffi ノ床面積 手以 テ容積チ除 V タ Fレモノチ; 1I '1 7

13 Ji 号宅 下ρ 居住 ノ用 ニ{ 共ス ル室チ j 円フ支側 、

廊下 、階段室 、外套 室、便所、手洗所、手谷宅

物 置 、納戸、 暗室ノ類 ρ 居室干若倣サズ

14 階歎干戸地階及屋階チ徐寺タル階費支チ湖 7

ＱＵ 地階 い、共ノ 床面地 盤 面下 ュ在 ｊ レ階チ ｾＱＧＱＷ

但 V 天井高ノ 3分2 以上ず地盤面上二在 Fレ階ノ、

之チ第 l 階干若f故ス

16 屋階下戸屋根裏ニ設ケタル階スル樫惚手 1m

フ但 V 知事叉ノ、鹿長ニ於テ共ノ 梢造用途床面

積英ノ他ノ状況普遁階ト大差ナ γ ト認ムルモ

ノチ除。

17 外経い、建築物ノ外領1) チ構成スル墜惚チ m

7  

18 間仕切壁い、建築物ノ内部チ極創スル盛惚

チｾＱＧｉ Ｗ

19  不燃材料下戸焼、宝石、石、人造石、コゾ苧 V

ー 下、 石綿盤 、宝石、金属、陶磁務、モルタル

漆喰ノ類チ矧フ

20 耐 水 材 料 } " 、嫌末、石、 人造石、ョ y iJ 1) 

5 5
1 V  



ート、鋭 、 アスフアル人陶磁器ノ頬チ点目 7

21 石造トハ石造、人澄石造及コ Y 'J ト ー1、透

チ ;i jf フ

22 日告惚ノ 耐 火構造下片方. ノ各盟主ノ l ユ該常ス

2レモノチ主将 フ

イ 厚 サ30セゾチメート ル以上ノ煉天:澄又ハ

石 透

円 厚 サ 12セゾ千メート ル以上 ノ俄筋コ y 'J

リート透

J 、 厚 サ 3 0セゾ千メー下町以上 ノ孔煉瓦透、

wザ 15セ Y 千メートル以上 ノ俄筋コ Y ' J リ

ー ト・ホロアロ ｾＩｊ 透ノ ｪ 傾 ユ ジ テ 知事叉ハ

腿 長 =於 テ木競 イ叉 ρ ロニ規定スル盛骨量ト

同等以上ノ 耐火効カア リト認ムルモノ

22 培骨量ノ準耐炭構造トハ友ノ各昔話ノ 1 ュ該 常

ス pレモノチ j 目フ

l  餓骨造ニ γ テ外郊チ豆鉛引餓板又 J 、石綿

ス ν ー下張ト湾シタ ルモノ

2  餓 骨 造叉 ハ木造ニ γ テ外部 = 友 ノ各盟主ノ

I=: . 該営ス ル被 覆 チ 然 γ 11- ，レモノ

イ 外面 ニ石、人造石 ノj鮫 チ用 ヒ共 ノ厚 サ

10セ Y 千メートル以上 ノモノ

ロ ヌ貼ノ上手セメ Y ト・モル11- ，レ塗ト γ

厚 サ 合 計 4 セユ/ 千 メー トル以上 ノモノ

ノ、 セメ Y ト ・モル 担 Jレ塗又 ，、コ Y 'J リー

干量産下 γ 厚 サ 4 セ Y 千 メー トル以 .1二ノモ

ノ

ユ セメユ/ トモ ル11- ，レ2会ノ上 チ化粧煉A 貼

トγ 厚 サ合 計 4 セ ゾ千メ ー トル 以上ノモ

ノ

3  育iJ 各君主 ニ偽 ゲル モノノ外知事叉 " 1軍長 二

於 テ之 ト同等以上ノ耐火効カアリト認ム ル

モノ

24 床叉ノ、幽根ノ耐火構造ぃ、 左 ノ各自主ノ l ニ

該嘗スルモノチ謂フ

I V 5 6  

イ 餓筋コ Y 'J リー下塗

口 銭骨チ宥スル餓筋コ Y )J ' ] ート造、t業主主

造又戸 石造 ρ 煉主主叉ハ石造

ハ 煉瓦遺 叉 J 、石遺

=  最下階ノ 床 ニ在リテ ρ 土問 、叩、 石敷ノ

類

ホ 俄 骨 チ 有 γ メ担 Fレラス ・コ Y 夕 、，] -・ 人

絹 入靖子ノ 類チ以テ覆葺スル屋根 ニ γ テ知

本 叉 J 、腹長ノ示認セルモノ

25 性 ノ 耐火構造トハプr: ノ谷盟主ノ 1 Ｚ ＮＮｾ ，実鴬 λ ル

モノ チ，1!' r7

イ 煉 宝:u 量又 ハョy 伊 ') ー ト透

口 餓筋コゾクリ ー 1、;萱

J 、 餓柱: ユジ テ耐火 的= 宥効ナ併殺夜i チ傍 γ

』ヌJレモノ

ニ 石 造 二 γ テ知事叉ハ慶長ノ ;承認セ pレモノ

26 階段ノ耐火構造 トノ、左 ノ各君主ノ 1 =:. 該? 吉ス

2レモノチ2円フ

イ 銭筋コ Y )J '] ート 造 、煉 天主堂叉，、石造

円 餓;様チ宥スル餓筋- : : J Y )J リート透、煉 沢

透叉ノ、石遺

ノ 、 鍛 造

ユ 知事 又 ｊ 、ｾ長 三 於 テ 前各線ユ準ス勺レモノ

ト517、ム Pレモノ

27 防火 戸 ぃ 、左 ノ各聖書ノ l 二該? 首スルモノチ

謂フ

イ 俄 製 ユジテ餓板ノ j享サ l. 5 ミリメ ー トル

以上ノ モノ

口 銭骨コ Y 'J ' ] ート透又 ハ銭筋コ Y )J リート

透ニ γ テwサ 3 セ Y 千 メ{ ト ル以上ノモノ

ノ、 鍛 造 ェ γ テ屋外 二面スル昔日分チ厚サ 3 セ

Y 千メートル以上ノモノ 11- ，レ漆 喰 叉 J 、; 忠誠・

ナルj享サ ノ石純盤ノ類チ以 テ被 覆 γ タル モ

ノ

ユ 知 事叉 ハ鳳長 = 於 テ育iJ 各 競 ニ準7 ，' ，レモノ

ト認ム ルモノ

第 31係 官 十笠令第 ＲＹ 線但替 、 第 ＳＰ 係、 ｾ Ｓ Ｒ 係、第

37燦及第38線 第 l 項ニ規定ス ル行 政 官Z望。ノ: 職憾

川知事叉ハ廠長之チ行フ

第32傑 知事叉ハE署長第35傑 第 11盟主、第361!燦第 4

鏡 、第3711傑第 3 Et!l 若ρ 第 5 罰君 、第38燦 第 l 項 本

文 、 第39線 第 1 項本文、第4 S{1傑乃至第48線 、第

59ft華又ハ 70傑ノ ;規定 ニ依 Jレ命令又ハ慮分手食 サ

Y トス ル 干寺内重量輝総督 ノ認可チ受 クペ ジ但 γ

軽微ナルモノ ニ付 テノ、比ノ限 ニ在ラス'

第33ft華 木 章 ノ ;規定ノ適用ニ閥 γ 土地、 建 築 物 又

ノ 、作物 二 捌ス ル ｾ ｴｬ 算Ｚ方法 、 日手務等ニ付疑義チ生

Y'I1- 'レ下寺戸知事又ハZ軍兵之チ決定ス

第34{1傑 本 軍 ニ規 定 λ pレ建築物ノ 採光、 換S託、紡

火、 防水、法難、続及強度コ開 ス ル構造設備 ハ

常ニ之チ有効 ユ保持スペ γ



第 二 節 地域及地! 広ニ於 / r )レ建築

ＡｊＧｉ ｉｊ 匂 ｌ ノ ｦｬｩ ｬｊ ｉｉｊ ｾ

第35f床 Ｑ ＱＧＮ ノ各披ノ ｬ ニ該 Ｇ｛Ｎｾスル建築物叉ぺ ｅ 舟

地域 内ニ之チ建築ス ｊ レコ ト チ ｾｾｾ ス Ｇ但 γ 第 ｬ ｺ 波 乃

至 第 S H良ニ該常スル建築物ュ γ テ知 事又 J 、E憲兵

ユ於 テ住居ノ安寧チ筈スル皮 ナ γ ト認メ叉 J 、公

金 上己 ム チ得; K ト認 j 認可 γ 担 Jレモノノ、此ノ| 浪

ユ在ヲズ

l  常時使用スル原動機ノ馬力費支合計 3 チ超ユ

ル工場コ左= 偽ゲルヨj玉栄チ後ム工場

イ 玩具用普遁火工品 ノ製造

円 アセ 千 ν ゾY スチ用 7 )ルレ金H嵐毘ノ工作 ( 市

三+修宰繕 ス P断ν モノチ除ク〉

ノ、 ドラ イクリーニゾグ (J'{I. コ扮拭スルモノ

チ除。) Y _ > 、ドライダゾゲ

ニ セルロイドノ加熱加工x . _ > 、鋸機チ周 7 /レ

Jm工

ホ 塗 料ノ吹付

.- 5l 硫西空 1/ ' スチ 用 7 ，レ焼品ノ 漂内

1、 骨 炭J毛ノ イ也動物質炭 ノ製造

千 実例又ノ、毛 ノj洗 激、染色又，、 i票向

リ 脅正予書、m級 、府紙 、府 紙 、府毛ノ j頼ノ消

符ノi l l ¥) J IJ 、洗 滋 叉 J 、i1Z白

ヌ 製綿、古綿ノ ;再製 、起 毛 、反 毛又ノ、フェ

ルトノ製造ュ γ テ原動機チ用 7 ，レモノル

什角 、牙 、路、貝殻煎ノ挽御j若: ノ、乾燥研島幸

又ノ、金属ノ乾燥研磨ュ γ テ原動機チ用 7 ，レ

モノ

ヰ 鎖 物、紫 石、土 砂、続 賞 、令 属、r.骨子 、

煉1- ¥、陶磁器骨又 m 貝殺鎖ノ粉砕ユジテ l反

動 機 チ用 7 ，レモノ

V  宅 、協措置叉 ρ 煉 j美ノ製造

カ 焼、京 、 土ｩｉｦｦ類 、 陶磁器、人造紙石又 ｊ 、 ｲ ｬｾ

柄 ノ 製 造

ヨ 靖子ノ製造叉ノ、砂吹

タ 動力鎚チ周 7 ，レ鍛治

3  こlミトγ テ貨物ノ積卸チ目的干スル桟橋 、銭

選停車場又円軌道修得桜ー

4  室 面磁 ノ 合 計5 0卒方メートルチ超ユル向動

]f3: ノ:車庫

5  劇場、活動潟9 t 6官、 i貧富喜場叉ハ税 物 場

6  貸座敷、待合叉ハ軍事妓 若 ノ、酌婦ノ寄寓ス yレ

料 理 屋

7 怠庫業チ轡ム ;曾庫

B  火葬場叉ハ疫機物見E現 場

9  rff 場又ノ、子li 1'む民主澄湯

10 塵芥又 J 、汚物ノ 慮理主品ー

11 両Ir 各 強 ニ 泌グルモ ノ チ除。 ノ外知事又ノ、M:¥

長 ニ 於 テ住居ノ安察 ヰ害ス ル成ア リ干認メ

命令子以テ 指定ス/ > 建築 物

第 ::J 6燦 左ノ各主党ノ 1 ::. 該包・スル建築物 J 、商業地

域内 ニ乙チ建 築 スルコトチ得ス・但 γ 第 I ｾＩ￬ 叉 ｊ 、

第 2 盟主= 該官t ス Jレ述築物 = γ テ知事叉ハ府長三

於 テ商業ノ :利便チ害ス ル良ナ γ 1、総メ又ハ 公主主

上己ム チ得ズ干認メ 許可 γ ?J. ) レモノノ、比ノ限 ・ー

ず1: ヲヌJ

1  ＧｨｾＮ 時使用スル原動機ノ馬力数ノ合［ｩ｜・ Ｑ Ｕ ヰ主主

ユル工場但 γ 日刊j新 聞印刷所ヰ除伊

2  官il 係 第 2 披ニ該蛍スル工場

3  古 ￭ｬ 傑第 Ｘ ｅＱＡｬ 乃 ｾ第 ω 娘二該 ｲｳ スル建築物

4  前各霊堂 ニ偽 グルモノヰ除。ノ外央nJjJ: 叉 ρ 腿

長 ］ 於 テ 商業ノ Ｚ 利ｻ更 手筈スルｾア リ ト認メ命

令ヰ以テ 指定スル建築物

第: : J 7!1康 左ノ各務ノ 1 ::.該話スル建築物ハ工業地

域内 ユ非ザ レパ之 チ建築ス Fレコ干チ件ズ但 γ :t

1  ｾ潟 、 努 Ｑ ＧＲ銃又 ｊ 、第 Ｔ 君主］該ＱＥス ｰν 建築物ュ γ

テ知事又ノ、鹿長ニ於 テ衛 生上有一宮若 ノ、保 安J ニfι

険ノ成 ナジト認メ又ノ、 公盆上己ム チ ｱｾｴ ス Ｇ ト認 メ

許 可 γ ?J . ' レモノ J 、比ノ l喪ユ復ヲズ

l  常時使用スル原動機ノ馬力歎ノ合計50 チ超

ユル工場但 γ 日刊新聞印刷所 チ除。

2  左ニ掲ゲル Ｚ［Ｚ ｪｾ 業 チ 笹 ｌ 工場

イ Zを湾銃砲火事選類取締規則ニイ't u
v火薬 ノ 製

造

口 開発酸胸板 、過鐙素酸盤類、硝酸盤類 、

災 燐 、司王燐、硫化燐、 金属カ リウム 、金 属

ナト リ守ム 、マゲヰ、
γ

ウム 、過 酸 化 水 素71'<

過 酸 化 カ リ、 過 酸化 Y 守ダ 、過 酸 化 バ 、} ウ

ム、二 硫 化炭 素、 メ旦ノー J V 、アル コー 断 、

エーテ庁 、アセトプ 、間目安 エステル実質 、 ユ

トロセル ロース 、ペO/ Y ーか、干 ) V j r - ，レ

キロジ ーか、ピ苧 リO/)lj費、 ¥:."?I 1) Y 酸 勝 対

テレピ ユ/泊又 ρ 石油類ノ製造内燐寸ノ i製 造

セルロ イドノ製造

ホ ニト ロセルロース製品ノ製造

5 7
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八 ピスコー ス製品ノ; 製造

ト 合成染料千わ、共ノ中間物、顔料、続料

( 漆 チ|余。 、〉印刷用 イy 寺又内総具ノ製造

千 溶剤チ用 7 1レゴム製透叉ハ芳香油ノ製造

1) 乾燥? 由叉ハ溶剤チ用フル擬草紙布叉ノ、 !s方

* 紙布ノ製造 ヌ溶剤チ用 7 1レ塗料ノ 1) 日熱乾

燥 又ハ焼付

Fレ 石炭グス素直又ハコ - ? J スノ製造

手 堅，縮 か ス 又 J 、} 夜飽かスノ素製造 P 盤

索 ‘ プ口ム 、ヨ ード 、硫賞、強化硫黄、弗化7]'(

問 、盤酸、硝、酸、硫酸、燐酸、苛性カリ苛

性ソ ータ¥ ア Y モニア水、 炭E空カ 人 洗濯

Y ーダ 、 ソーダ灰、昭憲昔、次補酸芳鈴、5l.

硫酸盟類、千 す硫駁E理類、枇 素化合物、 バ

明ウム化合物、 鈎 化合物、銅化合物、水銀

化合物、 ジア ν 化合物、。口ロホルム 、四

強化炭素、ホ ルマリ Y 、ス勺レホナー yν 、夕、‘

リセ リ人 イ ヒ チ -j; - lν スルホシ〆酸ア Y モ

y 、錯直室、石炭般、安息香E妻、 !J. y ニY 酸

アセトアニリド、アスヒ リY 叉ハゲアヤコ

- I V ノ製造

カ 蛋白質ノ 1) 日水分解ニイルレ製品ノ製造

ヨ 泊目旨ノ採取叉ハ加熱1) 日工

B  石高官、フアグ千ス叉ハベ - ?J ライトノ製

造

レ 肥 料 ノ 製造

Y 製 紙

Y  製革、製拶又ハ毛皮若ハ骨ノ精製

ヰ アスフアルトノ精製

ナ アスフアルト 、コ戸 Pレタ ール、木昇 - 1レ

石i白書在溜産物叉 J 、其ノ浅澄チ原料トスル製

，..， 

1旦

ラ セメ Y 子、石膏硝石灰、生石灰叉ハカ ー

パイドノ製造

ム 金属ノ熔融又ハ精燥

守 電系用カ ーホ;' y ノ製主査

井 金属厚板又ハ形鋼ノ工作ニ γ テ鋲打叉ハ

填際作業チ件フモノ

ノ 餓釘類叉ハ鋼球ノ製造

コt 11中線、f中管叉ハロ ーかチ用 7 1ν 金属ノ堅

廷

3  前貌ニt易ク' W モノチ除。ノ 外知事叉ρ 鹿長

ニ於 テ衛生上有害又ニ保安上危険ノ i実アり

I V  5 8  

ト認、メ命令チ以 テ指定スル事業チ笹ム工場

-4 ＭＺＭＮｲｾ＠ 2  Eti ィ、 E 、丹、 = 及チノ物品、可燃性

ずス又 J 、カーバイドノ貯蔵叉ノ、慮現ニf共スル

建築物

5  f計l放ニ J易グルモノチ除グノ外知事叉 ρ 腐長

コ於テ衛生上有害叉ハ保安上危童話ノ皮アリト

認メ命令チ以テ指定スル物品ノ貯蔵又ハ慮現

ニ供スル建築物

第38線 第35係第 1 ｾ虎乃至第 ω 務ニ該営 スル建築

物兵ノイ也知事又ハ路長ニ於テ風致チ害スルノ l実

ア リト認メ命令チ以テ指定スル建築物ハ風致地

区内エ之チ建築スルコトチ得ズ但 γ 知事叉ハE霊

長ニ於テ支障ナ γ ト認メ許可 γ 異常モノ戸 比ノ

限ニ在ラス'

前項ノ; 規定ノ適用ニ付テハ新ニ建築物ノ用途チ

定メ叉戸建築物チイ也ノ 用途ニ供スル下寺戸芸名ノ

用途ニ供スル建築物チ建築スルモノト者倣ス

第39燦 食 府 数 、待合 、婆妓叉円前妨寄m- スル料

理屋共ノ イ也知事叉ハ廊長ニ於テ風紀チ害スルノ

民アリト認メ命令チ以テ 指定スル修業ノ用ニ fj 長

スル建築物 ρ 風車巴地区内ニ非ザレバ之チ建築ス

ルコ 下チ得ス官 γ 知事叉川勝長二於テ支障ナ γ

ト認メ許可 γ 具 Jレモノハ比ノ限ユ在ラズ

官 ￭ ｉｬ 燦第 Ｒｾ 頁ノ規定内部 ｉ ｲｾ 頁ノ場合 ］之チ準用ス

第初傑 前 5 f J 革ノ; 規定ニイ定リ現在地ニ建築スルコ

トチ得ザル種類二 Jl'， スル建築物 J 、現在地ニ建築

スルコトチ得ザルニ至リタル日ヨリ 15年間チ限

リ知事叉ハ鹿長ノ許可チ受ク左記各線二規定ス

ル古IJ 限内 ユ於テ晴築、改築、再築叉ハ用途ノ鑓

夏チ気スコトチ得

l  現在地 ニ建築スルコトチ得ザルユ至 P 担 Jレ

際現ニ存在ス pν 建築物ノ; 敷地 及之トー闘ヲ成

ス土地チ超ヱテ増築、改築、再築叉ハ用途ノ

聖書更手然サザルコト

2  建築物ノ増築、改築、再築又ハ用途ノ f遊覧

ニ図 pレ増加スペ 寺建築面援ハ現在地ニ建築ス

ルコトチ得ザルニ至 リタ ル際現ニ存在スル建

築物ノ j建築面積ノ 2 分 ノ l チ超 エザルコト

3  建築物ノ増築改築、 再築又ハ用途ノ努夏 l

因リ増加スペ寺床面積ハ現在地ニ建築スルコ

下チ得ザルニ至 リタル都現= 存在スル建築物

ノ床面積チ超エザルコ干

4  工場ノ常時使用ス炉原動機ノ馬力敏チ増加



スル場合ニ於テ』宵 JJil スペ当馬力童文ハ現在地 ユ

建築ス Jレコ干チ得ザルニ支リ担ル際常時使用

ス，ν 馬力数ノ合計チ超エザルコト

f旦γ 知4Jj:又 ρ 廊長土地ノ，状況、事業ノ積類、

作業方法又戸建築物ノ構造設備 ニ ｻｾリ斡ニ文

附ナ γ 干認ムルモノノ、比ノ !浪ニ在ヲズ

5  官 ￭ｲ 披ニ十 ｉｾ グルモノチ除。ノ外用途ノ製夏］

付テノ、現定地ニ建築スルコトチ得ザルニ歪リ

タル際現ユ存在スル建築物ノ用途ユ頬似ス ル

用途又ハ設備チ鑓更セス' 若 ρ 之 ニ些少ノ後変

チ加フルユ依リ f共スルコトチq! わレ用途= 限 Jレ

コ 1、

第 206 係ノ; 規定ユ {tc リ建築ノ許ー可チ受ケタル建

築物円前項ノ規定ノ遡用ニ付テ ρ 之チ現在地ニ

建築スルコトチ得ザルユ: i : T . : lJ タル際現ニ存在ス

ル建築物ト若{ 故ス

第4111傑 第73ft筆中 10分ノ 6・5 1、アルノ、住居地 域 ユ

アリ テハ 住居地域 = 車 、J テ川 10分ノ 5・5 、商業 地

域 ユ伝 リテノ、 10分ノ 7・5 トス

第4
21燦建築物ノ高サハ住居地域内= 於テハ 20 ;J

ートルチ 、住 居地域外ニ於テハ 3 0メート pレチ超

ユルコトチ得ズ但 γ 建築物ノ悶悶= 府i倒ナル公

園、 ｊｐｩ 場、道路 Ｉｾノ イ也ノ 空 地ア ル 場合］於テ知

事又ハE署長交遜上ノ衛生上及保安上支障ナ γ ト

認メ許可 γ タルト寺内比ノ |喪ニ在ヲ ス'

第 ＴＳＨＡ 燦第 ＶＶ 線第 Ｑ ｾ 及第 ＶＷＱｊ 燦第 ｬ 項中 ｱ 存 Ｒ 分

ノ l トアルハ住居地域内= 在リハ之チ 1 11存4 分

ノ l トス

ｾＴＴ 傑建築物ノ敷地 ＱＱＫ 2 以ヒノ地域若ハ地区叉

ハ 地域及地区 ユ跨 ｊ レ場合ュ 於 テノ、 ｾＳＵ 傑乃至第

39ft革)1...>、官ir 3  I1傑ノ規定ノ; 適用 ュ閥 γ テノ、制限ノ

最モ厳ナ ｊ レモ ノュ ｻｾｉ レ但 γ 待別ノ ｉ ｊ￯ 由ア ル場合

コ於テ知事叉ノ、路長ノ許可チ受クタ Jレト寺川比

ノl喪= 伝ラズ

第45ft策 風 致地l高内 =於 クル風欽維持ノ影響チ及

:r.' ス成 7 1レ行 f事ハ知事又，、廊長命令チ以テ之チ

栄」上叉 J 、市1]1喪スルコトチ得

第46(1際 知事叉ハ慶長ハ美観地区内ニ在 Jレ主E築 物

ュγ テ環境ノ風致チ害 γ 叉 J 、街衝ノ惚裁チ損ス

ト認ムル下寺ノ、; ! t ノ除却、改修A ノイ也ノ必要ナ

ル措置チ命ズルコ下チ得

第47燦 知事叉ノ、鹿長ハ美税地 /;宝内 = 建築スルk: s:

築物ノ意匠コ閥スル設計 二γ テ環境 ノ風致チ害

γ 叉，、街骨密ノ i捜裁チ損ス干認 ム11 / ト寺ハ共 ノ殺

言十ノ j鑓夏チ命ス・ 2レコトチ得

第 ＴＸ 燦知事叉ハ ｾｊ 毛 Ｕ 史観上必要アリ干認ム ｊｖ 干

寺ノ、美淑地 限内 = 一定 ノl亙域チ 指定"' : J t ノ同域

内ノ j建築物ノ高ザ 、軒高又ハ外壁ノ J材料及主色

チ指定ス pν コトチ待

第 49(1傑 美被地区内ユ在 pレ建築物ノ外部湾省l セル

トキ ノ、 ｾユ之チ修 ｦＭ ｊｬ スペ γ

第501康 美観地区内 ユ在 Jν 座築物ノ排水u ' 、排 泉

合 、 ｩＤＺ房俄 ｾｴｬ ヘ叉Ｚｊｔｲ＼￬ｔ、煙突ノ ｪ 簸川知事又ハ ｅ 軍

兵ノ許可チ受ゲ ｊｖ ユｾ Ｏ，ザレバ之チ道路、旗 ー 場叉

ｊ 、公園ユ面スル国産 薗 ユ ｾｉｊ Ｎｬセジ ムルコトチ得 ス・

第51保 美観地厄内ュ在 Jレ建築敷地 ユジテ未ダk s :

築物ナ当モノ又円建築工事，/ J ノモノノ、道路 、届E

宅島又ノ、公間二蘭ス Jレ部分チ板塀ノ j類チ 以 テ骨量裁

ヨク遮蔽スペジ但 γ 逝 常 ナル整理チ銭 γ 知 事又

J 、E霊長ノ許可チ受ク (1. 1レモノノ、 比ノ I浪ユ在 ヲ ズ

第52ft革 防 火地鼠内 ニ在 ｆ レ ｾＴｴｱ＾ 、兵ノ 外里高ヲ耐 火

構造ス pレ準 耐構造トナスペ γ

第53燦 防火地図内 ニ在ル建物ノ軒、軒蛇腹、 屋

窓、袋飾塔ノ i傾ρ 不燃材料チ以テ建築叉ハ被覆

スペ γ

第5 4傑 防火地底 内= 在 Jレ建物ノ窓叉ハ出入口ユ

ジテ 1i ノ各銭ノ 1 ニ該営スルト寺戸防火 戸チ設

。ペ γ 但 γ 餓骨綱入精子造ニジテ芙ノ面積 4 卒

方メート ル以 内 ノ窓若 ρ 出入口叉 ρ 屋根、床、

柱及階段 Y 耐火 構造ナル建物ノ fE、若ハ出入口ニ

在リテハ比ノ限ェ在ラズ

1  ｾ毛ノ商スル道路ノ艶側境界線ヨ リ Ｕ ・ Ｕ メー

トル未満ノ距離ニ在ルト寺 但 γ 建 築 線Y 道路幅

ノ境界線ト 一 致セザル場合ニ在 リテ戸建築線チ

以 テ道路幅ノ境界線下着{ 故ス

2  隣地境界線叉ハ隣接建物ニ薗 γ 尖ノ 水平. ff i

喜善 5・5 メー トル未満ナル干 当隣地境界線叉 ρ 隣

接建物 ョ リノ71t 卒距縦 5・5 メートル未満ナ ルト

寺

3  隣地境界線: ; . . _ > 、隣地建物ヨリノ 71t 卒距離5. 5

メートル未滋ノ位置ニ在 pレト寺戸但枠 、組 子

桟及鏡板Y 繊 塗 叉 J 、金属板チ以テ稼寝セ ルモ

ノナルトサ ρ 比ノ限ニ在ラズ前項ノ適用ニ付

テハ窓又ハ出入口力。公園 、度一場、河 、海等ノ

空地 ニ薗 スル場合 っ於 テハ其 ノ空地 チ道路ト

若 倣ス

5 9
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松 室重 光 君
か

ι

官

f

む

武 田

松室君ー と自分 とは明治21年大阪にあった第三高等 中事校と去ふ製校に共l亡入車して J I); 見

の課程を経 て明治30年東京帝岡大接工科大手書建築科を卒業し て工準ごIごとしてもらったまで

不思議主主縁 で共に 机を並べて勉強 したものであった。

松室君は京都 下I隅の由緒高き枇字の名家の長 引として生れ非常に鋭のよい油和主主性質の

青年であって極めて規定聞な勉強家で 、教室で取るノ ート なども京一流の市fW字で要領よく

記 されて 自分などはよく 松寧 l ¥・のノ ート を見せてもらふて 自分のノ ー トを訂正したととも

あった。

卒業して直ぐJ ! iの古郷京都府の技師 とt t . り京都府l聡舎の設計をなし共現場主任技師にな

って居られたとき 、京都府管内の特別保護建造物の修玉虫技師 をも粂ねられて臨附!寺の諸堂

康隆寺の金堂金開銀閣等の修理を見事にやってのけられた。平等院の! 訊風立の修理に取り

かかられたとき 、 民隆寺食堂の修理も同時にやって居られたが 、 ｊｾ 時部下の技術者の部隊

事件陀連ｾされて 一 時困られたとともあり 、 共れから地 Ｑ Ｏ 廻りをせられて晩年には開束 州

蹴. の土木課長 と主主り共後欧米 を巡遊して大に見聞を肢めて腕朝せられた。後六|仮に於て片

岡tIlj: -1: と共に設計事務所を経営し片岡tIlj>t rJ 1退の後は主として武間一長兵衛製襲令市 1:の工場

建築の設計監符をやって居られた。

咋年設愛の長リｽ重博 Ｇｐ，Ｍ に先だ ｌ られた精神的のま了解 ｉ Ｇￌ可なり強く 、 ｾｾれから後は強度の

市11主主席とか何 とかと 身惜の益和が続いでとうとう本年の 1 月から 2 月にたらふとする未だ

梅の花も H吹か友い寒中に白玉楼中の人と友られたのである。

松室' l t は身時I'I g! ' i 1 健共物であり割合K 衛生に j主意して不養生たどは決してせや、運動ス

ポーツ ILi 1去りたZども相首にやって居られた。 自分たども共に雲中l亡上じ良登 IIJ をして 山上で

排常を谷に落してしまって松室拾の排岱を半分分配してもらったとともあり 、第三高等中

壊の|陸上運動舎で共に二人三脚 をやったとともまだ生々しい記憶に残って居る。 まだ附 光

時 代 の野球をやって胸 ｬ 紳と足袋はだしで共にクラプを振ったと と もある。 此 やうに松室 ｾ ｉ ， ・

は相'出たやじ的性質も持ち合はせて居て誰れとも距てたく交際して居られたが常に高所 lモ

居て同君主におしてたかたか辛味た批評を して反省させられたものであった。 此 性質は年を

取られてからは益々盛んにたって来たやろであって 、玖治経憤等に閥して常に相蛍 t1.. 意見

を持って居て時々自分も掠かされたととがある。建築家として置くのが惜しい主恩ふとと

もるった。

感生 中は不言質行主義で、故閥野博士と好一封で・あったやうに 忠、ふ。

松室君が地方廻りをせデに中央に頑張って居られた友らば吃度立法怠業蹟を技されたと

とであらふが惜 しい ととでるる。

閥東州の土木課長時代の作 、大連の市役所、放順の博物館友どの大物が残されて居るので

せ めても同: / 4.ーの手腕 を見るによ き記念 となるであらふ。病気臥床中で も常に京阪の地に一

大傑作 を残したいと云ふて居られた と云ふ乙 とであるが、 共望み を達せや して逝去せられ

た ととは退へす逗へすも残念怠 るととである。

1" 6 0  



常 務 曾 く第 6 回〉

時

月rr

3月 1 日午後5時40分- 6時3 0分

姑築材料陳列場別室

出席者

議 事

理 事 片岡令長

常 務 井上主 ｾ ･

tド滞主詑

樋口主詑

椅 7/( 主 計

伊疎 編 斡

小 川 主 詑

中西主詑

加 問 主 計

中村主計

掘口 編 総

1. ，建築年鑑に闘する臨時事務員 l 名採用のイ牛

2. 都市計笠委員合よリ抜刷代金支出方要求のイヰ

3. 昭和 11年度常務合引総事項研究のイ牛

4 都市美委員舎より常務委員推薦に闘する件

5. 合計係吉田仲子解職願出に闘するイ牛並補鉄採

用 のイ牛

6. 集金月雑誌標示方のイ牛

7 倶楽部室娯 楽用具修織代 支出方のイ牛

8. 同室に於げる遜信1 ' ( 節約 に闘する件

9. 合員詮 衡

報 告

1. 3月例合準備報告

2. 温床暖房見祭並講演に闘するイキ報告

ＳＮ 日本，ｪｾ ) レトラ Y ドセメユ/ 干同業令申出に係 Jレ

懸賞金に闘する交渉結果報告

時

月f

lH席 者

議 事

常 務 曾 く第 7 回〉

3月 15 日午後5時40分 - 6時30分

建 築材料陳列場別室

理 事 片岡令長

常 務 井 上主詑

'IJ r宰主詑

加国主計

伊蕗編輯

小川主詑

中西主詑

中村主 計

1. 4月例 舎 に 闘 す る 件

希 望 の 件

附合員清原徳衛民より

2. 閥西理工図鰻聯 合合本年 第 l 回協 議 舎に 出 席

者 のイ牛

3. 都市計輩委員合より抜例代金支出方要求の件

4. 災害強皮委員合より臨時委員依悩方要求の件

5. 問委員合よリ大阪市地質調査閲 表桝官に付経

旋 支出方の件

6. 都市武装促進委員合託銀 1淑 寄 焔の件

7.-*点市監査局長より申越に係る土地盤 護 事 業

焚m周知方に闘するイ牛

8. 給 仕 1 名補妖採用 のイ牛

9 合員詮衡

報 告

1. 3月例 合終了報告

2. 2月分合 計 報 告

Ａ ｾ…員 動 静;

曾 員

杉村祭次郎君

千原

Ｎｾ 越

卒 原

峰山

井 上

木 村

木 村

久保

栗田

察燦

l径三 君

瓦 一 君

園雄君

新造君

H作

ｾ、 君

精 一君

辰雄君

清 盛 君

成言十君

'tt 治君

烏影 岩次郎君

高崎 武夫君

入 曾 者

京 都市 上京区 紫野 上門前町69

〈京都 府 土 木郎 後 繕係〉

府下吹同町 1437 ( 波江主主築事務

所〉

東淀川区元今里町北遁2ノ26 高

橋方( 大阪市役所管 繕 謀〉

東淀川庖十三東之町2丁目 烏同

友 明 方( 大阪市役所傍繕諜〉

府下北河内郡津岡村 湾 問 〈波 江

建築事務所〉

住吉区山阪西之町 1ノ41( 西村 工

務 所〉

兵康 騒 武庫郡精進村 打 lil 久保 10

翠丘荘内( 清水 量且大阪支広 〕

兵 庫蘇武庫郡住吉村 西ノ口 191

ノ2 ( 建築請主主業〉

酋宮市中字須佐309

所〉

く西宮市役

東 区 岡 山 町345 (自 轡 〉

府下茨木町幸町803 ( 大阪 市 役

所倍繕謀〉

東区大手前大阪府鹿迷築課

府下中河内郡縄手村六I見守990
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( 大阪市電R J . 局高速鍛退官官〉

嶋 居 鱒 動

高 橋 廃 夫 君 北磁滋川町34 ( 長谷部竹腰建築

事 務 所〉 曾 員

策本 修 君 西成|亙周端遜 l ノ15 三 好峯喜方 石井 猛 君 尼崎市宮内町3 ノ187

( 竹中工務盾〕
須 議 員 雄 君 't'!l 中市襖塚 12ω

t骨 悶 成 雄 君 西底土佐姻遜3了 凶 銭 高級 杉岡新五郎君
岐阜! 際金図書日中原村瀬戸 日本 t忍

山間 奥入 君 京区大手前大阪府鹿建築課

カ建設事務所

芳 野 寛 一 君 北区都島本主! i 7 ノ56( 合資合社三

辻 911厳 君 JH下北河 内郡門 yt 村沓四呑

共機 械工業社〉
4'- 川 節三君 兵庫i腕 崎 郡叉木村下新聞南 ノ

地 方 曾 員

口194

白 幡 重 雄 君 満洲園吉林市敷島街松江寮 ( 吉
ｾ井 一 馬君 住吉函昭和町中5 ノ6

林俄路局工務慮建築科〉
石垣忠、男君 料戸市灘区 高湖町鷹匠ノ 9

膝 井 定 君 満洲園新京慈民E寄301( 新京大徳
岩井金 三郎 君

住吉直昭和町東 l ノ21

不動産股fカ有限公言j 技 術 課〉
川勝 健二 君

住 吉|亘書宮口 町 中 l ノ31

特 別 賞 助 員

小 林 謙三君 紳戸市主主合医範池遜4 ノ47

川勝 隆一 君 京都 市 右京 極花園宮ノ上町 ( 日

島 崎 政 男 君 西成区間端遜 l ノ11

昭 ライト工業株式合社〉

菅 潔 英 夫 君 厳島市外府中村大須 121 ノl キ

車E 利 之 君 天王寺庖谷町9 ノ24( 水 道 衛 生 工

リコノピ ーか工事場大倉土木株式

事3青質業〉

合政作業所

岡 村 四 郎 君 東成属生野間島町 126

奇書温費助員

出 崎 四 郎 君 紳戸市灘区篠原中町5 ノ132

大 湾 政夫 君 西庖南堀、江下遜3 ノ15 ( 東方建築

路 島 士宮三君 盟中市懐塚50

事 務 所〉

政間 基次 君 住吉区君主口町414ノ4

鈴木庄太郎君
住吉匝桑 津町365 美芳野 茶園

三 島 制 君 紳戸市須 磨! 孟寺畑町2 ノ11

く株式含祉鹿島組大限管業所〉
村岡忠、興 君 尼崎市昭和北遜3 ノ10

-*ブJ 正 君
浪 速匝稲荷町3 ノ905 m築 事務

森本 文主主君 尼崎市灘 波新 町2 ノ181

所自 修〉

山内 庄治君 西l孟北姻江上遁 l ノ18 附同品目工

七 海 事E君 岐阜県芸稲葉都那加村西野町酒井

務 広

方〈株式令武士大林組〉

井 上 芳 夫 お 堺市 l匂陽田[ 27;;

南 繁 雄宕 天 王寺極 細 工谷町43阿 部菅三方

山間 Jli 二君 丙宮市津門字綾 初 15

( 園産工業株式舎枇断手製造所〉

礎 木 正 己 君 市外千里 iJ 1312

自iJ 同定、次君 住吉区阿倍野筋2 ノ33鹿 島 組

蒸 熊 券 己 君 住吉! 長阪南 町 rj
J

3ノ2ヨ

退 曾 者

牧 重量君 兵庫j際川溢郡稲野キf干信野住宅地

嶋 長半次郎君 ) ; I ! 泉市江戸川 l孟卒 弁2 ノ915村 上

曾 員

JE載っ信

安 議 芳 雄 君

杉 山 七 歳 君 京都市上京恒雄 木 町i手編寺東入

南t祭 悶君

出水 ' ト撃校鹿島組作業所

弁 端 義 明 君 堺市南向陵町 1丁目

地 方 曾 員
機 正己君 府下吹同町字勝木島4533オリエ

松 江 雰 季 君 ゾ♂ yレ酵母工業株式合社大阪工

事事 逼 貸 助 員 場 建築場竹中工務広出張所

問屋内自信君
1商問 主主枝沼 治|亙八幡屋重量l町l ノ232 )ii 品弁方

山下 卒 首l 君
元吉勇太郎君 .Jf.: J;JJ!4IH朝鮮純一怪l{if主主務局主主務 課
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地 方 曾 員 石 岡 金 男 忍 紳 戸市葺合底熊内橋主J i 3 了 bj 38

池 回 訓 孝 君 高松市強上町885ノl ノ42

大野 1国君 京都市河原町蛸薬師下ル京一都電 今 井 ま答君 京都市左京区吉田紳紫岡町20

灯株式合祉土木係 今 津 三 郎 君 西宮市夙川安井町27

矢部 芳 夫 君 満岡市xm林 町27 川崎吉之亙君 堺市甲斐町東2 ノ7筈谷方

笠井駒之助君 愛知県系中島郡萩原町橋本毛織工 膝 原 長主君 北陸部島本遁6 ノ23

場新祭場白陽工務広 正 木 由 雄 君 住吉区阿倍野筋2 ノ33 鹿島組内

西村駿一郎君 E野島市猿鍵町58清水組康島出張 族 島 幸 瀦2吉 朝鮮群山府昭和通4 ノ155岡崎方

所一
大;含 耳E吉君 奈頁車奈生駒郡卒城村字秋篠奈瓦

終 身 餐 助 員
競馬場工事場大林組出張所

多岡 準 君 米 』主市芝l猛白金今里町 164 林 康一君 府下北河内郡三郷町大技 152

白杉 勉主置君 兵庫版御影町御影字城ノ前 1447 キ公 l I<. 疑;君 長 野 鯨 大 町 大 町 紡 綾 株 式 令此

特 別 賞 助 員
工場東畑建築事務所出張所

赤 司 健 之 君 北l話者jl 島中遜 l ノ103
村 岡 健 次 君 和歌山県系那賀郡東野上町野上病

河野 金秋君 東京市ｾ島区高阿南町 Ｒ ノ ＶＸＷ 杉 院内

木製作所内
活E言、 勝 君 岡山市上石井岡 山保線事務所内

西岡 隆夫君 - * 庖北ttr3ノ1;:) 杉本製作所

羽生 純 君 比花区玉川町4 ノ87萩原方

改 姓

普 通 貨 助 員

含 員

長井オ吹郎君 点城府本町三越京減支広
児玉王手巳君 ( 復姓黒熊〕

自ir同佐太郎君 名古屋市東極矢 同町6 ノ36 晋 温 鑓 助 員

三浦英太郎君 住吉庖北岡主島町820 山崎 康 一 君 ( 笛姓林〉
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編 輯

後 記

*  前携 の華々しｾ交 遁建築 の 締約放の後九 ， 承

げて 、本君主結成の事務 の一昔日 7... 桐本民さ 共

に受持つ こさになりてここ数旬 、愈 t 夜行闘暖

に泊りて 、われや これやさ投稿依級先への催促

1ごげでも尋常の こさでない事たつ くづく悟る。

大 かねがね念ふ 、住宅 、商/ ; !i 等のJill!o:l l1待輯

君主さして嘗た得1: 封書ミであるが、基本的な

素材た中 心 さぜるものも亦興対えが深からうか

さ。そこで この機舎に建築計誌の本質的なもの

に鯖れゃうでの企 圏在以て 、投稿依級先もこの

道の憾威主P選定しれ次第であ る。

大 さて 、出来 l"f へ 11 かくの如く 、大方のl ' . M1J

た ま っ 迄 も な い 待 望 の 平 野、吉村雨氏の

それ 11止 むなく 次君主l二割愛た官余儀なくされ 、改

定の企園 11本裁よりも却って次鋭わ1: りで 、3正-

ＱＮＡ＿結ＮＮｬｾ事 Ｗ ... 想って言十輩の i1i1 ち無銭に 了 らな かっ

Ｗ 二二吉司ｬ＿ ｾ濁りょがるわけである。かくて本遺書 ＱＱ

評論わり構造わり、計量Eわりで 、論説11建 築、

計笠の内外よリ且て 、緊念問題に飾れるも のた

多く得1: こさ かEZぴ さする。

*  口絵潟i f { に就いて 、一一竣工の場合1. ! ? 凡計

って 、新袋匝役月Ir に騒付げ てみる さ、早や開

業で、門前市たなす に自縛車 7... 以ってぜられ、

止 むなく 、内慌た覗見するに 、納税期古来て 、

これ又 、非常時日本の一場面がく り展げられ 、

潟ｩｦｻ ｾご ころです れ、区役所風景である。そ こ そこ

に次に廻るさ 、 ここ 11 銃に出氷上って 11ゐる

が 、 さて完成の各室に 11、錠ぷlが施されてゐる

のに 困惑す る。 かくて 、編般の一端でも容易な

らぬ事ら身か以って味 [j¥、つれづれ常務の方々

のな みなみならぬ努力 7... 今夏乍 ら察する。

大 そ れ に し て い 本 放 に 1: ま7こま 武田、大須

} { 、伊F長官者先 生 の 玉 絡 を 得 て 、 錦上花た

添ふ。

Ｊ 奈支のかお Ｗｾ ｩｦｘ り。の儀式了リ春樹なる卯

月を前 lこするさ 11云へ 、2立替ど告の ス手ーム 務

ち? こ窓溢 11 まにほの話事く 、早く絵に出です: 波乱

多かリ し;本音義令の結末7... 夕刊にみんさこのグ編

斡後詑 ＱＱ ＱＮＮＮ 念 ｾＮ・ 絡る。 Ｈ 宮田秀穂〉

建 築 ピ 枇 曾

第 20 斡第 4 鋭

毎月 l 回 l 日 後 行 定 償 1加 50銭〈郵枕 2 銭〉

12冊 6 聞く同 24 銭〉

昭和 12年 :3 月25 日印刷 昭和 12年 4 月 l 日蛮行

霊堂行 ・編 輯

印 刷 人 小 板 常 男

大阪市北区朝日ピ 2レ日本建築協舎内

印 刷 所 大 沼 堂 印 刷 所

大阪市北区玉江町1丁目 11番地

苦 苦 行 所 明 日 本 建 築 協 合

大阪市北医中之島3 ノ3朝日 ピPレ

電話歯 Jt 滞(23) 4501替 ( 9)

据 替口 座ｾ阪 Ｓ Ｙ ＹＷＵ 香

特約販賢広 柳 々 :jt ｾ ｉｩ Ｚ＠ J，ii  

大阪市西区京町招清子板橋西

電話土佐宛 ｾＴＴＰ 苦手
指笛口信長央阪2084香

禁 轄 載

*- 量却に掲載d るもの 11、一 切 これた無断にて

将載し叉11単行本に上枠その他の複製行} 寄ら

なすこ; : : 7J?主主ず。

側

一

ω
玉

川

一

側

一

剛

一
一半

世

記

鹿 告 掲 載 料 金

普 滋 ｉ ｾ ｟ ｬ 二王 Ｑ｟ ＱＵ 竺 一

表 紙 3 I  1 頁 l 同 I 45.∞ 

表 紙 4 I  1 民 l 同 I 80. 00 

建築事務所 録 I 1 欄 1 1 同「寸瓦-

(喧鎖 倒 係 主 税 内11 1 側 I  1 同 I  5・∞

康告掲事抑P申込 11本合へ直接願びま す。

本誌購言質御法文 11すべて前金で* - 令直接叉 11

特約広へ. 仮魯貯金叉11錫替で御扮込; I . _. 願び

ます。郵811=代用 11一割増 、代金 引換 11お断り

致し ます。
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